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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）

鈴

木
　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, V

erlag von 
Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler V
erlag. 1981. V

ollständige 
A

usgabe, nach dem
 T

ext der dritten A
uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol. 1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 
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４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　　
　

一

─　
　

六
〇　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号
一
一
七
〜
二

三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　　

六
一

─　
　

九
〇　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号
四
六
三
〜
五
三
〇

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　　

九
一

─　
一
三
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号
七
五
〜
一
七
六
ペ 

ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五

─　
一
八
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号
一
五
七
〜
二

八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五

─　
二
二
五　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号
九
五
〜
一
八

〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六

─　
二
八
八　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号
二
〇
九
〜
三
三
〇

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月
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『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九

─　
三
三
九　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号
一
五
一
〜
二
四
六

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
八
）
の
伝
説

　

三
四
〇　

法
衣
の
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
きD

er Geiger im
 Chorrock.

　

三
四
一　

ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
の
都
市
名
と
そ
の
評
判D

er A
ltm

arkstädte N
am

e und Ruhm
.

　

三
四
二　

麵パ

ン麭
を
拒
む
犬
た
ちH

unde verschm
ähen Brot.

　

三
四
三　

ロ
ー
ラ
ン
ト
柱ゾ

イ
レD

ie Rolandsäulen.

　

三
四
四　

荒
デ
ィ
・
ヴ
ュ
ー
ス
テ
ン
・
テ
ュ
ル
メ

廃

塔

D
ie w

üsten T
hürm

e.

　

三
四
五　

黄
金
の
虱し

ら
みD

ie goldne Laus.

　

三
四
六　

弔
鐘D

ie T
odtenglocke.

　

三
四
七　

ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
家
の
奥
方D

ie Frau von A
lvensleben. 　

　
　

*D
S68 D

ie Frau von A
lvensleben.

　

三
四
八　

辺マ

ル

ケ

ン

境
地
方
の
貴ア

ー
デ
ル族D

er A
del der M

arken.

　

三
四
九　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
近
傍
の
姫
君D

as Fräulein bei W
ittenberge.

　

三
五
〇　

奇き

蹟せ
き

の
血W

underblut.

　

三
五
一　

レ
ム
ス
の
墓D

as Grab des Rem
us.

　

三
五
二　

塗
り
込
め
ら
れ
た
市
門D

ie verm
auerten T

hore.

　

三
五
三　

駆
除
さ
れ
た
鼠ね

ず
みRatten vertrieben.
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三
五
四　

駆
除
さ
れ
た
蛇Schlangen vertrieben.

　

三
五
五　

蛙か
え
る

の
沈
黙D

ie stum
m

en Frösche.
　

三
五
六　

テ
ー
ゲ
ル
に
は
お
化
け
が
出
るEs spukt in T

egel.

　

三
五
七　

ベ
ル
リ
ン
の
女
魔
法
使
い
た
ちZauberw

eiber in Berlin. 　
　
　

*D
S251 W

etter und H
agel m

achen.

　

三
五
八　

妖
怪
刈
り
取
り
人
夫D

ie gespenstigen M
äher.

　

三
五
九　

聖
ザ
ン
ク
ト

フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿D

er H
irsch Sankt H

uberti.

　

三
六
〇　

白
衣
の
夫
人D

ie w
eiße Frau.

　

三
六
一　

強つ
わ
も
の者
ヨ
ッ
ヘ
ムD

er starke Jochem
.

　

三
六
二　

で
っ
か
い
富と

み

籤く
じD

as große Loos.

　

三
六
三　

花ブ
ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル

の
谷D

er Blum
enthal.

　

三
六
四　

鎧よ
ろ
い

武
者
た
ちD

ie Geharnischten.

　

三
六
五　

アア

ダ

ム

ス

テ

ン

ツ

ァ

ー

ダ
ム
派
の
踊
り
手
た
ちD

ie A
dam

stänzer.

　

三
六
六　

藁わ
ら

の
橋D
ie Strohbrücke.

　

三
六
七　

金
喰く

い
女D

ie Geldfresserin.

　

三
六
八　

不
思
議
な
キ
リ
ス
ト
像D

as w
underbare Christusbild.

　

三
六
九　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
幻
影Erscheinungen zu W

ittenberg.

　

三
七
〇　

お
ぶ
さ
る
小
人D

er M
ännlein auf dem

 Rücken. 　
　
　

*D
S146 D

as M
ännlein auf dem

 Rücken.

　

三
七
一　

悪
魔
の
蹄て

い
て
つ鉄D

er T
eufels-H

ufeisen. 　
　
　

*D
S208 D

er T
eufelshufeisen.



5

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その八）　鈴木　滿　訳・注

　

三
七
二　

代
言
人
に
な
っ
た
悪
魔D

er T
eufel ein Fürsprech. 　

　
　

*D
S211 D

er T
eufel als Fürsprecher.

　

三
七
三　

最
後
の
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨D

er letzte Groschen.

　

三
七
四　

井
戸
の
中
の
好
運D

as Glück im
 Brunnen.

　

三
七
五　

豌え
ん
ど
う
い
し

豆
石D

ie Erbsensteine.

　

三
七
六　

ジ
ュ
ン
デ
ル
巖い

わ

と
噓う

そ

の
巖Sündelstein und Lügenstein. 　
　
　

*D
S200 Süntelstein zu O

snabrück. / *D
S201 

D
er Lügenstein.

　

三
七
七　

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
城
の
数
数D
ie W

ittekinds-Burgen. 　
　
　

*D
S454 W

ittekinds Flucht. 

　

三
七
八　

ヴ
ィ
テ
ッ
キ
ン
ト
の
墓
と
記
念
物W

ittekinds Grab und Gedächtniß.

　

三
七
九　

ゾ
ー
ス
ト
の
宝
物D

er Soester Schatz. 　
　
　

*D
S160 D

er Soester Schatz.

　

三
八
〇　

王
女D

ie K
önigstochter. 　

　
　

*D
S92 K

önig Grünew
ald.

　

三
八
一　

緑
の
科リ

ン

デ
の
木
と
枯
れ
た
科リ

ン

デ
の
木　
　
　

*D
S129 Johann H

übner. / *D
S235 K

indelsberg.

　

三
八
二　

二
つ
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城D

ie zw
ei Gleichen.

　

三
八
三　

プ
レ
ッ
セ
城Burg Plesse.

　

三
八
四　

プ
レ
ッ
セ
の
静
か
な
民D

as stille V
olk zu Plesse. 　

　
　

*D
S30 D

as stille V
olk zu Plesse.

　

三
八
五　

シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ホ
イ
ザ
ー
山ベ

ル
ク

の
話V

on den Schw
eckhäuserbergen.

　

三
八
六　

殻か
ら
ざ
お棹
打
ち
と
小
人D

er D
rescher und der Zw

erg.

　

三
八
七　

イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵Graf Isang. 　
　
　

*D
S132 Seeburger See.

　

三
八
八　

鐘グ
ロ
ッ
ケ
ン
ゼ
ー

の
湖D

er Glockensee.
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三
八
九　

ハハ
イ
ン
リ
ヒ
ス
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

イ
ン
リ
ヒ
の
隠
れ
処D

er H
einrichs-W

inkel. 　
　
　

*D
S228 D

as Fräulein von Staufenberg.
　

三
九
〇　

ゴ
ス
ラ
ー
ル
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ロ
ッ
ホ

魔
の
穴D

as T
eufelsloch zu Goslar. 　

　
　

*D
S183 D

as T
eufelsloch zu Goslar.

　

三
九
一　

ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
と
ラ
ム
ベ
ル
クD

er Ram
m

elsberg und der Ram
m

berg. 　
　
　

*D
S475 D

er 

Ram
m

elsberg. / *D
S184 D

ie T
eufelsm

ühle.

　

三
九
二　

聖
ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
の
鉱
坑D

ie Gruben zu St. A
ndreasberg. 　

　
　

*D
S134 D

ie verschütteten 

Silbergruben.

　

三
九
三　

シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城
の
精D

er Geist auf Scharzfels.　
　
　

*D
S204 D

er T
urm

 zu Schaltfeld.

　

三
九
四　

ニ
ク
サ
イ
と
葡ヴ

ァ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ロ
ッ
ホ

萄
園
の
穴D

ie N
ixei und das W

eingartenloch.



7

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その八）　鈴木　滿　訳・注

三
四
〇　

法
衣
の
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
き

　

タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
近
郊
の
二
つ
の
村
東オ

ス
ト

ヘ
ー
レ
ン
と
西

ヴ
ェ
ス
ト

ヘ
ー
レ
ン
は
、
お
互
い
そ
う
隔
た
っ
て
お
ら
ず
、
両
者
の
間
に
共
同

の
教
会
が
建
っ
て
い
る
。
さ
て
昔
む
か
し
の
お
話
。
こ
の
教
会
の
司
祭
さ
ん
は
陽
気
な
御
仁
で
、空
っ
ぽ
の
聖せ

い
さ
ん
は
い

餐
杯
よ
り
中
身
の
詰
ま
っ

た
酒さ

か
び
ん壜
の
方
が
、〔
教
会
の
〕
風オ

ル
ガ
ン琴
よ
り
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
の
方
が
お
好
き
と
来
て
い
た
。
司
祭
自
身
す
こ
ぶ
る
巧
妙
か
つ
華
や
か
に
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
が
弾

け
た
し
、
高
位
の
坊
様
が
た
の
介
添
え
を
し
て
聖
務
を
執
り
行
う
よ
り
、
自
分
の
教
会
の
会
衆
に
踊
り
の
喜
び
を
与
え
る
方
が
遙
か
に

多
か
っ
た
。
さ
て
あ
る
年
の
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
こ
と
、
や
は
り
こ
う
し
て
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
を
弾
き
、
教
区
民
が
降
臨
祭
の
輪
舞
を
す
る
の
の
伴
奏

を
し
た
も
の
。
輪
舞
は
聳そ

び

え
立
つ
科リ

ン

デ
の
木
の
下
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
た
。
と
、
ひ
ど
い
雷
雨
が
襲
来
し
た
が
、
皆
お
も
し
ろ
く
て
堪た

ま

ら

な
い
も
の
だ
か
ら
、
一
向
気
に
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
村
名
物
の
科リ

ン

デ
の
木
は
天
蓋
の
よ
う
に
葉
が
こ
ん
も
り
と
繁し

げ

っ
て
い
た
か
ら
、
長

い
間
充
分
雨
除
け
に
な
っ
た
。
雷
が
轟と

ど
ろ

き
始
め
て
も
愉
快
な
さ
ん
ざ
め
き
の
せ
い
で
聞
き
逃
さ
れ
た
。
な
に
し
ろ
神
父
様
が
、
踊
り

を
止
め
な
さ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
若
い
男
女
が
踊
っ
た
り
、
歓
呼
し
た
り
し
て
楽
し
み
続
け
た
の
は
当
然
と
申
す
も

の
。
と
こ
ろ
が
突
然
凄す

さ

ま
じ
い
稲
妻
が
科リ

ン

デ
の
木
の
根
元
を
一
閃
、
踊
っ
て
い
る
人
人
の
上
に
恐
ろ
し
い
雷
が
落
ち
、
十
二
組
の
踊
り
手

と
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
を
奏
で
て
い
た
司
祭
を
倒
し
た
。
司
祭
の
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
は
弓
も
ろ
と
も
木
っ
端
微み

じ
ん塵
に
な
り
、
司
祭
の
右
手

─
一
説
に
よ
れ
ば

右
腕
全
体

─
が
捥も

ぎ
取
ら
れ
た
。
司
祭
は
二
度
と
再
び
踊
り
の
伴
奏
を
し
な
か
っ
た
。

─
シ
レ
ジ
ア
で
も
似
た
よ
う
な
事
件
が
起

こ
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
踊
っ
て
い
た
仲
間
全
員
が
雷
火
に
撃
た
れ
て
死
ん
だ
。

（　

）
 1

（　

）
 2
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三
四
一　

ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
の
都
市
名
と
そ
の
評
判

　

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
は
か
つ
て
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
の
首し

ゅ
ゆ
う邑
と
さ
れ
て
い
た
し
、今
日
で
も
こ
の
地
方
の
町
町
の
内
最
も
重
要
で
あ
り
、

常
に
上
席
を
占
め
て
い
る
。
ア
ル
ト
マ
ル
ク
の
七
都
市
に
関
す
る
昔
の
韻
律
詩
が
あ
っ
て
い
ま
だ
に
民
衆
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
そ
れ
ら
の
住
民
の
一
面
を
詠よ

ん
だ
も
の
。

　
　
　
　
　

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
の
衆
は
葡ワ

イ

ン
萄
酒
が
お
好
き
、

　
　
　
　
　

ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
の
衆
は
貴ユ

ン
カ
ー族
気
取
り
、

　
　
　
　
　

タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
の
衆
は
勇
気
凛り

ん
り
ん凛
、

　
　
　
　
　

ゾ
ル
ト
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
衆
は
財
産
家
、

　
　
　
　
　

ゼ
ー
フ
ー
ス
の
衆
は
冒
険
家
、

　
　
　
　
　

ヴ
ェ
ル
ベ
ン
の
衆
は
小
麦
を
高
く
売
り
つ
け
る
、

　
　
　
　
　

オ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
の
衆
は
威
張
り
た
が
り
よ
、

　
　
　
　
　

熊く
ま

と
思
っ
て
牡お

牛う
し

を
突
い
た
で
。

　

草
創
期
の
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
は
石
こ
ろ
の
多
い
谷
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
昔
は
シ
ュ
テ
ン
＝
ダ
ー
ル
〔
石

シ
ュ
タ
イ
ン

＝
谷タ

ー
ル

〕
と
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
燦さ

ん
さ
ん燦
と
日
に
照
ら
さ
れ
る
山
の
斜
面
は
暖
か
く
、
葡ぶ

ど
う萄
の
育
成
に
は
も
っ
て
こ
い
だ
っ
た
の
で
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
熊デ

ア
・
ベ
ー
ア

辺
境
伯
の

治
世
下
、
葡
萄
栽
培
に
従
事
す
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
人
が
移
住
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
こ
の
産
業
が
大
層
盛
ん
に
な
っ
た
。
シ
ュ
テ
ン

（　

）
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（　

）
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）
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）
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）
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）
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）
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ダ
ー
ル
の
市
民
は
拵こ

し
ら

え
た
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
近
隣
諸
地
方
に
全
部
供
給
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
飲
料
に
も
し
た
が
、

こ
れ
は
当
た
り
前
の
話
。
一
方
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
だ
が
、
こ
の
町
は
麦ビ

ー
ル酒
醸
造
業
で
裕
福
に
な
っ
た
。
こ
こ
の
麦ビ

ー
ル酒
は
ガ
ー
ル
ラ
イ
と

呼
ば
れ
た
。
タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
の
町
は
何
度
か
重
ね
た
激
戦
に
お
い
て
勇
気
と
信
義
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
ザ
ル
ツ

ヴ
ェ
ー
デ
ル
は
か
つ
て
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
で
、
盛
ん
に
交
易
を
行
っ
て
財
産
を
殖ふ

や
し
た
。
ゼ
ー
ハ
ウ
ス
の
人
た
ち
は
も
と
よ
り
好
ん

で
海ゼ

ー

を
家ハ

ウ
ス

と
し
た
わ
け
だ
が
、〔
伝
説
に
あ
る
〕
か
の
至
福
の
島
を
捜
し
求
め
た
け
れ
ど
も
結
局
徒
労
に
終
わ
っ
た
、
と
取
り
沙
汰
さ

れ
た
。
ヴ
ェ
ル
ベ
ン
は
「
イ
ン
・
デ
ア
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
地
域
の
豊ほ

う
じ
ょ
う饒
さ
を
利
用
し
て
活か

っ
ぱ
つ潑
な
穀
物
取
引
を
行
っ
た
。

オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
は
な
ん
と
も
締
ま
ら
な
い
愚
行
を
や
ら
か
し
た
。
こ
こ
の
住
民
は
町
に
向
か
っ
て
来
た
牡
牛
の
群
れ
を
熊
の
群
れ
と

勘
違
い
し
て
、
槍
、
堆
肥
用
三フ

ォ
ー
ク叉
、
棹さ

お

、
干
し
草
用
熊
手
な
ど
で
武
装
、
物
物
し
く
防ぼ

う
ぎ
ょ禦
に
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
が
と
り
わ
け
有
名
な
の
は
都デ

ア
・
シ
ュ
テ
ッ
テ
グ
リ
ュ
ン
ダ
ー

市
建
設
者
と
の
添
え
名
の
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
帝
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
帝
は
し
ば
し
ば
こ
こ
に
居
住
し
た
。
そ
の
家
屋
は
今
日
な
お
こ
の
町
の
最
古
の
区
画
に
存
在
す
る
。

三
四
二　

麵パ

ン麭
を
拒
む
犬
た
ち

　

人
を
と
こ
と
ん
さ
げ
す
む
時
に
よ
く
使
わ
れ
る
慣
用
句
に
、
や
つ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悪
党
な
の
で
、
や
つ
か
ら
は
物
乞
い
だ
っ

て
一
文
も
貰も

ら

お
う
と
し
な
い
し
、
犬
だ
っ
て
麵パ

ン麭
を
受
け
取
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
教
会
か
ら
破
門
さ
れ
た
者
に
対
す

る
呪じ

ゅ
そ詛
に
由
来
す
る
。
か
つ
て
ア
ル
ト
マ
ル
ク
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
な
る
裕
福
な
伯
爵
が
い
た
。
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
伯
と
も
オ
ス
タ
ー
ブ
ル

ク
伯
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
彼
は
若
い
時
か
ら
異
端
児
で
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
管
区
を
ひ
ど
く
悩
ま
し
た
。
そ
こ
で
と
う
と
う
マ
ク

デ
ブ
ル
ク
大
司
教
は
伯
爵
を
破
門
し
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
伯
は
破
門
と
聞
い
て
度
外
れ
に
嗤わ

ら

い
飛
ば
し
た
。
破
門
沙
汰
な
ど
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

（　

）
 12

（　

）
 13
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ら
お
か
し
い
、
と
莫ば

か迦
に
し
た
の
で
あ
る
。

─
し
か
し
な
が
ら
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
教
会
か
ら
の
破
門
が
意
味
す
る
恐
ろ
し
い
力
を

じ
わ
じ
わ
身
に
沁
み
て
感
じ
る
に
至
っ
た
。
伯
爵
は
教
会
に
せ
よ
礼
拝
堂
に
せ
よ
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
伯
爵
領
で
は
も

は
や
教
会
の
鐘
が
鳴
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
民
草
は
彼
を
避
け
、
召
使
い
た
ち
は
彼
の
許も

と

か
ら
暇
を
取
り
、
一
杯
の
水
に
し
て
も
持
っ

て
来
て
く
れ
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
平
然
と
構
え
て
は
い
ら
れ
な
い
。「
人
間
な
ん
て
道
理
の
通
ら
ぬ
代
物
だ
わ
い
」

と
伯
爵
。「
わ
し
は
動
物
が
好
き
だ
。
ま
っ
た
く
の
話
、
犬
ど
も
の
方
が
も
っ
と
物
事
を
心
得
て
お
る
」。

─
そ
し
て
麵パ

ン麭
を
手
に
す

る
と
、
犬
た
ち
を
呼
ん
で
、
麵パ

ン麭
を
裂
い
て
や
っ
た
。
し
か
し
、
飼
い
犬
の
群
れ
は
、
伯
爵
が
叱
り
つ
け
た
り
、
麵パ

ン麭
を
手
に
し
て
差

し
出
し
て
も
、
一
向
喰く

お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
伯
爵
は
の
し
か
か
っ
て
い
る
破
門
が
い
か
に
深
刻
か
つ
く
づ
く
思
い
知
り
、

犯
し
た
所
業
を
悔
い
、
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
に
壮
麗
な
聖
堂
を
建
立
す
る
、
と
誓
っ
て
贖し

ょ
く
ざ
い罪
し
た
。
か
く
し
て
破
門
は
解
か
れ
、
シ
ュ

テ
ン
ダ
ー
ル
の
大
聖
堂
は
美
美
し
く
巧
み
を
凝
ら
し
て
造
営
な
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

三
四
三　

ロ
ー
ラ
ン
ト
柱ゾ

イ
レ

　

全
ハ
ー
ル
ツ
山
地
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
お
よ
び
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
、
ま
た
ア
ル
ト
マ
ル
ク
や
マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の

ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
夥

お
び
た
だ

し
い
市
や
町

─
場
合
に
よ
っ
て
は
村
村
で
す
ら

─
の
公
共
広
場
に
、
ブ
レ
ー
メ
ン
と
同
様
、
ロ
ー
ラ

ン
ト
像
が
立
っ
て
い
る
の
に
出
く
わ
す
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
ラ
ン
ト
柱ゾ

イ
レ

で
あ
る
。
そ
の
形
は
た
い
て
い
典
雅
優
美
だ
が
、
奇
怪
な
上
に

ご
て
ご
て
と
彩
色
さ
れ
、な
ん
と
も
か
と
も
噴
き
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
起
源
は
大
層
古
く
、カ
ー
ル
大
帝
〔
＝

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
の
甥
に
し
て
臣パ

ラ
デ
ィ
ン将
た
る
英
雄
ロ
ー
ラ
ン
ト
〔
＝
ロ
ー
ラ
ン
〕
を
正
義
の
守
護
者
と
し
て
か
た
ど
っ
た
も
の
だ

か
ら
、
ロ
ー
ラ
ン
ト
像
と
い
え
ば
ま
ず
剣
が
付
き
物
で
あ
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
大
帝
が
石
造
な
い
し
木
造
で
こ
う
し
た
肖
像

（　

）
 14

（　

）
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柱
を
作
り
、
設
置
す
る
よ
う
命
じ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
案
外
こ
れ
は
太
古
の
残
響
で
、
文
字
と
な
っ
て
い
な
い
知
識
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

る
の

か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
柱
の
最
古
の
も
の
は
今
日
も
は
や
見
つ
か
ら
な
い
。
現
存
の
柱
は
中
世
騎
士
風
の
、
あ
る
い
は
戦
神
に
も
似
た

古
代
ロ
ー
マ
風
の
風
俗
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
ず
っ
と
後
代
起
源
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
多

く
の
町
で
は
往
昔
の
ロ
ー
ラ
ン
ト
像
が
切
断
さ
れ
た
り
、
打
ち
壊
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
埋
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
や
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
そ
の
他
に
は
名
高
い
ロ
ー
ラ
ン
ト
柱
が
幾
つ
も
あ
る
が
、
シ
ュ
テ
ン

ダ
ー
ル
の
ロ
ー
ラ
ン
ト
は
と
り
わ
け
巨
大
で
奇
怪
な
恰か

っ
こ
う好
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
最
大
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ふ
く
ら
脛は

ぎ

は
大
人

の
男
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
り
、
携
え
て
い
る
剣
の
長
さ
は
十
二
肘エ

レ尺
に
及
ぶ
。
臀で

ん
ぶ部
に
は
製
作
者
の
気
ま
ぐ
れ
で
、
笑
う
道
化
の
顔
が
附

け
ら
れ
て
い
て
、
人
人
は
こ
れ
を
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ま
で
再
再
あ
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
ロ
ー
ラ
ン
ト
像
は
世

の
中
全
体
の
、
あ
る
い
は
個
個
の
愚
行
が
あ
ま
り
に
も
煩
わ
し
く
な
る
と
、
ぐ
る
り
と
向
き
を
変
え
〔
て
、
尻
の
道
化
の
顔
を
見
せ
つ

け
〕
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
顔
を
背
け
た
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
〔
一
八
〕
四
八
年
に
こ
れ
が
起
こ
っ
た
由
。

三
四
四　

荒
デ
ィ
・
ヴ
ュ
ー
ス
テ
ン
・
テ
ュ
ル
メ

廃

塔

　

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
の
大
聖
堂
教
会
に
も
マ
リ
ア
教
会
に
も
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
美
し
い
塔
が
具そ

な

わ
っ
て
い
る
が
、
常
に
鐘
楼
と
し
て
機

能
し
て
い
る
の
は
両
塔
の
内
片
方
だ
け
で
あ
る
。
鐘
が
吊
ら
れ
て
い
な
い
方
は
荒

デ
ィ
・
ヴ
ュ
ー
ス
テ
ン
・
テ
ュ
ル
メ

廃

塔
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の

荒
廃
塔
は
大ド

ー

ム

ホ

ー

フ

聖
堂
前
広
場
、
ハ
ル
通シ

ュ
ト
ラ
ー
セり
、
中マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

央
広
場
の
下
を
ず
う
っ
と
抜
け
て
い
る
隧す

い
ど
う道
に
よ
っ
て
互
い
に
結
ば
れ
て
い
る
の
だ
、

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
と
り
わ
け
ハ
ル
通シ

ュ
ト
ラ
ー
セり
は
、
地
下
が
空
ろ
に
反ハ

レ
ン響
す
る
か
ら
、
そ
う
名
付
け
ら
れ
て
い
る
由
。
し
か
し
長

年
こ
の
抜
け
道
は
通
行
不
能
と
思
わ
れ
、
荒
廃
塔
か
ら
荒
廃
塔
ま
で
行
き
来
で
き
る
か
ど
う
か
、
し
か
と
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

（　

）
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そ
こ
で
と
こ
と
ん
こ
の
伝
承
の
事
実
を
確
か
め
よ
う
と
い
う
気
運
が
目
覚
め
た
。
死
刑
の
判
決
を
受
け
て
収
監
さ
れ
て
い
る
罪
人
に
こ

の
通
路
を
歩
か
せ
よ
う
、
罪
人
が
無
事
に
こ
れ
を
や
っ
て
の
け
た
ら
、
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
で
ぶ
ら
ん
こ
往
生
す
る
の
は
勘
弁
し
て
や
り
、

い
く
ば
く
か
の
金
を
与
え
、
や
っ
こ
さ
ん
の
気
随
気き

ま
ま儘
、
ど
こ
か
別
の
場
所
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
も
ら
お
う
、
と
あ
い
な
っ
た
。
で
、
坑

内
用
洋ラ

ン
プ灯
を
附
け
た
縁
な
し
帽
を
被か

ぶ

ら
せ
、
太
鼓
を
提
げ
て
や
り
、
大
聖
堂
の
荒
廃
塔
か
ら
隧
道
に
下
ろ
し
、
お
お
よ
そ
ど
の
辺
り
に

い
る
の
か
聞
こ
え
る
よ
う
に
太
鼓
を
叩
い
て
行
け
、
と
言
い
付
け
た
。
こ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
実
行
さ
れ
た
。
く
ぐ
も
っ
た
太
鼓
の
音
は
地

下
を
大
聖
堂
広
場
の
端
か
ら
端
ま
で
響
い
て
行
き
、
次
い
で
ハ
ル
通シ

ュ
ト
ラ
ー
セり
に
入
っ
た

─
し
か
し
通
り
の
中
程
で
音
が
は
た
と
途
絶
え

─
そ
れ
き
り
に
な
っ
た
。
太
鼓
叩
き
の
姿
は
二
度
と
現
れ
な
か
っ
た
し
、
彼
を
捜
し
に
行
こ
う
と
い
う
者
な
ど
あ
ら
ば
こ
そ
。
二
つ

の
荒
廃
塔
の
間
を
彷さ

ま
よ徨
い
歩
く
の
は
昔
む
か
し
の
聖コ

ー

ル

ヘ

ア

堂
参
事
会
員
た
ち
の
亡
霊
ば
か
り
な
の
だ

─
も
し
か
し
た
ら
聖コ

ー

ル

フ

ラ

ウ

務
共
唱
修
道
女

た
ち
の
亡
霊
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
。
独
占
し
て
い
る
隠
微
な
領
域
に
侵
入
し
た
者
の
行
く
手
を
突
然
遮さ

え
ぎ

っ
た
の
は
き
っ
と
彼
ら

で
あ
ろ
う
。

三
四
五　

黄
金
の
虱し

ら
み

　

ビ
ス
マ
ル
ク
の
町
、
も
し
く
は
町
か
ら
そ
う
遠
く
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
一
三
五
〇
年
天
か
ら
十
字
架
が
落
ち
、
こ
れ
を
押
し

立
て
て
み
る
と
す
ぐ
さ
ま
奇
蹟
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
人
人
は
こ
の
十
字
架
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
教
会
を
建
立
、
天
の
女
王
〔
＝
聖
母

マ
リ
ア
〕
に
奉
献
し
、
聖ツ

ム
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ク
ロ
イ
ツ

十
字
架
教
会
と
命
名
し
た
。
聖
な
る
十
字
架
に
帰
依
す
る
者
が
夥

お
び
た
だ

し
く
増
え
た
の
で
、
い
や
も
う
悪
魔
が

怒
っ
た
の
な
ん
の
、
十
字
架
を
お
ち
ゃ
ら
か
す
た
め
に
虱
の
恰か

っ
こ
う好
を
し
た
ば
か
で
か
い
生
き
物
を
拵こ

し
ら

え
、
教
会
の
丸
天
井
の
上
に
そ

そ
り
立
つ
塔
の
中
に
置
い
た
。
民
衆
、
と
り
わ
け
教
会
に
お
詣ま

い

り
に
来
た
巡
礼
た
ち
は
、
こ
れ
が
黄
金
の
よ
う
に
光
り
輝
き
、
脚
を
も

（　

）
 19
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）
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ぞ
も
ぞ
動
か
し
て
這は

い
回
る
の
を
目
撃
し
、
聖
十
字
架
へ
の
信
仰
を
逸
ら
さ
れ
た
。
な
に
せ
黄
金
の
巨
大
虱
な
ん
て
の
は
余よ

そ所
の
ど
こ

に
も
見
ら
れ
な
い
が
、
聖
な
る
十
字
架
は
至
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
虱
は
参
拝
者
や
喜
捨
を
十
字
架
よ
り
ず
っ
と
増
や
し
て

く
れ
た
の
で
、
黄こ

が
ね金
の
帯お

び
が
ね金
を
虱
の
胴
体
に
回
し
、
黄き

ん金
鎖ぐ

さ
り

で
逃
げ
な
い
よ
う
に
留
め
、
餌え

さ

と
し
て
毎
日
一
磅

プ
フ
ン
ト

の
肉
を
与
え
た
。

毎
年
巡
礼
日
が
巡
っ
て
来
る
と
、
虱
は
丸
天
井
の
上
か
ら
下
へ
降
ろ
さ
れ
て
信
者
た
ち
の
拝
観
に
供
さ
れ
た
。
虱
は
鳩は

と

ほ
ど
の
大
き
さ

で
、
鐘
楼
の
下
の
壁
に
そ
の
実
物
大
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。
現
在
聖
十
字
架
教
会
は
と
っ
く
に
存
在
し
な
い
し
、
聖
十
字
架
自
体
も

行
方
不
明
で
あ
る
。
も
っ
と
も
教
会
は
瓦が

れ
き礫
と
化
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
近
郊
の
畑
地
に
ぽ
つ
ん
と
残
骸
を
曝さ

ら

し
て
い
る
。
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー

ル
へ
向
か
う
街
道
は
昔
の
巡
礼
道
で
、
今
な
お
聖
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
虱
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
名
は
教
会
の
廃は

い
き
ょ墟

に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
廃
墟
は
今
日
に
至
る
ま
で
黄デ

ィ
ー
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ラ
ウ
ス

金
の
虱
、
あ
る
い
は
呪

デ
ィ
ー
・
フ
ェ
ア
ヴ
ュ
ン
シ
ュ
テ
・
ラ
ウ
ス

わ
れ
た
虱
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
。

三
四
六　

弔
鐘

　

名
家
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
た
ち
の
本
拠
で
あ
る
ミ
ル
デ
河
畔
の
カ
ル
ベ
に
は
「
堡ほ

う
る
い塁
」

─
こ
の
古
い
裕
福
な
一
族
発
祥

の
城
は
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る

─
が
あ
る
。
こ
の
堡
塁
に
は
鐘
が
一
つ
下
が
っ
て
い
た
。
そ
の
鐘
は
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
家
に
属

す
る
何な

ん
ぴ
と人
か
が
死
去
す
る
時
に
お
の
ず
と
鳴
り
始
め
た
も
の
で
あ
る
。遙
か
遠
く
の
土
地
で
息
を
引
き
取
っ
た
場
合
で
も
そ
う
だ
っ
た
。

鐘
の
か
よ
う
な
特
性
は
ま
こ
と
に
不
思
議
で
は
あ
っ
た
が
、
数
知
れ
ず
枝
分
か
れ
し
た
一
族
が
夥

お
び
た
だ

し
く
繁
栄
し
て
い
る
こ
の
家
系
の

生
き
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
堪た

ま

っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
善
美
を
尽
く
し
た
朝
食
か
昼ち

ゅ
う
さ
ん餐
の
真
っ
最
中
に
突
然
恐
ろ
し
い
予

告
の
響
き
に
見
舞
わ
れ
る
の
だ
か
ら
。
そ
こ
で
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
家
の
だ
れ
か
が
鐘
を
撤
去
し
て
し
ま
う
と
い
う
簡
単
か
つ
巧

妙
な
手
段
を
思
い
つ
い
た
。
鐘
は
あ
る
時
突
然
行
方
不
明
と
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
ん
と
分
か
ら
な
い
。

（　

）
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三
四
七　

ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
家
の
奥
方

　

年
代
記
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
古
き
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
一
族
に
夫
と
死
別
し
た
敬け

い
け
ん虔
な
奥
方
が
い
た
。
こ
の
婦

人
は
ま
こ
と
に
善
良
で
、
神
を
畏お

そ

れ
敬
い
、
優
し
く
情
け
深
か
っ
た
。
と
り
わ
け
カ
ル
ベ
の
ヴ
ェ
ル
タ
ー
地
区
で
市
民
の
細
君
た
ち
が

難
産
に
苦
し
ん
で
い
る
時
に
は
進
ん
で
手
を
貸
し
た
。
あ
る
夜
、
奥
方
の
住
む
館
の
外
に
一
人
の
使
い
の
女
が
や
っ
て
来
て
、
下
か
ら

奥
方
に
こ
う
叫
ん
だ
。
ど
う
か
起
き
て
身
な
り
を
整
え
、
ひ
ど
い
難
産
に
苦
し
み
、
命
も
危
な
い
産
婦
の
許も

と

へ
一
緒
に
来
て
欲
し
い
。

な
ん
と
も
途
方
に
暮
れ
て
い
る
。
産
婦
の
住
ま
い
は
近
く
だ
が
市
壁
の
外
な
の
だ
、
と
。
そ
こ
で
奥
方
が
「
だ
っ
て
真
夜
中
で
は
あ
り

ま
せ
ぬ
か
。
市
門
は
ど
こ
も
閉
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
い
っ
た
い
ど
う
し
て
外
へ
出
ら
れ
ま
す
」
と
言
葉
を
返
す
と
、
使
い
の
女
は
、

門
は
ち
ゃ
ん
と
開
い
て
る
、
と
答
え
た
。
そ
こ
で
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
奥
方
は
同
行
し
た
。
途
中
使
い
の
女
は
、
何
も
心
配
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
あ
ち
ら
で
食
べ
物
や
飲
み
物
が
出
さ
れ
て
も
一
切
手
を
つ
け
な
い
よ
う
に
、
と
囁さ

さ
や

い
た
。
市
門
は
本
当
に
開
い

て
お
り
、
外
の
草
地
を
大
し
て
辿た

ど

ら
ぬ
う
ち
に
一
つ
の
山
に
行
き
着
い
た
。
そ
し
て
山
が
開
い
た
。
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
奥
方

は
、
こ
の
お
出
掛
け
が
な
ん
と
も
只た

だ
ご
と事
で
は
な
い
、
と
気
付
い
た
が
、
一
向
怖
が
ら
な
い
で
、
落
ち
着
い
て
歩
き
続
け
た
。
と
あ
る
部

屋
に
案
内
さ
れ
る
と
、
中
に
小
人
の
女
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
産
婆
の
介
添
え
が
緊
急
に
必
要
だ
っ
た
。
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の

奥
方
は
小
人
の
女
を
看
護
し
、
首
尾
良
く
仕
事
を
果
た
し
て
、
健
や
か
な
赤
児
を
出
産
さ
せ
る
と
、
帰
り
支
度
に
取
り
掛
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
普
通
の
産
婆
が
す
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
普
通
の
産
婆
は
た
い
て
い
た
っ
ぷ
り
飲
み
食
い
す
る
の
が
好
き
だ

し
、
出
さ
れ
た
白
麵パ

ン麭
な
ど
も
持
っ
て
帰
っ
た
り
す
る
も
の
だ
が
、
奥
方
は
も
て
な
し
に
用
意
さ
れ
た
物
に
一
切
触
れ
な
か
っ
た
。
彼

女
を
こ
こ
ま
で
案
内
し
た
例
の
使
い
の
女
が
ま
た
連
れ
戻
し
て
く
れ
、
先
に
立
っ
て
角ラ

ン
タ
ン灯
で
照
ら
し
た
。
館
の
門
の
外
ま
で
来
る
と
、

女
は
立
ち
止
ま
り
、
産
婆
役
を
務
め
て
く
れ
た
奥
方
に
も
う
一
度
礼
を
述
べ
、
見
事
な
黄
金
の
指ゆ

び
わ環
を
取
り
出
し
て
こ
れ
を
贈
り
、
こ

（　

）
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う
語
っ
た
。「
ど
う
か
こ
の
指
環
を
神
聖
な
保
証
と
し
て
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
。決
し
て
ご
一
族
か
ら
手
放
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

こ
の
指
環
が
ご
一
族
に
保
管
さ
れ
て
い
る
限
り
、
ご
繁
栄
が
続
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
失
わ
れ
ま
し
た
ら
、
ご
一
族
全
体
が
滅
び
ま
す
」。

　

ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
一
族
は
そ
の
後
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
た
が
、
指
環
は
そ
の
時
ま
で
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、
と
の
こ

と
。
分
か
れ
た
折
指
環
も
二
つ
に
割
ら
れ
た
が
、
ど
う
も
ま
ず
い
結
果
に
な
っ
た
、
と
言
う
人
人
が
い
る
。
な
に
し
ろ
指
環
の
片
方
は

火
事
に
遭あ

っ
て
溶
け
、
そ
れ
を
所
有
し
て
い
た
系
統
は
衰
微
滅
亡
し
て
し
ま
い
、
不
幸
な
境
涯
に
陥
っ
て
い
る
の
だ
、
と
。
も
っ
と
も
、

し
か
ら
ず
、
と
す
る
説
も
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
指
環
は
い
ま
だ
に
無
事
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
安
全
に
守
ら
れ
続
け
る
よ
う
に
、

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
あ
る
高
貴
な
お
宅
に
厳
重
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。
ま
た
、
指
環
は
現
在
に
至
る
ま
で
カ
ル
ベ
の
一
族
の

手
許
に
あ
り
、
た
だ
あ
り
き
た
り
の
黄き

ん金
指
環
と
何
ら
違
い
は
な
い
、
と
主
張
す
る
向
き
も
あ
る
。

三
四
八　

辺マ

ル

ケ

ン

境
地
方
の
貴ア

ー
デ
ル族

　

都デ
ア
・
シ
ュ
テ
ッ
テ
グ
リ
ュ
ン
ダ
ー

市
建
設
者
と
も
呼
ば
れ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
捕デ

ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

鳥
帝
は
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
に
宮
廷
を
開
い
て
い
た
の
で
、
当
時
エ
ル
ベ
川
の
彼

方
に
居
住
し
て
い
た
ヴ
ェ
ン
ド
人
に
軍
を
向
け
よ
う
と
思
い
、
精
力
的
に
戦
仕
度
を
調
え
た
。
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
王
ミ
ツ
ィ
ス
ラ
も
負
け

ず
劣
ら
ず
対
抗
の
姿
勢
を
示
し
た
。ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
を
本
拠
と
し
て
い
た
ミ
ツ
ィ
ス
ラ
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
使
節
団
を
派
遣
し
た
が
、

そ
の
申
し
入
れ
は
す
こ
ぶ
る
傲ご

う
が
ん岸
不ふ

そ
ん遜
だ
っ
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
一
頭
の
獰ど

う
も
う猛
な
老
犬
を
使
節
ら
の
前
に
牽ひ

き
出
さ
せ
、
こ
れ
を
散
散

に
鞭
打
っ
て
か
ら
一
本
の
木
に
吊
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
象
徴
的
回
答
か
ら
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
意
図
は
十
二
分
に
読
み
取
れ
た
し
だ
い
で
あ

る
。
次
い
で
皇
帝
は
一
大
地
方
会
議
を
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
に
開
催
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
人
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
、
辺マ

ル

ケ

ン

境
地
方
の
住
民
、

お
よ
び
そ
の
他
の
同
盟
者
を
悉

こ
と
ご
と

く
呼
集
す
る
と
、
公
侯
・
領
主
階
級
に
属
し
て
い
な
い
大
勢
の
大
胆
不
敵
な
戦
士
ら
を
平
騎
士
、
平

（　

）
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貴
族
に
任
じ
、「
ア
ー
デ
ル
（
高
貴
で
）、
ア
イ
ト
（
あ
り
続
け
よ
）」
と
言
い
渡
し
、
武
具
と
紋
章
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
以

前
か
ら
既
に
隊
や
軍
を
率
い
て
い
た
人
人
は
伯
爵
や
殿
に
叙
さ
れ
た
。
か
く
し
て
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
感
謝
に
満
ち
心
服
し
き
っ
た

強
大
な
軍
隊
を
創つ

く

り
出
し
、
こ
れ
を
率
い
て
冬
の
最
中
凍
結
し
た
エ
ル
ベ
を
渡
河
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
へ
押
し
寄
せ
、
氷
原
に
野
営

し
て
町
を
攻
撃
、
こ
れ
を
占
領
す
る
と
、
敵
軍
を
撃
滅
し
、
配
下
の
領
民
の
た
め
に
堅
固
な
基
地
を
オ
ボ
ト
リ
ー
ト
人
の
邦
に
打
ち
立

て
た
。
か
る
が
ゆ
え
に
辺マ

ル

ケ

ン

境
地
方
に
は
夥

お
び
た
だ

し
い
貴
族
が
、
裕
福
で
繁
栄
し
て
い
る
貴
族
の
家
系
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
か
る
が
ゆ

え
に
浮
つ
い
た
熱
狂
の
鼓
吹
す
る
ま
や
か
し
な
ど
に
は
覆

く
つ
が
え

さ
れ
な
い
、
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
、
昔
な
が
ら
の
確
固
と
し
た
、

王
と
王
家
に
対
す
る
忠
誠
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
忠
誠
は
た
だ
単
に
貴
族
一
門
ば
か
り
で
な
く
、
辺マ

ル

ケ

ン

境
地
方
の
全
住
民
の

中
に
生
き
続
け
て
お
り
、
南
国
の
香や

し
具
師
た
ち
や
こ
れ
に
使
わ
れ
る
猿
ど
も
が
乗
り
越
え
る
こ
と
を
決
し
て
許
さ
な
い
巖い

わ

で
あ
り
、
境

界
石
と
な
っ
て
い
る
。

　

勝
利
を
嬴か

ち
え
て
か
ら
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ハ
ル
ル
ン
ガ
ー
山ベ

ル
ク

の
山
上
に
処
女
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
丸
い
教
会
を
建
立
、
更
に
山
の

下
に
は
防
塞
を
築
き
、
こ
れ
を
ヴ
ェ
ル
ベ
ン
と
名
づ
け
た
。
彼
は
そ
れ
以
降
も
同
地
域
で
勝
利
を
獲ヴ

ェ

ル

ベ

ン

よ
う
と
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
事
実
皇
帝
は
勝
利
を
獲
得
し
た
。
な
に
し
ろ
新
た
に
貴
族
に
任
じ
ら
れ
た
者
た
ち
は
由
緒
あ
る
貴
族
ら
と
並
ん
で

獅し

し子
の
よ
う
に
奮
闘
、
彼
ら
の
勇
猛
果
敢
な
合
戦
ぶ
り
が
皇
帝
に
勝
利
を
齎も

た
ら

し
た
の
で
。

三
四
九　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
近
傍
の
姫
君

　

ヴ
ェ
ル
ベ
ン
の
下
手
に
拡
が
る
地
域
は
「
イ
ン
・
デ
ア
・
プ
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
畑
と
な
っ
て
い
る
通
称

「
古ア

ル
テ
・
シ
ュ
タ
ッ
ト

い
町
」
と
い
う
土
地
が
あ
り
、
こ
こ
を
見
下
ろ
し
て
小
高
い
丘
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
丘
の
上
に
は
昔
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
の
殿
た

（　
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ち
の
城
が
築
か
れ
、
麓
に
は
か
つ
て
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
の
町
が
あ
っ
た
そ
う
な
。
こ
れ
ら
荒
涼
と
し
た
故
地
に
は
不
気
味
な
気
配

が
漂
い
、
と
り
わ
け
、
呪
わ
れ
た
姫
君
が
彷さ

ま
よ徨
い
歩
く
、
と
の
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
姫
君
は
生
前
さ
る
騎
士
と
婚
約
し
て
い
た
が
、
騎

士
が
彼
女
を
置
い
て
出
征
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
誓
い
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。
恋
い
焦
が
れ
る
騎
士
が
帰
還
し
て
み
た
ら
、

許い
い
な
ず
け嫁
は
別
の
男

─
そ
れ
も
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
の
殿

─
の
妻
に
な
っ
て
い
た
。
裏
切
ら
れ
た
恋
人
は
激
怒
し
、軍ぐ

ん
ぴ
ょ
う兵
を
糾き

ゅ
う
ご
う合
し
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
の
殿
に
宣
戦
布
告
、
城
と
町
を
攻
撃
し
、
こ
れ
を
占
領
し
て
破
壊
し
た
。
姫
の
不
実
な
行
い
の
た
め
に
か
く
も

夥
お
び
た
だ

し
い
無む

こ辜
の
人
命
が
損
な
わ
れ
た
の
で
、
姫
は
世
の
終
わ
り
ま
で
安
息
を
得
る
こ
と
な
く
徘は

い
か
い徊
す
る
よ
う
呪
わ
れ
た
。
町
の
住
民

で
逃
げ
ら
れ
た
者
は
以
後
別
の
場
所
に
町
を
再
建
し
始
め
た
。
こ
の
新
し
い
町
に
は
現
在
有
名
な
鉄
道
の
停
車
場
が
で
き
、
彷
徨
い
歩

く
姫
の
こ
と
な
ど
憶お

ぼ

え
て
い
る
者
は
い
な
い
。

三
五
〇　

奇き
せ
き蹟
の
血

　

辺マ

ル

ケ

ン

境
地
方
に
は
血
の
雨
そ
の
他
、
奇
蹟
の
血
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
伝
承
が
あ
る
。
ベ
ー
リ
ッ
ツ
で
は
聖ホ

ス
チ
ア餅
〔
＝
キ
リ
ス
ト
の
体
の

実
体
〕
が
絶
え
ず
血
を
流
し
た
。
聖ホ

ス
チ
ア餅
の
苦
し
み
が
顕
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
夥

お
び
た
だ

し
い
巡
礼
が
こ
こ
へ
訪
れ
た
。
ツ
ェ
ー
デ

ニ
ッ
ク
の
あ
る
女
が
聖
別
さ
れ
た
聖ホ

ス
チ
ア餅
を
蜜み

つ
ろ
う蠟
で
包
み
、
そ
れ
を
経
営
し
て
い
る
居
酒
屋
の
麦ビ

ー
ル酒
樽だ

る

の
注
ぎ
口
の
下
に
埋
め
た
こ
と
が

あ
る
。
麦ビ

ー
ル酒
の
量
を
増
や
そ
う
と
思
っ
て
の
こ
と
。
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
あ
の
敬け

い
け
ん虔
な
修
道
士
が
蜜
房
を
増
や
そ
う
と
し
た
よ
う
に（
Ｄ

Ｓ
Ｂ
一
一
〇
）。
し
か
し
女
は
以
来
良
心
が
休
ま
る
時
と
て
無
く
な
り
、
犯
し
た
罪
を
懺ざ

ん
げ悔
し
て
、
人
に
も
打
ち
明
け
た
。
女
の
行
為

が
知
れ
渡
る
と
、
人
人
は
彼
女
の
酒
蔵
に
入
っ
た
。
す
る
と
聖ホ

ス
チ
ア餅
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
場
所
か
ら
血
が
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。
人
人
が
血
に
染

ん
だ
土
を
掘
り
起
こ
し
、
教
会
に
運
ぶ
と
、
す
ぐ
さ
ま
ツ
ェ
ー
デ
ニ
ッ
ク
指
し
て
貴
賤
の
別
な
く
大
群
衆
が
殺
到
し
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン

（　

）
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ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
や
オ
ッ
ト
ー
で
す
ら
、
姉
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
爵
夫
人
メ
ヒ
テ
ィ
ル
ト

や
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
〔
大
〕
司
教
ル
ー
ト
ゲ
ル
ス
を
伴
っ
て
こ
の
地
へ
旅
し
、
懺ざ

ん
げ悔
聴ち

ょ
う
も
ん
し

聞
師
の
勧
め
に
応
じ
て
ツ
ェ
ー
デ
ニ
ッ
ク
に

シ
ト
ー
会
派
の
聖ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ
ク
ロ
ス
タ
ー

処
女
修
道
院
を
建
設
し
た
。

　

プ
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
の
ヴ
ィ
ル
ス
ナ
ッ
ク
で
、
あ
る
邪

よ
こ
し
ま

な
貴
族
が
村
と
教
会
を
焼
き
払
っ
た
。
し
か
し
焰ほ

の
お

の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て

も
祭
壇
は
燃
え
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。そ
し
て
燈と

う
み
ょ
う明
が
灯と

も

り
続
け
、司
祭
が
し
ま
っ
て
お
い
た
三
つ
の
聖ホ

ス
チ
ア餅
が

─
血
を
浴
び
て

─〔
祭

壇
を
覆
っ
て
い
る
〕
亜
麻
布
の
中
央
に
載の

っ
て
い
た
。
真
夜
中
に
だ
れ
と
も
知
れ
ぬ
声
が
続
け
様
に
三
度
、
司
祭
に
、
燃
え
落
ち
た
教

会
に
残
っ
た
祭
壇
で
弥ミ

サ撒
を
挙
げ
る
よ
う
命
じ
た
。
司
祭
が
声
の
言
う
通
り
に
す
る
と
、
聖
な
る
聖ホ

ス
チ
ア餅
は
幾
つ
も
の
奇
蹟
を
示
し
、
信

心
深
い
人
人
が
北
方
諸
国
全
土
か
ら
群
れ
を
成
し
て
参
拝
し
に
来
た
。

　

プ
リ
ッ
ツ
ヴ
ァ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
シ
ェ
ー
ン
ハ
ー
ゲ
ン
村
で
の
こ
と
だ
が
、
プ
リ
ッ
ツ
ケ
ン
家
の
あ
る
奥
方
が
亡
く
な
っ
て
埋

葬
さ
れ
た
時
、〔
館
の
壁
に
掛
か
っ
て
い
る
狩
猟
記
念
の
〕
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
枝
角
が
一
日
一
夜
の
間
血
を
流
し
続
け
た
。
こ
の
不
思
議
が
何

を
意
味
す
る
の
か
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
こ
の
角
は
十
四
年
こ
の
か
た
同
じ
場
所
に
〔
何
事
も
な
い
ま
ま
〕
掛
か
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
ー
ル
ガ
ル
ト
地
方
の
村
グ
ロ
ー
ス
マ
ン
テ
ル
の
あ
る
女
中
が
こ
ん
な
具
合
に
三
日
続
け
て
血
を
流
し
た

時
も
、
世
間
は
驚
倒
し
た
。

三
五
一　

レ
ム
ス
の
墓

　

ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
の
町
の
近
く
に
湖
が
あ
る
。
湖
中
の
島
に
昔
巨
大
な
石
の
墓
が
あ
り
、墓
に
は
巨
人
の
大
き
な
骨
が
見
つ
か
っ
た
。

墓
に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
の
中
に
美
し
い
大
理
石
が
一
つ
あ
り
、
そ
の
上
に
六
羽
の
青あ

お
た
か鷹
の
図
柄
と
何
か
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
し

（　

）
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か
し
銘
文
は
大
層
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
て
も
は
や
だ
れ
に
も
読
め
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
よ
く
し
た
も
の
で
ど
こ
や
ら
か
ら
聡
明

怜れ
い
り悧
な
ひ
ね
く
れ
者

─
こ
う
い
う
手
合
い
が
妄
想
を
恣

ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
に
太
陽
神
の
神
殿
を
、
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン

近
郊
に
イ
シ
ス
の
都
を
造
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い

─
が
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
、
あ
な
ぐ
り
穿せ

ん
さ
く鑿
を
重
ね
た
あ
げ
く
こ
う
発
表

し
た
。
い
わ
く
「
先
ず
第
一
に
こ
の
碑
銘
は
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
。
第
二
に
ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
の
町
は
古
代
に
は
決
し
て
そ
う
記
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
レ
ム
ス
ベ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
第
三
に
傍
ら
を
流
れ
て
い
る
川
も
ま
た
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
さ
り
と
て
リ
ン
と
か
リ
ン

ネ
で
も
な
く
、
レ
ム
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
第
四
の
結
論
が
明
明
白
白
と
な
る
。
す
な
わ
ち
町
の
名
は
昔
は
レ
ム
ス
と
い
っ
た
の
だ
。

ゆ
え
に
第
五
の
結
論
が
こ
れ
ま
た
天
日
の
照
ら
す
ご
と
く
明
ら
か
と
な
る
。
レ
ム
ス
、
か
の
ロ
ー
マ
建
国
者
の
弟
は
、
で
き
た
ば
か
り

の
市
壁
を
莫ば

か迦
に
し
て
跳
び
越
え
て
み
せ
た
た
め
兄
の
ロ
ー
ム
ル
ス
に
殺
さ
れ
た
、
と
は
全
く
事
実
無
根
で
あ
る
。
レ
ム
ス
は
ラ
テ
ィ

ウ
ム
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
、
若
干
の
仲
間
と
と
も
に
こ
こ
な
る
マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
ル
ッ
ピ
ン
伯
爵
領
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。

第
六
。
あ
る
者
た
ち
が
唱
え
る
よ
う
に
、
レ
ム
ス
が
ガ
リ
ア
の
ラ
ン
ス
な
い
し
レ
ム
ス
を
建
設
し
た
な
ど
と
は
虚
説
に
過
ぎ
な
い
。
第

七
。
レ
ム
ス
が
建
設
し
た
の
は
全
く
も
っ
て
同
名
の
川
の
畔
な
る
こ
の
レ
ム
ス
な
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
こ
で
没
し
、
レ
ム
川
の
島
に

葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
」。

　

か
つ
て
は
有
り
余
る
知
識
を
大
い
に
浪
費
し
て
、
学
識
あ
る
畸き

じ
ん人
た
ち
が
こ
う
し
た
噴
飯
物
の
ち
ゃ
ら
っ
ぽ
こ
を
ど
し
ど
し
生
産
し

た
も
の
で
あ
る
。
と
は
申
せ
今
日
で
も
こ
う
し
た
種
族
は
決
し
て
死
に
絶
え
て
は
い
な
い
。
数
個
の
古
代
の
骨
壺
を
生
涯
か
け
て
考
察
、

こ
れ
を
論
じ
た
た
わ
ご
と
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
挿
絵
入
り
本
を
何
巻
も
厖ぼ

う
だ
い大
な
金き

ん
す子
を
費
や
し
て
執
筆
・
出
版
す
る
輩や

か
ら

が
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
か
の
箴し

ん
げ
ん言
は
相
も
変
わ
ら
ず
真
理
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。「
な
ん
ぢ
愚お

ろ
か

な
る
者
を
臼う

す

に
い
れ
杵き

ね

を
も
て
麦
と
偕と

も

に

こ
れ
を
搗つ

く
と
も
そ
の
愚お

ろ
か

は
去
ら
ざ
る
な
り
」。
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三
五
二　

塗
り
込
め
ら
れ
た
市
門

　

マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
多
く
の
町
町
に
は
奇
妙
な
こ
と
が
あ
る
。
開
い
て
い
る
市
門
の
傍
ら
に
も
う
一
つ
第
二
の
塗
り
込

め
ら
れ
た
門
が
見
ら
れ
る
の
だ
。
し
か
も
、
こ
の
塗
り
込
め
ら
れ
た
方
が
も
と
も
と
の
市
門
だ
っ
た
こ
と
が
す
ぐ
分
か
る
。
こ
ち
ら
が

町
の
通
り
に
直
結
、一
方
現
在
使
わ
れ
て
い
る
門
の
向
き
は
通
り
と
は
斜
め
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。ル
ッ
ピ
ン
伯
爵
領
の
キ
ュ
ー
リ
ッ

ツ
、
ヴ
ィ
ッ
ト
シ
ュ
ト
ッ
ク
、
ヴ
ス
タ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
に
は
こ
う
し
た
門
が
あ
る
し
、
ゾ
ル
デ
ィ
ン
に
三
つ
、
フ
リ
ー
デ
ベ
ル
ク
に
二
つ
、

モ
ー
リ
ン
に
二
つ
、
ベ
ル
リ
ン
ヒ
ェ
ン
に
二
つ
、
ケ
ー
ニ
ス
ベ
ル
ク
に
二
つ
、
シ
ェ
ー
ン
フ
リ
ー
ス
に
二
つ
、
ヴ
ァ
ル
テ
河
畔
の
ラ
ン

ツ
ベ
ル
ク
、
ベ
ー
ア
ヴ
ァ
ル
デ
、
ヴ
ォ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
、
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ヴ
ァ
ル
デ
、
ミ
ッ
テ
ン
ヴ
ァ
ル
デ
、
ベ
ル
ナ
ウ
に
も
や
は
り

二
つ
あ
る
。
同
様
の
も
の
が
グ
ラ
ン
ゼ
ー
に
も
二
つ
あ
る
。
昔
行
わ
れ
た
か
か
る
市
門
改
築
の
し
か
る
べ
き
原
因
・
理
由
を
指
摘
す
る

こ
と
は
も
う
で
き
な
い
。
グ
ラ
ン
ゼ
ー
に
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
元
元
い
た
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
住
民
が
ド
イ
ツ
人
に
追
い
出
さ
れ
、

ド
イ
ツ
人
が
町
を
占
拠
し
た
時
、
彼
ら
は
ヴ
ェ
ン
ド
人
を
甚
だ
侮あ

な
ど

っ
て
い
た
の
で
、
出
て
行
く
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
背
後
で
門
を
塗
り
込

め
て
し
ま
い
、
市
壁
に
新
た
に
門
を
開
け
た
の
だ
、
と
。
征
服
さ
れ
た
ヴ
ェ
ン
ド
人
と
い
う
種
族
に
対
す
る
こ
う
し
た
侮ぶ

べ
つ蔑
の
例
は
今

日
に
至
る
ま
で
次
の
よ
う
な
習
俗
に
残
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
と
ヴ
ェ
ン
ド
人
が
雑
居
し
て
い
る
多
く
の
村
村
で
は
、
ヴ
ェ
ン
ド
人
が

教
会
に
入
る
場
合
、
小
さ
な
脇
扉
か
ら
し
か
入
れ
な
い
。

三
五
三　

駆
除
さ
れ
た
鼠ね

ず
み

　

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
＝
エ
ー
バ
ー
ス
ヴ
ァ
ル
デ
に
は
鼠
が
い
な
い
。
昔
は
鼠
ど
も
が
数
知
れ
ず
跳ち

ょ
う
り
ょ
う梁
し
て
、
町
の
粉こ

な
ひ挽
き
小
屋
を
喰く

（　

）
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い
尽
く
さ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
余よ

そ所
者
が
現
れ
、
こ
の
害
獣
を
未
来
永え

い
ご
う劫
魔
法
で
追
っ
払
っ
て
進
ぜ
よ
う
、
と
申
し
出

た
。
こ
の
伎わ

ざ倆
へ
の
謝
礼
は
の
ち
ほ
ど
で
け
っ
こ
う
、
ま
ず
二
タ
ー
ラ
ー
を
先
渡
し
、
八
タ
ー
ラ
ー
は
一
年
後
、
と
。
こ
の
提
案
に
ノ

イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
市
参
事
会
は
全
く
も
っ
て
満
足
だ
っ
た
の
で
、
男
は
伎わ

ざ倆
を
振
る
っ
た
。
ハ
ー
メ
ル
ン
の
鼠
捕
り
男
の
よ
う
に
笛
を
吹

い
た
か
ど
う
か
伝
説
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
抜
け
目
な
く
や
っ
て
の
け
た
。
な
に
し
ろ
ハ
ー
メ
ル
ン
の
鼠
ど
も
同
様

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
＝
エ
ー
バ
ー
ス
ヴ
ァ
ル
デ
の
鼠
ど
も
も
群
れ
を
成
し
て
粉
挽
き
小
屋
を
後
に
し
て
フ
ィ
ノ
ウ
川
に
跳
び
込
む
気
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
。
鼠
は
皆
も
ろ
と
も
に
沈
ん
で
し
ま
い
、
一
匹
も
生
還
し
な
か
っ
た
。
さ
て
、
男
は
一
年
経
つ
と
ま
た
や
っ
て
来
て
、

残
金
を
請
求
し
た
。
そ
こ
で
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
市
参
事
会
は
賢
明
に
も
ハ
ー
メ
ル
ン
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
な
っ
た
か
を
思
い
出
し
、

喜
ん
で
鼠
猟
師
と
き
っ
ち
り
勘
定
を
済
ま
せ
た
。そ
の
後
鼠
ど
も
は
町
に
も
町
の
粉
挽
き
小
屋
に
も
二
度
と
現
れ
る
気
配
は
な
か
っ
た
。

三
五
四　

駆
除
さ
れ
た
蛇

　

プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
で
も
そ
う
だ
が
、
ベ
ル
ナ
ウ
の
町
の
周
囲
で
は
、
耕
地
の
遠
く
に
至
る
ま
で
、
あ
る
鐘
の
音
が
響
き
渡
る
限
り
の
範

囲
に
は
一
匹
の
蛇
も
い
な
い
。
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
で
は
あ
る
男
が
蛇
ど
も
を
魔
法
で
追
い
払
っ
た
の
だ
。
こ
の
男
は
死
刑
の
判
決
を
受
け

て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
お
蔭か

げ

で
処
刑
を
免
れ
た
。
一
方
ベ
ル
ナ
ウ
で
の
蛇
駆
除
の
状
況
は
異
な
る
。
市
民
の
鐘
の
鋳
造
が
決
ま
る
と
、

こ
う
し
た
場
合
の
慣
わ
し
で
、
金
属
製
品
な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も
醵き

ょ
し
ゅ
つ出
し
て
欲
し
い
、
と
市
民
た
ち
の
許
に
回
収
班
が
廻
っ
て
来
た
。

ま
た
人
人
は
自
主
的
に
不
要
金
属
を
持
ち
寄
り
も
し
た
。
さ
て
鋳い

も

じ
物
師
の
親マ

イ
ス
タ
ー方
が
こ
れ
ら
の
金
属
を
溶
か
し
て
い
る
と
、
一
人
の
老

婆
が
や
っ
て
来
て
、「
わ
し
に
は
喜
捨
す
る
金か

な
も
の物
の
持
ち
合
わ
せ
は
な
い
が
、
ち
ょ
い
と
し
た
品
を
進
ぜ
る
。
こ
れ
だ
っ
て
莫ば

か迦
に
は

な
ら
な
い
さ
」
と
言
い
、生
き
た
ま
ま
携
え
て
来
た
蝮ま

む
し

と
山や

ま
か
が
し

楝
蛇
を
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
け
た
金
属
の
中
に
入
れ
さ
せ
、「
で
き
た
鐘
が
鳴
っ

（　

）
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た
ら
、〔
町
の
外
の
〕
畑
や
原
っ
ぱ
に
う
よ
う
よ
し
て
る
蛇
ど
も
は
す
ぐ
さ
ま
み
ん
な
ど
っ
か
へ
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
よ
」
と
付
け
加

え
た
。
そ
し
て
、
な
る
ほ
ど
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鐘
の
音
が
鳴
り
渡
る
限
り
の
範
囲
の
蛇
ど
も
は
、
い
や
も
う
び
っ
く

り
仰
天
、
仲
間
み
た
い
に
焼
け
死
ぬ
の
を
怖
が
る
か
の
よ
う
に
慌
て
ふ
た
め
い
て
正
反
対
の
方
向
へ
逃
げ
出
し
た
。
随
分
歳
月
が
経
っ

て
か
ら
こ
の
鐘
に
罅ひ

び

が
入
り
、
も
は
や
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
蛇
ど
も
は
群
れ
を
成
し
て
戻
っ

て
来
た
。
そ
こ
で
市
参
事
会
が
一
六
四
九
年
に
鐘
を
鋳
直
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
ま
あ
、
鋳
直
さ
れ
た
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
途
端
、
蛇

と
い
う
蛇
は

─
毒
の
あ
る
の
も
無
い
の
も

─
悉

こ
と
ご
と

く
ま
た
改
め
て
逃
げ
散
っ
た
し
だ
い
。

三
五
五　

蛙か
え
る

の
沈
黙

　

オ
ラ
ー
ニ
エ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
テ
は
高
貴
な
騎
士
レ
ー
デ
ル
ン
一
族
の
本
拠
で
あ
る
。
周
囲
一
帯
に
は
殊
の
外
蛙
が

夥
お
び
た
だ

し
い
。
な
に
し
ろ
近
く
に
拡
が
る
森
林
は
沼
や
池
に
事
欠
か
な
い
か
ら
だ
。
あ
る
時
レ
ー
デ
ル
ン
の
殿
が
重
病
に
な
っ
た
。
そ
れ

な
の
に
蛙
ど
も
が
よ
り
に
よ
っ
て
例
の
叫
び
声
で
な
ん
と
も
お
ぞ
ま
し
い
騒
ぎ
を
夜
な
夜
な
繰
り
広
げ
た
の
で
、
病
人
は
つ
い
ぞ
一
夜

も
安
眠
で
き
ず
、
容
態
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
た
。
と
こ
ろ
で
あ
る
日
の
こ
と
貧
者
が
一
人
、
館
に
や
っ
て
来
て
、
物
乞
い
を
し
た
。
奥

方
は
手
ず
か
ら
施
し
を
し
て
、
涙
を
流
し
た
。
そ
こ
で
男
は
「
な
ぜ
お
泣
き
あ
そ
ば
す
」
と
訊き

い
た
。
奥
方
が
、
夫
が
病
に
伏
せ
っ
て

お
り
、
恢か

い
ふ
く復
は
難
し
い
こ
と
、
蛙
の
合
唱
の
せ
い
で
束
の
間
の
ま
ど
ろ
み
も
味
わ
え
な
い
か
ら
、
と
答
え
る
と
、
物
乞
い
の
い
わ
く
「
蛙

が
黙
れ
ば
殿
様
は
ご
本
復
と
の
こ
と
で
し
た
ら
、お
助
け
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」。─
そ
の
よ
う
な
奇
蹟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

一
人
で
担
げ
る
だ
け
袋
一
杯
の
穀
物
を
あ
げ
よ
う
、
と
約
束
さ
れ
た
物
乞
い
は
城
か
ら
出
て
行
く
と
、
辺
り
一
円
蛙
の
声
が
城
ま
で
聞

こ
え
る
範
囲
を
ぐ
る
り
と
歩
き
回
り
、
秘
法
を
駆
使
し
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
さ
し
も
喧か

し
ま

し
か
っ
た
蛙
の
大
合
唱
が
ぴ
た
り
と
止
み
、

（　

）
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二
度
と
口
を
開
か
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
貴
人
は
や
っ
と
眠
り
に
落
ち
、
熟
睡
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
貧
者
は
袋
一
杯
の
ラ
イ
麦

を
貰も

ら

い
、
別
れ
際
に
、「
百
年
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
上
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

─
そ
う
し
た
ら
他
の
者
が
ま
た
や
っ
て
み

る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
」。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ン
テ
の
蛙
ど
も
は
現
在
相
変
わ
ら
ず
黙
り
こ
く
っ
て
い
る
。
蛙
に
と
っ
て
は
な
ん
と
も
煩
わ
し
い
こ
と
だ
が
。
百
年
は
ま

だ
過
ぎ
て
い
な
い
が
、
も
う
間
も
な
く
だ
。
時
時
一
匹
二
匹
が
声
が
出
せ
る
か
ど
う
か
試
し
て
み
よ
う
と
す
る
が
、
す
ぐ
に
ま
た
、
い

ま
だ
時
節
に
あ
ら
ず
、
と
思
い
返
し
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
う
。
し
か
し
百
年
が
終
わ
っ
た
ら
、
あ
あ
、
蛙
ど
も
は
歓
喜
し
て
ど
ん
な

に
ま
あ
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
や
ら
か
す
こ
と
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
テ
の
皆
様
、
ど
う
か
お
楽
し
み
に
。

三
五
六　

テ
ー
ゲ
ル
に
は
お
化
け
が
出
る

　
　
　
　

─ 

「
お
れ
た
ち
は
世
間
を
啓
蒙
し
て
や
っ
た
の
に
な
あ
。 

悪
魔
の
下げ

す司
め
と
き
た
ら
規
則
な
ど
眼
中
に
置
き
お
ら
ん
。 

お
れ
た
ち
は
と
て
も
利
巧
な
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
テ
ー
ゲ
ル
に
は
お
化
け
が
出
る
」。

　

老
大
家
ゲ
ー
テ
は
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
中
で
臀で

ん
ぶ部
見
霊
者
な
る
御
仁
に
こ
う
嘆
か
せ
て
い
る
。
さ
よ
う
、
テ
ー
ゲ
ル
に
は
お
化
け
が

盛
ん
に
出
没
し
た
の
で
す
ぞ
。
テ
ー
ゲ
ル
と
は
テ
ー
ゲ
ル
村
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
建
っ
て
い
る
か
つ
て
の
大
選
帝
侯
の
狩
り
の

館

─
そ
の
名
を
テ
ー
ゲ
ル
の
館
と
い
う

─
を
指
す
。
こ
こ
に
は
前
世
紀
〔
＝
十
八
世
紀
〕
末
騒

ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
霊
が
棲
み
つ
き
、
夜
も
昼
も

狼ろ
う
ぜ
き藉
の
限
り
を
尽
く
し
、
館
の
住
人
は
安
ら
ぐ
暇
と
て
な
か
っ
た
。
こ
の
妖
怪
は
最
初
の
う
ち
は
そ
の
天
性
に
従
い
騒
騒
し
い
音
を
立

て
て
い
た
が
、
次
い
で
人
人
に
石
を
投
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
上
ご
丁
寧
に
も
こ
れ
ら
の
石
は
極
め
て
熱
く
、
ど
う
や
ら
地
獄
の
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竈か
ま
ど

か
ら
直
行
し
て
来
た
ら
し
い
。
そ
れ
か
ら
ま
た
部
屋
部
屋
を
ぴ
し
り
ぴ
し
り
と
鞭
を
鳴
ら
し
て
回
る
音
が
聞
こ
え
た
。
こ
う
い
う

し
だ
い
で
こ
や
つ
と
の
つ
き
あ
い
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
お
化
け
は
火
を
相
手
に
そ
れ
こ
そ
危
険
な
火
遊
び
を
し
た
し
、

食
料
品
に
も
ち
ょ
っ
か
い
を
出
さ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
と
き
た
ま
姿
を
現
す
こ
と
も
あ
り
、
大
き
か
っ
た
り
、
ち
っ
ぽ
け
だ
っ
た
り
、

黒
衣
だ
っ
た
り
、
白
装
束
だ
っ
た
り
、
単
独
だ
っ
た
り
、
二
人
だ
っ
た
り
し
た
が
、
三
人
連
れ
と
い
う
の
が
お
好
み
だ
っ
た
。
時
あ
た

か
も
啓
蒙
主
義
が
い
と
も
華
や
か
に
活
動
、
全
盛
を
誇
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
市
中
は
こ
の
噂
で
持
ち
き
り
で
、

社
交
界
の
ど
の
一サ

ー
ク
ル座
で
も
話
題
と
い
え
ば
テ
ー
ゲ
ル
の
お
化
け
ば
っ
か
り
。こ
れ
を
論
じ
て
何
冊
も
本
が
書
か
れ
た
。─
そ
し
て
や
っ

と
こ
さ
っ
と
こ
件く

だ
ん

の
お
化
け
は
消
え
失
せ
た
。
ど
こ
へ
行
っ
た
も
の
や
ら
皆
目
不
明
。
テ
ー
ゲ
ル
湖
に
呪
封
さ
れ
た
の
だ
、
と
唱
え

る
人
人
も
い
た
が
、
皮
肉
な
連
中
は
こ
う
言
い
張
っ
た
。
こ
の
小
さ
く
さ
さ
や
か
な
狩
り
の
館
の
当
時
の
所
有
者
、
名
高
い
出
版
業
者

ニ
コ
ラ
イ
が
こ
や
つ
を
自
分
が
主
幹
で
あ
る
諷ふ

う
し刺
雑
誌
「
公ア

ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ド
イ
チ
ェ
・
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク

共
独
逸
文
庫
」
に
封
じ
込
め
た
の
で
あ
っ
て
、
テ
ー
ゲ
ル
の
お
化

け
は
以
後
こ
の
雑
誌
の
中
で
や
り
た
い
放
題
に
暴
れ
回
っ
て
い
る
の
だ
、
と
。

三
五
七　

ベ
ル
リ
ン
の
女
魔
法
使
い
た
ち

　

一
五
五
三
年
ベ
ル
リ
ン
に
性
悪
な
女
魔
法
使
い
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。こ
の
女
ど
も
は
霜
と
雪
、氷
と
雹ひ

ょ
う

を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
を
使
っ
て
果
実
を
滅
茶
滅
茶
に
し
た
り
し
た
。
あ
る
時
近
所
の
女
性
か
ら
幼
い
子
ど
も
を
一
人
盗
み
、
こ
れ
を
殺
し
て
細こ

ま
ぎ切
れ
に

し
、
呪
わ
れ
た
魔
女
の
釜
で
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
た
。
子
ど
も
を
失
く
し
た
母
親
が
不
意
に
女
ど
も
の
家
に
入
っ
て
、
釜
の
中
を
ひ
ょ
い
と
覗の

ぞ

く
と
、
行
方
不
明
の
愛
児
の
ち
い
ち
ゃ
な
手
足
が
目
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
黙
っ
た
ま
ま
家
を
出
て
、
市
参
事
会
に
こ
の
兇
行
を
訴
え
た
。

市
参
事
会
は
す
ぐ
さ
ま
下
役
た
ち
を
遣
わ
し
て
女
た
ち
を
急
襲
、
逮
捕
・
拘
引
し
た
。
い
か
な
る
意
図
で
こ
の
よ
う
な
煮
物
を
し
て
い
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た
の
か
、
と
厳
し
く
訊
問
さ
れ
た
女
た
ち
は
、
ま
ず
嵐
を
醸か

も

し
て
、
そ
の
後
氷
の
張
る
恐
ろ
し
い
寒
さ
を
招
き
寄
せ
、
摘
果
前
の
果
実

を
台
無
し
に
し
て
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
、
と
白
状
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た
ご
褒
美
と
し
て
、
彼
女
ら
は
市
門
か
ら
橇そ

り

で
連
れ
出
さ
れ
、
道
す
が
ら
灼
熱
の
や
っ
と
こ
で
皮
肉
を
抓つ

ま

む
拷
問
に
遭あ

い
、
市
外
の
刑
場
で
生
き
な
が
ら
火ひ

あ
ぶ炙
り
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
魔
女
に
し
て
悪
魔
の
可
愛
い
情
婦
は
他
に
も
ベ
ル
リ
ン
に
二
人
い
て
、
一
時
期
あ
る
旅は

た
ご
や

籠
屋
に
一
緒
に
泊
ま
っ
て
い
た
。

彼
女
ら
は
め
い
め
い
手
桶
一
杯
の
水
を
前
に
し
て
、
こ
れ
を
掻
き
回
し
、
黒
い
粉
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
投
げ
入
れ
な
が
ら
、
な
に
や
ら
訳
の

分
か
ら
な
い
呪
文
を
唱
え
た
。
旅
籠
屋
の
亭
主
は
こ
の
女
ど
も
を
全
く
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
壁
に
覗の

ぞ

き
穴
を
開
け
、
何
を
や

ら
か
し
て
い
る
の
か
、こ
っ
そ
り
盗
み
見
し
た
。
す
る
と
一
人
が
言
う
に
は「
ど
っ
ち
に
す
る
気
だ
え
。
小
麦
か
い
な
。
葡ぶ

ど
う萄
か
い
な
」。

「
両
方
ど
っ
ち
も
」
と
相
手
の
返
辞
。「
で
、
い
つ
に
す
る
ん
だ
え
」
と
最
初
の
が
ま
た
言
う
。「
明
日
の
朝
う
ん
と
早
く
、
露
が
降
り

る
前
に
」
と
片
方
。
そ
れ
か
ら
魔
女
連
は
寝
床
に
横
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
亭
主
は
女
た
ち
の
部
屋
に
忍
び
入
り
、
眠
っ
て
い
る
女
た
ち

に
手
桶
の
中
身
を
浴
び
せ
、「
両
方
ど
っ
ち
も
」
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
途
端
に
水
は
氷
と
な
り
、
女
た
ち
を
閉
じ
込
め
、
樹
皮
の
よ
う

に
体
を
く
る
ん
だ
の
で
、
二
人
は
凍
り
つ
い
て
窒
息
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
小
麦
畑
と
葡
萄
山
に
被
害
は
無
か
っ
た
。

三
五
八　

妖
怪
刈
り
取
り
人
夫

　

一
五
五
九
年
、
燕え

ん
ば
く麦
の
収
穫
期
の
こ
と
、
シ
ュ
プ
レ
ー
河
畔
の
ケ
ル
ン
の
町
近
郊
で
摩ま

か訶
不
思
議
か
つ
奇
怪
至
極
な
幻
影
が
目
撃
さ

れ
た
。
突
然
畑
に
男
た
ち
が
十
五
人
現
れ
、
だ
れ
が
雇
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
刈
り
取
り
人
夫
と
し
て
行
動
し
た
。
そ
れ
か
ら
間

も
な
く
こ
の
十
五
人
に
更
に
十
二
人
が
加
わ
っ
た
。
最
初
の
連
中
か
ら
し
て
も
う
異
様
な
外
見
だ
っ
た
が
、
後
か
ら
増
え
た
の
と
き
た

ら
ず
っ
と
恐
ろ
し
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
最
初
の
十
五
人
は
と
に
か
く
あ
り
き
た
り
の
人
間
並
に
頭
を
持
っ
て
い
た
が
、
後
の
十
二
人
に
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は
頭
が
く
っ
つ
い
て
い
な
い
上
、
な
ん
と
も
身
の
毛
が
よ
だ
つ
、
お
ぞ
ま
し
い
恰か

っ
こ
う好
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
ら
二
十
七
人
の
刈
り
取
り
人

夫
は
両
手
で
大お

お
が
ま鎌
を
構
え
、
凄す

ご

い
勢
い
で
ざ
っ
く
ざ
っ
く
と
ば
か
り
燕
麦
に
切
り
込
ん
で
行
っ
た
の
で
、
本
当
な
ら
刈
ら
れ
た
燕
麦
の

束
が
累
累
と
横
た
わ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
茎
一
本
倒
れ
は
せ
ず
、
燕
麦
は
依
然
元
の
ま
ま
。
そ
の
上
彼
ら
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
も
穀
物

は
一
向
折
れ
た
り
曲
が
っ
た
り
し
な
か
っ
た
。
こ
の
奇
妙
で
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
出
来
事
の
噂
は
王
宮
に
も
ベ
ル
リ
ン
市
に
も
喧
伝
さ

れ
、
何
百
も
の
人
人
が
こ
れ
ら
の
刈
り
取
り
人
夫
を
見
物
し
よ
う
と
出
向
い
て
来
た
。
こ
う
し
た
中
に
は
肝
っ
玉
の
あ
る
と
こ
ろ
を
示

そ
う
と
恐
れ
気
も
な
く
刈
り
取
り
人
夫
ら
に
近
づ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
質
問
す
る
者
も
い
た
。
い
わ
く
「
あ
ん
た
が
た
、
ど
こ
か
ら
来
た

ん
だ
ね
」。
い
わ
く
「
あ
ん
た
が
た
、
何
な
ん
だ
い
」。
い
わ
く
「
あ
ん
た
が
た
、
だ
れ
に
こ
ん
な
仕
事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
ん
だ
」。

─
し
か
し
男
た
ち
は
い
ず
れ
の
問
い
掛
け
に
も
答
え
ず
、
燕
麦
畑
の
中
を
ず
ん
ず
ん
刈
り
進
む
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
最
も
勇
敢

な
連
中
が
更
に
接
近
、
刈
り
取
り
人
夫
た
ち
の
体
を
手
で
摑つ

か

も
う
と
し
た
が
、
相
手
は
さ
な
が
ら
影
の
よ
う
に
す
る
り
と
抜
け
出
て
し

ま
い
、
燕
麦
刈
り
取
り
と
は
見
掛
け
だ
け
の
不
毛
な
作
業
を
間
断
な
く
続
行
し
た
。
こ
う
い
っ
た
幻
影
は
数
日
眺
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

後
刈
り
取
り
人
夫
た
ち
は
姿
を
消
し
た
。
か
か
る
事
件
が
め
で
た
い
兆き

ざ
し

で
あ
る
わ
け
は
な
い
、
と
は
世
間
お
し
な
べ
て
の
見
解
だ
っ

た
の
で
、
選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
は
、
こ
の
訳
の
分
か
ら
ぬ
現
象
が
何
を
意
味
す
る
の
か
裁
定
す
る
よ
う
、
マ
ル
ク
一
円
か
ら
こ
の
上

な
く
学
識
豊
か
な
聖
職
者
を
召
集
し
た
。
聖
職
者
た
ち
は
長
い
間
聖
書
、
預
言
書
、
黙も

く
し
ろ
く

示
録
の
中
か
ら
か
の
現
象
に
適
用
さ
れ
得
る
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
を
考
察
、
探
索
、
発
見
し
た
。
そ
う
し
た
章
句
の
内
、
ま
る
で
見
当
外
れ
の
も
の
も
あ
り
は
し
た
が
、
か
な
り

は
う
ま
く
当
て
嵌は

ま
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
刈
り
取
り
人
夫
の
姿
を
し
た
恐
ろ
し
い
死
が
そ
の
穀
物
〔
＝
人
間
〕
を
薙な

ぎ
倒
す

大
疫
病
が
襲
来
す
る
と
の
予
兆
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
予
言
は
実
現
せ
ず
、
疫
病
の
流
行
は
な

か
っ
た
。
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三
五
九　

聖
ザ
ン
ク
ト

フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿

　

先
の
話
に
登
場
し
た
敬け

い
け
ん虔
な
選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
の
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
五
七
二
年
侯
が
ベ
ル
リ
ン
近
郊
に
拡
が
る

ケ
ー
ペ
ニ
ッ
ク
の
曠あ

れ
の野
で
狩
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
頭
の
堂
堂
た
る
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
目
に
留
ま
っ
た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
追
跡
に
掛
か
っ

た
。
駒
を
疾
駆
さ
せ
て
い
る
時
、
侯
は
ふ
と
父
ヨ
ア
ヒ
ム
一
世

─
そ
の
叡
智
と
温
良
さ
と
尊
敬
す
べ
き
齢よ

わ
い

の
ゆ
え
に
ネ
ス
ト
ー
ル

と
添
え
名
さ
れ
た

─
の
逸
事
を
思
い
起
こ
し
た
。
父
は
こ
れ
を
所
も
同
じ
ケ
ー
ペ
ニ
ッ
ク
の
原
で
体
験
し
た
の
で
あ
る
。
扈こ

じ
ゅ
う従
を
引

き
離
し
て
一
人
き
り
に
な
っ
て
い
た
ヨ
ア
ヒ
ム
一
世
に
強
大
な
牡お

す

猪
い
の
し
し

が
突
然
襲
い
掛
か
っ
た
。
勇
敢
な
猟
人
た
る
選
帝
侯
は
野
獣
に

立
ち
向
か
い
、
携
え
た
猪し

し
や
り槍
を
喉
の
真
ん
中
に
突
き
刺
し
た
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
獣
の
口
の
中
か
ら
焰ほ

の
お

が
噴
き
出
し
、
侯
が
握
っ

て
い
た
猪
槍
の
木
製
の
柄
が
ぱ
っ
と
燃
え
上
が
っ
た
の
だ
。
猪
は
反
転
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
追
い
つ
い
た
伴
の
者
た
ち
は
主
君

が
燃
え
た
猪
槍
を
手
に
茫
然
と
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
話
を
選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
は
子
息
に
よ
く
語
っ
た
が
、
そ
の
後
一
年
半

し
て
亡
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
出
来
事
を
思
い
返
し
て
い
た
ネ
ス
ト
ー
ル
・
ヨ
ア
ヒ
ム
の
子
息
の
前
に
不
意
に
例
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
立
ち
塞

が
り
、
次
い
で
背そ

び
ら

を
向
け
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
あ
の
あ
ら
ゆ
る
猟
師
仲
間
の
守
護
聖
人
〔
＝
聖

ザ
ン
ク
ト

フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
〕
が
か
つ
て
見
た

の
と
全
く
同
じ
く
、
輝
く
十
字
架
が
そ
の
両
の
枝
角
の
間
に
あ
る
の
を
侯
は
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
侯
は
、
猟
人
フ

ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
し
た
よ
う
に
、
下
馬
す
る
と
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
祈
っ
た
。
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
は
忽こ

つ
ぜ
ん然
と
消
え
た
。
こ
の
幻
影
は
侯
が
間
も
な
く
逝
去
す
る

こ
と
を
警
告
し
た
も
の
で
、
彼
は
そ
の
翌
年
没
し
た
。
そ
の
後
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
姿
を
見
た
者
は
い
な
い
。

　

ケ
ー
ペ
ニ
ッ
ク
の
曠
野
で
は
夜
分
し
ば
し
ば
狩
り
の
ざ
わ
め
き

─
嚠り

ゅ
う
り
ょ
う喨
と
響
き
渡
る
角
笛
、
犬
ど
も
の
吠
え
声
、
ぴ
し
り
ぴ
し

り
と
鳴
る
鞭
音
、
猟
人
の
叫
び
な
ど
が
聞
こ
え
る
。
と
り
わ
け
ミ
ュ
ッ
ゲ
ル
山
中
や
そ
の
彼
方
に
。
も
っ
と
も
だ
れ
が
猟
を
し
て
い
る

の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
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三
六
〇　

白
衣
の
夫
人

　

よ
く
あ
る
伝
説
だ
が
、
他
の
諸
王
侯
の
城
と
同
様
、
ベ
ル
リ
ン
の
王
城
に
も
白
衣
の
夫
人
が
徘は

い
か
い徊
す
る
、
と
い
う
。
出
現
す
る
の
は

何
か
特
別
な
出
来
事
が
起
こ
ろ
う
と
す
る
時
、
殊
に
人
が
死
ぬ
場
合
で
あ
る
。
だ
れ
か
が
亡
く
な
る
前
に
白
衣
の
夫
人
が
姿
を
見
せ
た

と
の
事
例
を
引
証
す
れ
ば
、
ま
こ
と
枚
挙
に
遑い

と
ま

が
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
安
息
を
知
ら
ぬ
霊
は
そ
も
そ
も
人
界
の
い
ず
れ
の
者
の

体
を
借
り
て
い
る
の
か
、
厳
め
し
い
老
刀と

じ自
が
着
用
す
る
面ヴ

ェ
ー
ル紗
で
顔
を
隠
し
、
墓
石
の
彫
刻
に
あ
る
よ
う
な
い
か
に
も
古
風
な
型
の
、

ご
わ
ご
わ
と
強こ

わ
ば張
っ
た
衣
装
に
身
を
包
み
、
生
気
を
帯
び
て
歩
き
回
る
の
は
何な

ん
ぴ
と人
な
の
か
、
と
い
う
説
明
と
な
る
と
、
こ
れ
は
ま
た
諸

説
紛
紛
で
、
一
向
に
定
ま
ら
な
い
。
夫
人
の
顔
色
は
蜘く

も蛛
の
巣
の
よ
う
、
匂
い
は
黴か

び

臭
く
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
冷
気
が
行
く
手
に
吹

き
付
け
る
し
、
消
え
失
せ
た
後
は
一
瞬
息
が
詰
ま
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
彼
女
を
目
撃
し
た
、
と
さ
れ
る
高
貴
な
人
士
は
夥

お
び
た
だ

し
い
。

居
室
の
中
で
、
通
路
で
、
白
日
の
下も

と

、
黄た

そ
が
れ
ど
き

昏
刻
、
ま
た
は
夜
も
し
ん
し
ん
と
更
け
渡
る
頃
、
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
王
室

の
祖そ

ひ妣
だ
、
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
で
は
ど
う
い
う
祖
妣
な
の
か
。
草
創
期
に
ツ
ォ
ラ
ー
家
か
ら
初
め
て
嫁
入
り
し
た
人
か
、
そ
れ
と

も
初
代
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
夫
人
ゾ
フ
ィ
ー
ア
か
。
メ
ラ
ン
家
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
か
、
ケ
ル
ン
テ
ン
家
の
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
か
。

帝
国
直
参
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
ヨ
ー
ハ
ン
二
世
の
配
偶
で
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
家
か
ら
嫁
い
だ
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
か
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
世
に
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
の
奥
方
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
家
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
か

─
皆
目
分

か
ら
な
い
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
で
秀デ

ア
・
シ
ェ
ー
ネ

麗
伯
と
綽あ

だ
な名
さ
れ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
恋
し
た
、
と
い
う
か
の
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵

夫
人
で
あ
る
、
と
唱
え
た
り
、
そ
の
旨
の
本
を
書
い
た
り
す
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
亡
霊
は
古
き
館
プ
ラ
ッ
セ
ン
城ブ

ル
ク

に
呪
封
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
王
城
中
を
う
ろ
つ
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
あ
、
こ
の
女
性
が
過
去
現
在
だ
れ
で

あ
れ
、
常
に
善
良
な
霊
と
し
て
の
出
現
で
あ
る
、
と
し
て
置
こ
う
。
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三
六
一　

強つ
わ
も
の者
ヨ
ッ
ヘ
ム

　

選
帝
侯
ゲ
オ
ル
ク
の
治
世
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
に
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ペ
ロ
ウ
と
い
う
貴
族
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
人
は
途
方

も
な
く
強
か
っ
た
の
で
だ
れ
も
が
た
だ
強つ

わ
も
の者
ヨ
ッ
ヘ
ム
と
呼
ん
だ
。
体た

い
く軀
は
ま
る
き
り
巨
人
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
彼
と
格

闘
し
て
勝
て
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
ど
こ
か
外
国
の
王
侯
が
ベ
ル
リ
ン
の
宮
廷
へ
来
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
供
回
り
に
ば
か
で
か
く
力

も
極
め
て
強
い
男
が
い
て
、
や
は
り
だ
れ
も
こ
の
男
を
負
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
王
侯
は
男
の
強
さ
を
殊
の
外
選
帝
侯
に
吹
聴
し
、
こ

れ
ほ
ど
の
者
は
ま
た
と
あ
り
ま
す
ま
い
、
と
自
慢
し
た
。「
ふ
う
む
、
結
局
の
と
こ
ろ
我
が
方
の
シ
ャ
ペ
ロ
ウ
な
ら
そ
ち
ら
の
力
持
ち

と
張
り
合
え
ま
し
ょ
う
な
」
と
選
帝
侯
。
か
く
し
て
王
侯
が
た
は
互
い
に
小こ

だ
る樽
四
つ

─
こ
れ
は
二
オ
ー
ム
に
相
当

─
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を

賭
け
た
。
勝
っ
た
方
の
家
臣
の
主
君
が
こ
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
貰も

ら

う
と
い
う
こ
と
で
。
二
人
の
闘
士
は
競
技
の
場
に
入
っ
た
。
大
き
い
外
国
人

と
小
さ
い
け
れ
ど
ま
こ
と
に
が
っ
ち
り
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
人
で
あ
る
。闘
い
が
始
ま
り
、ち
ょ
っ
と
揉も

み
合
っ
た
と
み
る
や
シ
ャ

ペ
ロ
ウ
は
巨
大
な
敵
方
を
骨
も
微
塵
に
な
れ
と
ば
か
り
床
に
投
げ
飛
ば
し
た
。相
手
が
な
ん
と
か
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
と
、強つ

わ
も
の者
ヨ
ッ

ヘ
ム
は
ぐ
い
と
捉つ

か

ま
え
、
そ
の
両
手
を
厳
し
く
取
り
拉ひ

し

ぎ
、
さ
っ
と
担
ぎ
上
げ
て
、
窓
辺
に
運
び
、
窓
か
ら
外
に
投
げ
出
そ
う
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
選
帝
侯
が
止
め
さ
せ
、
シ
ャ
ペ
ロ
ウ
の
骨
折
り
に
報
い
る
た
め
、
自
身
宮
廷
の
酒
蔵
か
ら
報
償
を
持
っ
て
来
る

よ
う
命
じ
、
一
度
に
運
べ
る
だ
け
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
遣
わ
す
、
と
言
っ
た
。
強つ

わ
も
の者
ヨ
ッ
ヘ
ム
に
と
っ
て
こ
ん
な
あ
り
が
た
い
話
は
な
い
。
彼

は
酒
蔵
に
下
り
て
行
き
、
酒さ

か
だ
る樽
を
見
渡
す
と
、
怯お

め
ず
臆
さ
ず
手
を
伸
ば
し
た
。
選
帝
侯
と
そ
の
賓
客
が
城
の
中
庭
に
向
い
た
張
り
出

し
に
立
っ
て
、
中
庭
を
見
下
ろ
し
て
い
る
と
、
勇
ま
し
い
ヨ
ッ
ヘ
ム
が
酒
蔵
に
通
じ
る
階
段
か
ら
姿
を
現
し
た
。
彼
は
地
下
で
あ
ら
か

じ
め
小
樽
二
つ
の
栓せ

ん

を
抜
い
て
お
い
た
の
だ
が
、
別
の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
小
樽
一
つ
を
右
脇
に
、
も
う
一
つ
を
左
脇
に
抱
え
、
更
に
栓

を
抜
い
て
お
い
た
小
樽
の
栓
穴
に
指
を
突
っ
込
ん
で
右
手
で
一
つ
、
左
手
で
一
つ
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
。
普
通
は
男
が
一
人
で
小
樽
半
量

（　
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分
を
運
べ
れ
ば
そ
れ
で
上
上
な
の
で
あ
る
。
殿
様
が
た
は
シ
ャ
ペ
ロ
ウ
の
滑こ

っ
け
い稽
な
い
で
た
ち
を
見
て
大
笑
い
だ
っ
た
が
、
彼
の
大
層
な

膂り
ょ
り
ょ
く力
に
驚
嘆
し
も
し
た
。
そ
こ
で
選
帝
侯
は
下
の
中
庭
へ
こ
う
叫
ん
だ
。「
そ
ち
は
悪
魔
か
、
シ
ャ
ペ
ロ
ウ
。
そ
れ
に
し
て
も
余
の
賭

け
の
儲も

う

け
を
そ
ち
に
運
び
出
さ
れ
て
は
、
い
っ
た
い
余
の
分
に
は
何
が
残
る
」。「
い
や
あ
、
殿
下
」
と
ヨ
ア
ヒ
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ペ

ロ
ウ
は
上
へ
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。「
そ
れ
は
お
蔵
に
置
い
て
あ
り
ま
す
る
」。

三
六
二　

で
っ
か
い
富と

み

籤く
じ

　

ベ
ル
リ
ン
に
貧
乏
な
靴
職
人
が
い
た
。
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
こ
の
男
に
長
靴
だ
か
短
靴
だ
か
の
代
価
と
し
て
現
金
で
な
く
富
籤
を
一
枚

押
し
つ
け
た
。
男
は
籤
の
紙
片
を
窓ま

ど
し
き
い

敷
居
に
置
い
て
、
そ
れ
き
り
気
に
も
し
な
い
で
い
た
。
日
曜
が
来
る
と
、
男
は
女
房
と
二
人
き
り

で
散
歩
に
出
掛
け
た
。
い
ろ
い
ろ
都
合
も
あ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
家
に
残
し
た
の
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
紙
切
れ
を
糊の

り

で
貼

り
付
け
る
遊
び
を
始
め
、
そ
の
た
め
の
紙
を
探
し
回
り
、
窓
敷
居
の
富
籤
を
発
見
、「
わ
あ
い
、
絵
だ
、
絵
だ
。
こ
れ
持
っ
て
っ
て
、

他
の
絵
と
一
緒
に
お
部
屋
の
戸
に
貼は

ら
な
く
っ
ち
ゃ
」
と
声
を
挙
げ
た
。
そ
こ
で
そ
の
通
り
に
あ
い
な
り
、
富
籤
は
あ
ま
り
綺
麗
じ
ゃ

な
い
方
〔
＝
籤
の
裏
側
〕
に
た
っ
ぷ
り
糊
を
塗
り
た
く
ら
れ
、
名
高
い
武
将
の
肖
像
や
一
隊
の
兵
士
の
図
な
ど
と
い
っ
た
、
既
に
部
屋

の
扉
を
ご
た
ま
ぜ
に
飾
っ
て
い
る
安
物
木
版
画
の
数
数
の
傍
に
べ
っ
た
り
貼
り
付
け
ら
れ
た
。
休
み
明
け
、
靴
屋
は
仕
事
の
用
で
外
出

し
た
が
、
や
が
て
息
せ
き
切
っ
て
家
に
駈か

け
戻
り
、
目
を
ぎ
ら
ぎ
ら
光
ら
せ
て
窓
辺
に
突
進
、
例
の
紙
切
れ
を
取
ろ
う
と
手
を
伸
ば
し

た

─
が
、
何
も
な
い
。「
ど
こ
だ
、
ど
こ
だ
、
ど
こ
だ
、
富
籤
は
。
お
れ
が
こ
こ
に
置
い
と
い
た
あ
の
紙
切
れ
を
ど
こ
へ
や
っ
た
。

え
え
い
、
ち
く
し
ょ
う
め
」。

─
い
や
も
う
、
お
か
み
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
は
ぶ
る
ぶ
る
が
た
が
た
。
靴
屋
は
怒
り
狂
っ
て
、
踏
ん

張
り
革
を
お
っ
取
り
、
大
変
な
修し

ゅ
ら
ば

羅
場
が
持
ち
上
が
り
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
末
っ
子
の
お
利
巧
な
小
娘
が
父
親
の
手
に
縋す

が

り
、
怒

（　

）
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ら
な
い
で
ね
、と
言
い
な
が
ら
お
ず
お
ず
部
屋
の
扉
を
指
さ
し
た
。
富
籤
は
ち
ゃ
ん
と
無
事
に
そ
こ
に
貼
り
付
い
て
い
た
。「
あ
れ
ま
あ
、

こ
り
ゃ
風
が
吹
い
て
あ
そ
こ
ま
で
飛
ば
さ
れ
た
の
か
も
し
ん
ね
え
。
お
め
え
は
黄き

ん金
み
て
え
な
子
だ
よ
う
」
と
靴
屋
は
子
ど
も
を
抱
き

上
げ
て
接く

ち
づ
け吻
し
、
踏
ん
張
り
革
を
放
り
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
富
籤
は
し
っ
か
り
く
っ
つ
い
て
い
て
、
ど
う
し
て
も
剝は

が
れ
な
か
っ
た
。

水
で
湿
し
て
み
よ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
薄
い
紙
が
台
無
し
に
な
り
か
ね
な
い
。
富
籤
に
当
た
っ
た
幸
運
な
靴

屋

─
と
い
う
の
は
抽ち

ゅ
う
せ
ん選
で
こ
の
籤
が
特
等
に
な
っ
た
か
ら
だ
が

─
は
ひ
と
ま
ず
気
を
落
ち
着
け
る
と
、
扉
を
蝶ち

ょ
う
つ
が
い番
か
ら
外
し
、

こ
れ
を
背
中
に
担
い
で
、
抽
選
が
行
わ
れ
た
市
庁
舎
に
出
掛
け
た
。
こ
う
も
で
っ
か
く
重
い
当
た
り
籤
が
運
び
込
ま
れ
た
の
に
は
だ
れ

も
か
れ
も
び
っ
く
り
仰
天
し
た
が
、
万
事
規
則
に
叶か

な

っ
て
い
る
の
で
、
当
た
り
籤
の
持
ち
主
の
扉
は
た
だ
ち
に
賞
金
計
算
台
に
使
わ
れ

た
。
そ
の
後
当
該
靴
屋
は
ベ
ル
リ
ン
の
市ヴ

ァ
ル
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

壁
通
り
に
小
綺
麗
な
家
屋
を
新
築
、
そ
の
戸
口
の
上
に
、
自
分
が
、
町
の
門
を
担
っ
た
か

の
英
雄
サ
ム
ソ
ン
さ
な
が
ら

─
も
っ
と
も
サ
ム
ソ
ン
の
方
は
そ
の
後
悪
い
籤
を
引
き
当
て
た
わ
け
だ
が

─
部
屋
の
扉
を
背
負
っ
て

運
ん
で
い
る
図
を
描
か
せ
た
。
こ
の
家
屋
は
二
十
五
番
地
に
あ
る
。

三
六
三　

花ブ
ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル

の
谷

　

ベ
ル
リ
ン
と
オ
ー
ダ
ー
ブ
ル
フ
の
間
に
茫ぼ

う
ば
く漠
と
拡
が
る
森
が
あ
る
が
、
古

い
に
し
え

の
世
こ
こ
に
は
町
が
あ
り
、
そ
の
痕
跡
が
い
ま
な
お
見

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
町
の
発
祥
、
存
続
、
衰
退
に
つ
い
て
は
言
い
伝
え
も
年
代
記
も
存
在
し
な
い
。
た
だ
あ
り
し
日
の
外
壁
、

街
路
、
市
門
の
名
残
で
あ
る
巨
大
な
残
骸
が
苔
む
し
て
い
る
だ
け
。
夜
と
も
な
れ
ば
と
う
の
昔
に
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
遺
跡
の
上
を

鬼イ
ル
リ
ヒ
ト火
ど
も
が
踊
る
。
こ
の
町
は
花ブ

ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル

の
谷
と
い
う
名
だ
っ
た
由
。
そ
し
て
時
時
特
定
の
夜
、
謹
直
な
市
民
た
ち
が
住
ま
う
壮
麗
な
姿
が

再
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
か
。
湮い

ん
め
つ滅
し
た
古
き
町
ブ
ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル
の
領
域
を
か
つ
て
縦
横
に
亘わ

た

っ
て
計
測
し
た
人
が
い
る
。
そ
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れ
に
よ
れ
ば
、
市
門
は
四
つ
、
大
通
り
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
。
壁
を
廻め

ぐ

ら
し
た
広
場
が
四
つ
、
教
会
が

一
つ
、
城
塞
が
一
つ
、
市
庁
舎
が
一
つ
、
修
道
院
が
一
つ
あ
っ
た
。
町
の
中
央
に
は
三
つ
の
巨
大
な
石

ヒ
ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ
塚
が
鎮
座
し
て
い
る
。

数
百
年
以
前
に
は
市
壁
が
ま
だ
男
の
背
の
丈
ほ
ど
の
高
さ
に
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
、
と
い
う
が
、
今
日
で
は
何
も
か
も
芝
と
草
に

覆
わ
れ
、
地
所
に
は
太
い
樹
木
の
数
数
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
こ
の
往
昔
の
町
の
た
め
に
広
大
な
森
林
地
全
体
が
ブ
ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

三
六
四　

鎧よ
ろ
い

武
者
た
ち

　

一
五
五
五
年
の
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
祭
の
日
の
こ
と
、
キ
ュ
ス
ト
リ
ン
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
に
突
然
二
人
の
鎧
武

者
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
全
身
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
に
身
を
固
め
て
お
り
、
手
に
手
を
取
っ
て
広
場
を
ぐ
る
り
と
回
っ
た
。
一
方
天
に
は

奇
怪
な
前
兆
が
示
さ
れ
た
。
大
い
な
る
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
空
中
に
は
轟ご

う
ご
う轟
た
る
喧
噪
と
阿あ

び
き
ょ
う
か
ん

鼻
叫
喚
が
満
ち
満
ち
た
。
や
が
て
二

人
の
鎧
武
者
の
う
ち
一
人
が
不
意
に
悲
痛
な
絶
叫
を
挙
げ
る
の
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
、
二
人
な
が
ら
見
守
る
人
人
の
眼
前
か
ら
消

え
失
せ
、
上
空
に
展
開
さ
れ
て
い
た
激
戦
の
光
景
も
雲
に
閉
ざ
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
徴し

る
し

が
何
を
意
味
す
る
の
か
だ
れ
に
も
分
か
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
は
皆
恐
れ
戦
き
、
さ
ま
ざ
ま
の
災
厄
が
起
こ
る
に
違
い
な
い
と
予
言
し
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
近
郊
に
お
け
る
例
の
妖
怪

刈
り
取
り
人
夫
出
現
後
と
全
く
同
様
で

─
つ
ま
る
と
こ
ろ
何
も
変
事
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
数
年
キ
ュ
ス
ト
リ
ン
で
は
夜
空
に

燃
え
熾さ

か

る
深カ

ス
マ淵
が
現
れ
、
無
数
の
焰ほ

の
お

が
揺
ら
め
き
、
二
つ
の
炎
炎
と
輝
く
柱
も
見
え
、「
災
い
な
る
か
な
、
災
い
な
る
か
な
キ
リ
ス
ト

教
」
と
叫
ぶ
声
が
天
か
ら
降
っ
て
来
た
。

─
ベ
ル
リ
ン
で
の
話
と
同
じ
く
、
し
ば
ら
く
し
て
キ
ュ
ス
ト
リ
ン
に
も
二
人
の
呪
わ
れ
た

嵐ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ヘ
ク
セ

の
魔
女
が
在
住
、
忌
ま
わ
し
い
魔
法
袋
を
用
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
者
た
ち
の
悪
行
を
し
ば
し
ば
非
難
し
た
さ
る
牧
師
が
埋
葬
さ
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れ
た
時
、
彼
女
ら
は
霰あ

ら
れ

や
雹ひ

ょ
う

、
雷
鳴
や
稲
妻
を
と
も
な
っ
た
恐
ろ
し
い
嵐
を
起
こ
し
た
の
で
、
人
人
は
最
後
の
審
判
が
も
う
す
ぐ
訪

れ
る
、
あ
る
い
は
も
う
来
て
い
る
、
と
思
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
こ
の
年
老
い
た
魔
女
両
人
に
嫌
疑
が
掛
か
り
、
拘

引
さ
れ
た
。
通
例
に
従
い
、
初
め
は
穏
や
か
に
、
次
い
で
拷
問
に
よ
る
訊
問
が
行
わ
れ
、
結
局
二
人
は
、
自
分
ら
は
確
か
に
嵐
を
召
喚

し
た
、
例
の
牧
師
は
悪
魔
と
結
託
し
て
い
た
の
で
そ
の
魂
が
悪
魔
に
連
れ
去
ら
れ
た
の
だ
、
と
世
間
が
思
い
込
む
よ
う
に
そ
う
し
た
、

と
白
状
し
た
。
か
く
し
て
彼
女
ら
は
「
法
に
叶か

な

っ
た
断
罪
を
受
け
た
」、
す
な
わ
ち
火
炙あ

ぶ

り
に
な
っ
た
。

三
六
五　

アア

ダ

ム

ス

テ

ン

ツ

ァ

ー

ダ
ム
派
の
踊
り
手
た
ち

　

マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
そ
の
他
の
ド
イ
ツ
各
地
、
ボ
ヘ
ミ
ア
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
八
〇
）、
オ
ラ
ン
ダ
〔
＝
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
〕
に
一
時
代
、
父
祖
ア
ダ
ム
は
衣
服
を
身
に
着
け
な
か
っ
た
、
と
の
理
由
で
、
裸
で
歩
き
回
る
宗
派
が
起
こ
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
宗
派
に
は
い
ろ
い
ろ
奇
妙
な
し
き
た
り
が
あ
り
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
憤
慨
さ
せ
、
侮
蔑
さ
れ
た
。
自
ら
アア

ダ
ミ
ー
テ
ン

ダ
ム
派
と

称
し
た
。
彼
ら
は
舞
踏
を
も
行
っ
た
が
、
そ
の
際
す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
の
丸
裸
で
悠
悠
と
跳
び
は
ね
た
。
こ
う
し
た
集
団
が
ノ
イ
マ
ル
ク
の

ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
村
に
も
現
れ
た
が
、
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
き
二
人
と
麦ビ

ー
ル酒
店
の
主
人
二
人
を
引
き
連
れ
、
彼
ら
自
身
は
二
人
づ
つ
七
組
に
な
っ
て

い
た
。
麦ビ

ー
ル酒
店
の
主
人
と
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
き
も
裸
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
行
わ
れ
た
の
は
聖
な
る
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
当
日

─
す
な
わ
ち
主し

ゅ

が
神
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
コ
ー
ル
ベ
ッ
ク
の
踊
り
手
た
ち
を
懲こ

ら
し
め
た
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
一
四
）
の
と
同
じ
日

─

だ
っ
た
。
ア
ダ
ム
派
の
男
女
は
村
の
外
の
空
き
地
で
冒ぼ

う
と
く瀆
の
輪
舞
を
開
始
、
荒
荒
し
く
、
罪
深
く
、
浅
ま
し
い
踊
り
ぶ
り
を
見
せ
た
。

し
か
し
三
度
目
に
取
り
掛
か
っ
た
時
、
晴
れ
た
空
で
稲
妻
が
一
閃
、
霹へ

き
れ
き靂
が
轟
き
渡
り
、
に
わ
か
に
夜
の
よ
う
に
真
っ
暗
に
な
っ
た
。

男
女
の
踊
り
手
た
ち
は
恐
怖
の
余
り
血
も
凍
ら
ん
ば
か
り
、
ど
ん
ど
ん
体
が
冷
え
固
ま
っ
て
、
だ
れ
一
人

─
ア
ダ
ム
派
の
踊
り
手
も
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麦ビ
ー
ル酒
注
ぎ
も
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
弾
き
も

─
手
足
が
動
か
せ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
皆
同
時
に
裸
の
石
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

一
世
紀
、
ま
た
一
世
紀
と
そ
の
ま
ま
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
ご
く
ゆ
っ
く
り
と
だ
が
だ
ん
だ
ん
に
地
中
に
沈
み
込
ん
で

い
る
。
現
在
も
相
変
わ
ら
ず
二
脚フ

ー
ス尺
か
ら
二
・
五
脚フ

ー
ス尺
の
高
さ
だ
が
、
輪
の
真
ん
中
に
い
る
麦ビ

ー
ル酒
店
の
主
人
た
ち
は
ま
だ
二
肘エ

レ尺
残
っ

て
い
る
。
輪
の
外
に
位
置
し
て
い
る
楽
士
た
ち
の
手
に
は
今
な
お
提ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン琴
が
そ
れ
と
看
て
取
れ
る
。
民
衆
は
現
代
に
至
る
ま
で
こ
れ
を

石シ
ュ
タ
イ
ン
タ
ン
ツ

の
舞
踏
な
い
し
アア

ダ

ム

ス

テ

ン

ツ

ァ

ー

ダ
ム
派
の
踊
り
手
た
ち
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
現
在
い
ま
だ
に
、
か
つ
て
の
アア

ダ
ミ
ー
テ
ン

ダ
ム
派
の
よ
う
に
、
踊
っ
た
り
道
化
の
ご
と
く
跳
び
は
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
を
崇

め
て
い
る
の
だ
、
と
思
い
込
ん
で
い
る
夥

お
び
た
だ

し
い
宗
派
が
存
在
す
る
。

三
六
六　

藁わ
ら

の
橋

　

藁
束
を
背
負
っ
た
若
い
修
道
士
の
木
彫
り
や
陶
器
の
像
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
け
っ
こ
う
い
る
だ
ろ
う
。
藁
束
の
上
か
ら
は

悪い
た
ず
ら戯
っ
ぽ
い
顔
つ
き
の
小
さ
な
頭
が
、
下
か
ら
は
一
対
の
小
さ
な
足
が
突
き
出
さ
れ
て
い
る
あ
れ
で
あ
る
。
頭
も
足
も
別
に
小
人
の
も

の
で
は
な
い
。

─
思
い
も
寄
る
ま
い
が
、
あ
る
伝
説
が
こ
の
図
柄
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

か
つ
て
ウ
ッ
カ
ー
マ
ル
ク
に
天ヒ

ン
メ
ル
ス
プ
フ
ォ
ル
テ
ン

国
の
門
と
い
う
名
の
修
道
院
が
あ
っ
た
。
そ
の
近
く
に
モ
ー
ダ
ー
ニ
ッ
ツ
と
ジ
ド
ウ
な
る
二
つ

の
湖
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
水
路
に
は
小
さ
い
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。
ヒ
ン
メ
ル
ス
プ
フ
ォ
ル
テ
ン
修
道
院
か
ら
リ
ッ
ヒ
ェ
ン
村
へ

と
通
じ
る
道
は
こ
の
橋
を
経
由
。
昔
む
か
し
ヒ
ン
メ
ル
ス
プ
フ
ォ
ル
テ
ン
修
道
院
に
ま
だ
修
道
士
た
ち
が
い
た
頃
の
こ
と
、
修
道
士
の

一
人
が
リ
ッ
ヒ
ェ
ン
村
に
愛い

と

し
の
恋
人
を
持
っ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
可
愛
い
子
ち
ゃ
ん
は
天
国
へ
の
道
を
開
い
て
く
れ
る
現
世

の
真
正
な
天ヒ

ン
メ
ル
ス
プ
フ
ォ
ル
テ
ン

国
の
門
と
思
わ
れ
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
、
娘
っ
こ
を
藁
束
に
隠
し
、
背
中
に
担
い
で
修
道
院
へ
連
れ
込
も
う
、

（　

）
 76



35

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その八）　鈴木　滿　訳・注

と
心
を
決
め
、
娘
に
も
納
得
さ
せ
た
。
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
う
ま
く
運
ん
だ
。
も
っ
と
も
藁
束
は
普
通
の
物
よ
り
い
く
ら
か
重
か
っ
た
け

れ
ど
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
運
が
悪
け
り
ゃ
寝
床
の
中
で
も
腕
を
折
る
、
と
か
。
か
の
橋
に
ヒ
ン
メ
ル
ス
プ
フ
ォ
ル
テ
ン
の
峻
厳
な
修

道
院
長
が
立
っ
て
い
て
、
藁
束
を
担
い
で
い
る
修
道
士
が
目
に
入
る
と
、
相
手
が
や
っ
て
来
る
の
を
待
ち
受
け
た
。
そ
こ
で
若
き
修
道

士
は
汗
を
か
き
始
め

─
一
つ
に
は
荷
が
重
か
っ
た
か
ら
だ
が
、
怖
さ
の
せ
い
が
半
ば
以
上

─
修
道
院
長
に
い
と
も
恭

う
や
う
や

し
く
お
辞

儀
を
し
た
。「
何
を
運
ん
で
い
る
の
か
な
、
我
が
子
よ
」
と
修
道
院
長
が
訊き

い
た
。「
藁
束
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。
院
長
猊げ

い
か下
」
と
修
道
士

は
震
え
る
声
音
で
返
辞
。「
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
だ
」。「
か
し
こ
の
リ
ッ
ヒ
ェ
ン
村
に
て
。
院
長
猊
下
」。「
し
た
が
、
そ
な
た
に
は

い
か
に
も
重
い
よ
う
に
見
受
け
る
の
う
、
我
が
子
よ
。
わ
し
が
代
わ
り
に
運
ん
で
あ
げ
よ
う
」。「
お
お
、
と
ん
で
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
、

院
長
猊
下
。
さ
よ
う
な
こ
と
を
ど
う
し
て
お
願
い
で
き
ま
し
ょ
う
」。「
い
や
い
や
、
そ
う
で
な
い
、
我
が
子
よ
。
我
ら
は
修
道
士
仲
間

で
は
な
い
か
。
聖
書
に
も
記
さ
れ
て
お
る
。『
な
ん
じ
ら
互
い
に
重お

も
き

を
負
へ
』、
と
な
」。
懊お

う
の
う悩
そ
の
極
に
達
し
た
若
き
修
道
士
は
も
は

や
い
か
ん
と
も
な
し
が
た
く
、
担
い
紐ひ

も

を
外
し
、
藁
束
を
地
面
に
滑
り
落
と
し
た
。
二
本
の
可
愛
い
あ
ん
よ
が
地
面
に
触
れ
た
と
た
ん
、

藁
束
は
走
れ
る
限
り
の
速
さ
で
橋
か
ら
跳
び
出
し
、
リ
ッ
ヒ
ェ
ン
指
し
て
一
目
散
。
修
道
院
長
は
と
い
う
と
、
十
字
を
切
っ
て
、

「
悪ア

パ

ゲ

・

サ

タ

ナ

魔
ヨ
、
立
チ
去
レ
。
こ
は
い
か
な
る
徴し

る
し

ぞ
や
」
と
叫
ん
だ
。
修
道
士
は
院
長
の
足あ

し
も
と許
に
く
ず
お
れ
、「
お
許
し
を
、
院
長
猊
下
。

こ
の
藁
束
は
喜
捨
さ
れ
た
も
の
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
な
ん
だ
。
や
つ
が
れ
は
あ
れ
を

─
盗
み
ま
し
た
の
で
」
と
大
声
を
挙
げ
た
。
修
道

院
長
は
、
そ
の
よ
う
な
大
罪
を
二
度
と
犯
さ
ぬ
よ
う
、
修
道
士
を
穏
や
か
に
叱
責
し
た
。
と
こ
ろ
で
橋
の
下
に
は
た
ま
た
ま
一
人
の
農

婦
が
い
て
、
盗
ん
で
来
た
と
か
い
う
藁
束
が
命
を
授
か
っ
て
元
来
た
方
へ
と
走
り
去
っ
た
奇き

せ
き蹟
を
目
撃
、
人
人
に
触
れ
歩
い
た
。
以
来

リ
ッ
ヒ
ェ
ン
と
ヒ
ン
メ
ル
ス
プ
フ
ォ
ル
テ
ン
間
の
こ
の
橋
は
藁
の
橋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
類
の
伝
説
が
ハ
ー
ル
ツ
の
さ
る
修
道
院
に
つ
い
て
も
あ
る
。
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三
六
七　

金
喰く

い
女

　

一
五
三
六
年
の
こ
と
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
で
摩ま

か訶
不
思
議
な
事
態
が
起
こ
っ
た
。
漁
師
の
マ
ル
ク
ス
な

る
男
の
娘
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
は
レ
ブ
ー
ス
で
女
中
奉
公
を
し
て
い
た
が
、
悪
魔
の
情お

も
い
も
の人
に
な
っ
た
。
地
獄
の
色
男
は
颯さ

っ
そ
う爽
と
し
た
軍
人

に
化
け
て
彼
女
の
許
に
通
っ
て
来
た
。
ど
う
も
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
の
身
心
は
と
こ
と
ん
こ
の
悪
魔
に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
ほ
ど
な
く
彼
女
に
憑つ

い
た
の
は
金
の
悪
魔
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
壁
で
あ
れ
、
机
で
あ
れ
、
長ベ

ン

チ
腰
掛
で
あ
れ
、
人

人
の
上
衣
で
あ
れ
、
袖
で
あ
れ
、
角バ

レ
ッ
ト帽
で
あ
れ
、
彼
女
が
摑つ

か

む
と
、
そ
こ
か
ら
貨
幣
が
出
て
来
る
の
だ
。
手
に
一
杯
と
い
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
当
時
流
通
し
て
い
た
銀
貨
や
銅
貨

─
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
や
ら
プ
フ
エ
ニ
ヒ
な
ど
で
、
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
は
こ
れ
を
す
ぐ
さ
ま
口

へ
持
っ
て
行
き
、
ば
り
ば
り
嚙か

み
砕
き
、
も
ぐ
も
ぐ
や
っ
て
呑
み
込
む
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
レ
ブ
ー
ス
か
ら
故
郷
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

に
連
れ
戻
さ
れ
、
ご
祈き

と
う禱
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
が
、
帰
っ
て
か
ら
も
こ
う
し
た
奇
怪
な
金
喰
い
行
為
を
続
け
た
。
縫
い
針
や
留
め
針
も

嗜し
し
ょ
く食
。
ま
た
突
然
高
地
ド
イ
ツ
語
を
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
は
い
つ
も
お
国
ぶ
り
の
方
言
し
か
喋し

ゃ
べ

ら
な
か
っ
た
の
に
。
悪
魔
祓は

ら

い
の
た
め
に
祓ふ

つ
ま
し

魔
師
が
招し

ょ
う
へ
い聘
さ
れ
た
が
、
お
聖
水
も
笞む

ち

も
、
ご
祈き

と
う禱
も
呪
文
も
効
果
が
無
か
っ
た
。
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
エ
ー
バ
ー

ト
殿
が
シ
レ
ジ
ア
の
グ
リ
ュ
ー
ネ
ベ
ル
ク
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ル
タ
ー
博
士
に
こ
の
絶
望
的
症
例
に
関
し
て
問
い
合

わ
せ
を
行
い
、
博
士
の
勧
め
に
従
っ
て
悪
魔
に
憑
か
れ
た
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
を
自
分
の
説
教
の
聴
衆
の
中
に
連
れ
て
来
さ
せ
、
全
会
衆
と

と
も
に
金
喰
い
女
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
と
こ
ろ
、
グ
リ
ュ
ー
ネ
ベ
ル
ク
の
御
仁
に
敬
意
を
表
し
て
や
っ
と
悪
魔
が
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト

の
身
心
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
も
っ
と
も
教
会
堂
で
は
泣
い
た
り
喚わ

め

い
た
り
の
一
騒
動
が
あ
っ
た
の
だ
が
。
結
局
こ
の
哀
れ
な
娘
は
自
分

に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
ま
る
で
知
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
ぶ
り
か
え
す
こ
と
も
な
く
、
そ
の
後
多
年
に
亘わ

た

り
元
気
潑は

つ
ら
つ溂
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
で
奉
公
し
続
け
た
。
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三
六
八　

不
思
議
な
キ
リ
ス
ト
像

　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
は
な
ん
と
も
不
思
議
な
キ
リ
ス
ト
像
が
あ
る
。
ど
ん
な
人
よ
り
も
一
吋ツ

ォ
ル

大
き
い
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。
並

の
男
よ
り
身
の
丈
の
高
い
男
が
こ
の
像
の
前
に
来
る
と
、
像
は
一
吋ツ

ォ
ル

ま
た
一
吋ツ

ォ
ル

と
伸
び
、
更
に
一
吋ツ

ォ
ル

男
よ
り
高
く
な
る
。
反
対
に

小
柄
な
男
が
歩
み
寄
る
と
、
像
は
男
の
身
長
に
近
づ
け
て
縮
ん
で
行
く
が
、
一
吋ツ

ォ
ル

だ
け
高
い
と
こ
ろ
で
止
ま
る
。
異
な
っ
た
背
丈
の

者
が
数
人
近
づ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
に
は
自
分
自
身
の
身
長
よ
り
一
吋ツ

ォ
ル

高
く
見
え
る
。
こ
う
な
る
の
は
、
人
工
の
技
芸
に
よ
る

も
の
か
、
神
の
御み

わ
ざ業
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
か
、
い
ま
だ
に
だ
れ
も
解
明
で
き
な
い
。

三
六
九　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
幻
影

　

一
五
五
三
年
の
夜
、
燃
え
る
男
が
城
の
塔
の
尖と

ん
が

り
が
始
ま
る
辺
り
を
し
ば
ら
く
歩
き
回
っ
た
。
信
頼
の
置
け
る
人
人
が
た
く
さ
ん

こ
れ
を
目
撃
、
事
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
同
じ
こ
の
城
に
雪
白
の
衣
装
を
纏ま

と

っ
た
三
人
の
男
が
出
現
、

ほ
ぼ
三
時
間
徘は

い
か
い徊
、
手て

す
り摺
と
胸
壁
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
城
の
中
庭
を
見
下
ろ
し
、
次
い
で
黙
り
こ
く
っ
た
ま
ま
厳
め
し
い
面
持
ち
で

君
侯
の
部
屋
部
屋
を
悉

こ
と
ご
と

く
通
り
抜
け
た
。
こ
れ
を
見
た
人
は
多
い
。

　

同
じ
年
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
モ
ー
リ
ッ
ツ
が
死
を
迎
え
た
ジ
ー
フ
ァ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
戦
い
の
直
前
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
の
大

広
間
に
明
る
い
焰ほ

の
お

が
燃
え
上
が
っ
た
。
下
か
ら
こ
の
焰
を
発
見
し
た
人
人
は
、火
事
を
消
し
止
め
よ
う
、と
急
い
で
駈か

け
上
が
っ
た
が
、

上
に
来
て
み
る
と
、
何
事
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
ま
た
下
に
降
り
る
と
大
広
間
が
炎
炎
と
燃
え
熾さ

か

っ
て
い
る
の
が
見
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
三
度
起
こ
っ
た
。
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三
七
〇　

お
ぶ
さ
る
小
人

　

田
舎
歩
き
を
し
て
い
た
ト
ル
ガ
ウ
の
縄
作
り
職
人
が
、
故
郷
へ
帰
ろ
う
と
旅
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
野
原
で
一
人
の
少
年
に
出
く
わ

し
た
。
こ
の
子
は
地
べ
た
に
坐す

わ

り
こ
ん
で
、
遊
戯
盤
を
前
に
置
き
、
こ
れ
で
遊
ん
で
い
た
。
道
は
広
く
も
な
く
、
こ
の
小
坊
主
は
ほ
ぼ

道
の
真
ん
中
に
お
み
こ
し
を
据
え
て
い
た
の
で
、
縄
作
り
は
跨ま

た

ぐ
は
ず
み
に
盤
に
足
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
、
石
が
幾
つ
も
ず
れ
た
。
す

る
と
少
年
が
「
な
ん
だ
っ
て
お
い
ら
の
遊
び
の
邪
魔
を
す
る
ん
だ
。
見
て
ろ
、
父
ち
ゃ
ん
が
お
め
え
に
礼
を
す
る
ぞ
」
と
叫
ん
だ
。
そ

し
て
石
を
並
べ
直
し
た
の
で
、
縄
作
り
は
道
中
を
続
け
た
。
ほ
ど
な
く

─
さ
よ
う
百
歩
も
歩
い
た
頃
、
お
っ
そ
ろ
し
く
歳
を
取
っ
た

白
髪
の
爺じ

い

さ
ん
に
追
い
つ
い
た
。
爺
さ
ん
は
疲
れ
き
っ
た
様
子
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
わ
し
ゃ
あ
、
え
ろ
う
く
た
び
れ
と
る
。
お
め
え
さ

ま
、
わ
し
を
背し

ょ負
っ
ち
ゃ
あ
く
れ
め
え
か
」
と
声
を
掛
け
た
。
縄
作
り
は
顎あ

ご

が
外
れ
る
ほ
ど
大
笑
い
し
た
。「
ち
び
す
け
ど
ん
、
お
れ

を
駱ら

く
だ駝
扱
い
し
よ
う
っ
て
の
か
。
な
ん
だ
っ
て
お
れ
が
こ
ん
な
老お

い
ぼ耄
れ
猿え

て
こ
う公
を
担
が
に
ゃ
あ
な
ら
ね
え
ん
だ
」
と
。「
背
負
わ
に
ゃ
な

ら
ん
ぞ
、
背
負
わ
に
ゃ
な
ら
ん
ぞ
。
わ
し
の
ち
い
ち
ゃ
な
倅せ

が
れ

の
遊
び
の
邪
魔
を
し
た
で
な
」
と
小
人
は
怒
鳴
り
、
ひ
ょ
い
と
縄
作
り

の
背
中
に
跳
び
乗
っ
た
。
い
や
も
う
、
そ
の
重
い
こ
と
、
重
い
こ
と
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
揺
す
ぶ
っ
て
も
、
こ
の
爺
さ
ん
小
人
を
振

り
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
ト
ル
ガ
ウ
の
市
門
の
前
ま
で
背
負
っ
て
行
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
ま
で
来
る
と
小
人
は

胡く
る
み桃
の
袋
み
た
い
に
ぽ
と
ん
と
落
っ
こ
ち
て
、
ぱ
っ
と
消
え
失
せ
た
。
縄
作
り
は
家
へ
帰
っ
た
も
の
の
、
腹
が
立
つ
や
ら
怖
い
や
ら
疲

労
困こ

ん
ぱ
い憊
す
る
や
ら
で
体
を
壊
し
て
病
気
に
な
り
、
十
日
後
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
縄
作
り
に
は
ま
だ
年
少
の
息
子
が
い
た
が
、
こ
れ
が

も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
と
、そ
の
父
親
に
遊
戯
の
邪
魔
を
さ
れ
た
例
の
男
の
子
が
や
っ
て
来
て
い
わ
く「
泣

き
わ
め
く
の
は
止
し
に
し
な
。
お
ま
え
の
お
父と

っ
つ
ぁ
ん
は
あ
れ
で
良
か
っ
た
ん
だ
よ
。
お
ま
え
も
お
ま
え
の
お
っ
母か

さ
ん
も
も
う
す

ぐ
後
を
追
う
は
ず
だ
。
だ
っ
て
な
、
こ
れ
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
、
マ
イ
セ
ン
、
ロ
イ
セ
ン
じ
ゃ
あ
ご
く
悪
い
ご
時
世
に
な
っ
て
、
死
ん
だ
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者
よ
り
増
し
だ
な
ん
て
連
中
は
な
く
な
る
か
ら
さ
」。

─
一
六
六
九
年
に
ま
さ
に
そ
れ
が
起
こ
り
、
そ
れ
か
ら
ま
た
す
ぐ
戦
争
沙
汰

の
数
数
が
た
っ
ぷ
り
こ
れ
ら
諸
地
方
に
荒
れ
狂
っ
た
。
か
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
が
歩
騎
合
わ
せ
て
二
万
二
千
の
軍
勢
を
引
き

連
れ
て
進
発
、
ド
イ
ツ
に
侵
攻
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
と
相
ま
み
え
、
ド
イ
ツ
の
他
の
諸
邦
も
選
帝
侯
と
同
盟
し
た
か
ら
で
あ
る
。

三
七
一　

悪
魔
の
蹄て

い
て
つ鉄

　

温
デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

良

公
と
添
え
名
さ
れ
た
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
虜と

り
こ囚
に
さ
れ
た
会
戦
で
有
名
に
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク

と
ト
ル
ガ
ウ
と
の
間
に
あ
る
小
都
市
ベ
ル
ゲ
ル
ン
で
の
こ
と
、
あ
る
麦ビ

ー
ル酒
店
の
女
主
人

─
売
る
麦ビ

ー
ル酒
は
極
上
だ
が
、
そ
の
量
り
よ
う

と
き
た
ら
き
ち
き
ち
き
っ
か
り

─
に
奇
妙
奇き

て
れ
つ

天
烈
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
ベ
ル
ゲ
ル
ン
で
は
そ
の
昔

─
現
在
も
そ
う
か
も
知
れ
な

い

─
殊
の
外
旨
い
麦ビ

ー
ル酒
が
醸
造
さ
れ
た
。
ト
ル
ガ
ウ
産
麦ビ

ー
ル酒
に
つ
い
て
は
こ
ん
な
俚り

げ
ん諺
が
あ
っ
た
も
の
。
い
わ
く
「
ト
ル
ガ
ウ
産

麦ビ
ー
ル酒
は
貧
乏
人
の
マ
ル
ヴ
ォ
ア
ジ
ー
葡ぶ

ど
う
し
ゅ

萄
酒
な
り
」。
ひ
と
え
に
、
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
芳
香
と
風
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
。
ベ
ル
ゲ
ル
ン

産
麦ビ

ー
ル酒
に
も
こ
ん
な
ラ
テ
ン
語
の
銘
句
が
当
て
ら
れ
た
。
い
わ
く「
べ
る
げ
る
ん
産
麦び

い
る酒
ハ
ナ
ベ
テ
ノ
人
ノ
体
ニ
ヨ
シ
」。
一
方
ヴ
ィ
ッ

テ
ン
ベ
ル
ク
の
麦ビ

ー
ル酒
は
郭ク

ク
ッ
ク

公
鳥
と
呼
ば
れ
、
こ
の
鳥
の
喉
は
時
時
醸
造
者
連
に
長
く
伸
ば
さ
れ
過
ぎ
る
、
と
謗そ

し

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
か

の
麦ビ

ー
ル酒
店
の
女
主
人
だ
が
、
悪
魔
の
ご
機
嫌
を
損
ね
た
せ
い
か
、
あ
る
い
は
悪
魔
と
仲
良
く
し
過
ぎ
た
た
め
か
、
ど
ち
ら
と
も
分
か
ら

な
い
が
、
と
に
か
く
、
あ
る
夜
更
け
、
悪
魔
は
馬
の
姿
に
変
え
た
こ
の
ご
婦
人
に
う
ち
ま
た
が
っ
て
鍛か

じ

や
冶
屋
の
作
業
場
に
乗
り
付
け
、

騒
ぎ
立
て
て
鍛
冶
屋
を
起
こ
し
、「
こ
の
馬
に
蹄て

い
て
つ鉄
を
打
っ
て
く
れ
」
と
命
じ
た
。
鍛
冶
屋
は
急
い
で
仕
事
に
掛
か
っ
た
が
、
馬
の
右

前
脚
を
持
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
、
麦ビ

ー
ル酒
店
の
女
主
人

─
こ
れ
は
鍛
冶
屋
の
代
母
だ
っ
た

─
は
相
手
の
耳
に
こ
う
囁さ

さ
や

い
た
。「
ね
え
、

名
付
け
の
父
さ
ん
、そ
ん
な
に
慌
て
て
仕
事
を
し
な
い
で
い
い
の
よ
」。

─
い
や
も
う
、死
ぬ
ほ
ど
仰
天
し
た
鍛
冶
屋
は
「
あ
れ
ま
あ
、
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名
付
け
の
お
っ
母か

さ
ん
、
あ
ん
た
に
乗
っ
か
っ
て
来
た
な
あ
悪
魔
な
ん
で
」
と
応
じ
た
。「
も
ち
ろ
ん
そ
う
よ
」
と
馬
。「
か
っ
き
り
丁

度
、
か
っ
き
り
丁
度
。
入
れ
過
ぎ
は
だ
め
、
入
れ
過
ぎ
は
だ
め
」。

─
こ
う
言
わ
れ
て
震
え
上
が
っ
た
鍛
冶
屋
は
手
足
が
強こ

わ
ば張
り
、

蹄
鉄
を
取
り
落
と
し
て
作
業
場
に
跳
び
込
み
、
な
ん
と
も
長
い
間
が
た
が
た
や
っ
た
あ
げ
く
、「
釘
が
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
ね
え
」、

そ
れ
か
ら
「
炭
が
ど
う
し
て
も
燃
え
上
が
ら
ね
え
」
と
言
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
雄お

ん
ど
り鶏
が
刻と

き

を
告
げ
る
と
、
ひ
ゅ
っ
、
馬
の
乗
り

手
と
牝ひ

ん
ば馬
は
か
き
消
え
た
。
翌
日
女
主
人
は
病
気
で
寝
床
か
ら
出
ら
れ
ず
、
長
い
こ
と
恢か

い
ふ
く復
し
な
か
っ
た
。
店
先
に
は
普
通
の
麦ビ

ー
ル酒
店

の
看
板
の
代
わ
り
に
蹄
鉄
が
四
つ
ぶ
ら
下
が
り
、
だ
れ
か
が
こ
れ
を
取
り
下
ろ
そ
う
と
し
た
ら
、
両
手
を
し
た
た
か
に
火
傷
し
た
。

　

同
様
の
伝
説
は
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
村
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
同
地
の
話
で
は
、
鍛
冶
屋
は

本
当
に
蹄
鉄
を
二
つ
〔
馬
の
前
脚
の
蹄ひ

づ
め

に
〕
嵌は

め
て
し
ま
っ
た
そ
う
な
。
蹄
鉄
は
次
の
日
麦ビ

ー
ル酒
店
の
女
主
人
の
両
手
に
打
ち
込
ま
れ

て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。
苦
労
し
て
外
し
た
そ
れ
ら
は
教
会
に
奉
納
さ
れ
た
。

三
七
二　

代
言
人
に
な
っ
た
悪
魔

　

一
人
の
傭よ

う
へ
い兵
が
マ
ル
ク
地
方
を
旅
し
て
い
た
。
あ
る
町
で
煩
っ
て
寝
込
ん
だ
の
で
、
所
持
の
膨
ら
ん
だ
財
布
を
旅は

た
ご籠
の
お
か
み
に
預

け
た
。
お
か
み
は
こ
の
金
が
欲
し
く
て
堪
ら
な
く
な
り
、
夫
と
心
を
合
わ
せ
て
、
頬ほ

っ
か
ぶ被
り
を
決
め
込
む
こ
と
に
し
た
。
や
が
て
傭
兵
が

恢か
い
ふ
く復
し
て
、
旅
を
続
け
よ
う
と
し
、
預
け
た
金
を
返
し
て
く
れ
、
と
頼
ん
だ
。
す
る
と
お
か
み
は
、「
こ
の
人
は
あ
り
も
し
な
い
こ
と

を
言
い
立
て
る
よ
う
。
い
っ
た
い
ど
う
い
う
つ
も
り
だ
い
。
あ
た
し
ゃ
あ
そ
ん
な
お
金
の
こ
と
な
ん
ぞ
ま
る
き
り
知
り
ゃ
し
な
い
。
あ

ん
た
か
ら
何
も
受
け
取
っ
て
な
い
」
と
叫
び
立
て
、さ
ん
ざ
ん
に
傭
兵
を
罵の

の
し

っ
た
。
傭
兵
の
方
も
「
な
ん
て
ま
あ
破は

れ
ん
ち

廉
恥
な
泥
棒
女
だ
」

と
言
い
返
し
た
。
す
る
と
旅
籠
の
主
人
が
出
て
来
て
、
妻
に
加
勢
、
傭
兵
を
家
の
外
へ
突
き
出
し
た
。
傭
兵
は
剣
を
革か

わ
ざ
や鞘
か
ら
引
き
抜
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い
て
扉
に
切
り
つ
け
、
家
を
攻
撃
。
す
る
と
亭
主
が
「
ご
近
所
の
衆
」
と
大
声
を
挙
げ
、
す
ぐ
さ
ま
何
人
も
が
わ
ら
わ
ら
と
馳は

せ
集
ま

り
、
傭
兵
は
高
手
小
手
に
縛
ら
れ
て
、
牢
獄
に
連
行
さ
れ
た
。
や
が
て
裁
判
が
行
わ
れ
、
住
居
侵
入
お
よ
び
都
市
の
安
寧
秩
序
壊
乱
の

廉か
ど

に
よ
り
、
公プ

ロ
プ
テ
ル
・
ウ
イ
ム
・
プ
ブ
リ
カ
ム

権
力
ニ
基
ヅ
キ
、
お
情
け
深
く
も
斬
首
刑
に
処
さ
れ
そ
う
な
成
り
行
き
と
な
っ
た
。
す
る
と
悪
魔
が
囚
人
の
許も

と

に
出
現
、

こ
う
語
り
掛
け
た
。「
お
ぬ
し
が
こ
の
わ
し
に
身
を
委
せ
れ
ば
、
お
ぬ
し
の
首
を
救
っ
て
し
ん
ぜ
る
。
応
じ
な
け
れ
ば
、
こ
の
訴
訟
、

お
ぬ
し
自
身
の
命
が
代
償
だ
て
」。
し
か
し
こ
の
傭
兵
は
悪
評
高
い
傭
兵
仲
間
一
般
と
は
違
っ
て
正
直
律
儀
だ
っ
た
し
、
自
分
が
潔
白

な
こ
と
は
よ
く
よ
く
心
得
て
い
た
の
で
、
悪
魔
の
お
蔭か

げ

で
自
由
の
身
に
な
る
よ
り
、
十
回
も
死
ん
だ
方
が
増
し
だ
、
と
返
答
し
た
。
悪

魔
は
傭
兵
が
こ
れ
か
ら
味
わ
う
こ
と
に
な
る
死
の
苦
し
み
を
述
べ
立
て
た
が
、
一
向
甲
斐
も
な
く
、
相
手
は
毅き

ぜ
ん然
と
し
た
態
度
を
貫
い

た
。
そ
こ
で
と
う
と
う
悪
魔
は
こ
う
申
し
出
た
。「
そ
れ
で
も
わ
し
は
お
ぬ
し
に
力
を
貸
そ
う
。
一
切
条
件
抜
き
で
な
。
お
ぬ
し
か
ら

何
の
約
束
も
礼
も
要
求
せ
ん
。
悪
魔
っ
て
も
の
は
お
ぬ
し
が
考
え
る
ほ
ど
真
っ
黒
け
じ
ゃ
な
く
て
、
公
平
無
私
に
も
な
れ
る
っ
て
こ
と

が
分
か
る
だ
ろ
う
さ
。
そ
れ
で
な
、
お
ぬ
し
が
判
決
を
受
け
る
た
め
に
法
廷
へ
呼
び
出
さ
れ
た
ら
、
弁
護
士
を
、
弁
論
し
て
く
れ
る
代

言
人
を
附
け
て
く
れ
、と
言
う
の
だ
。
わ
し
は
白
い
羽
根
を
飾
っ
た
青
い
帽
子
を
被
っ
て
近
く
に
お
る
。
他
の
弁
護
士
連
に
う
ち
混
じ
っ

て
の
。
あ
や
つ
ら
は
た
い
て
い
哀
れ
憫び

ん
ぜ
ん然
た
る
ご
ろ
つ
き
手
合
い
の
弁ア

ド
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ス
・
デ
ィ
ア
ボ
リ

護
士
ノ
悪
魔
野
郎
よ
。
だ
が
、
こ
の
わ
し
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
て

弁デ
ィ
ア
ボ
ル
ス
・
ア
ド
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ム

護
ス
ル
悪
魔
ち
ゅ
う
わ
け
だ
な
」。

─
傭
兵
に
し
て
み
れ
ば
悪
魔
の
こ
う
し
た
親
切
な
申
し
出
が
神
様
に
背
く
も
の
と
は
思
え

な
か
っ
た
し
、
だ
れ
だ
っ
て
自
分
の
首
は
可
愛
い
か
ら
、
提
言
を
あ
り
が
た
く
受
け
入
れ
、
代
言
人
を
附
け
て
欲
し
い
、
と
主
張
、
青

い
帽
子
の
御
仁
を
指
し
示
し
た
。
悪
魔
は
裁
判
官
一
同
に
向
か
っ
て
慇い

ん
ぎ
ん懃
に
お
辞
儀
を
す
る
と
、発
言
を
お
許
し
戴い

た
だ

き
た
い
、と
求
め
、

こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
反
対
弁
論
を
開
始
し
た
。
訴
訟
全
体
を
も
う
一
度
最
初
か
ら
お
浚さ

ら

い
し
、
実
直
な
傭
兵
の
信
頼
が
旅
籠
の
不

実
な
お
か
み
に
な
ん
と
も
む
ご
た
ら
し
く
裏
切
ら
れ
た
の
だ
、
旅
籠
の
主
人
は
偶
然
口
論
の
現
場
に
来
合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
く
、

邪
よ
こ
し
ま

な
女
房
と
あ
ら
か
じ
め
示
し
合
わ
せ
て
お
り
、
も
と
も
と
待
ち
構
え
て
い
た
の
だ
、
と
言
明
。
そ
れ
か
ら
更
に
、
旅
籠
の
主
人
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─
ち
な
み
に
こ
の
男
は
妻
と
と
も
に
法
廷
に
出
席
し
て
い
た

─
の
方
が
ま
ず
傭
兵
に
肉
体
的
暴
力
を
振
る
っ
て
、
家
か
ら
放
り
出

し
た
の
だ
が
、
傭
兵
は
だ
れ
に
も
襲
い
掛
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
所
持
の
剣
で
宿
の
扉
に
切
り
つ
け
、
取
る
に
足
ら
ぬ
傷
を
何

箇
所
か
付
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
彼
に
加
え
ら
れ
た
不
正
不
義
に
対
す
る
正
当
な
怒
り
に
駈か

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
公ウ

イ
ス
・
プ
ブ
リ
カ

権
力
の
行
使
は
全
く
彼
に
適
用
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
死
刑
な
ど
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
、
と
述

べ
立
て
た
。

　

す
る
と
旅
籠
の
主
人
が
立
ち
上
が
り
、
悪
魔
に
対
し
荒
っ
ぽ
い
言
葉
遣
い
で
憤ふ

ん
ま
ん懣
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
い
わ
く
。
な
に
も
か
も

手て
れ
ん
て
く
だ

練
手
管
で
、
掟
の
捻ね

じ
曲
げ
も
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
だ
れ
も
が
こ
ん
な
諺

こ
と
わ
ざ

を
知
っ
て
い
よ
う
。「
弁
護
士
な
ん
て
悪
魔

の
焙や

き
肉
〔
＝
悪
党
〕」（
左
側
の
傍
聴
人
か
ら
は
ぶ
う
ぶ
う
、
右
側
か
ら
は
喝
采
）。
万
一
、
自
分
な
い
し
妻
が
傭
兵
か
ら
金
を
預
か
っ

た
、
あ
る
い
は
、
傭
兵
が
そ
う
い
う
金
を
持
っ
て
い
る
の
を
見
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
（
旅
籠
の
主
人
）
を
生
き
な
が
ら
た
だ
ち
に
悪

魔
が
連
れ
去
る
が
い
い
。
賢
明
な
る
当
法
廷
の
お
歴
歴
が
も
っ
と
も
至
極
な
ご
判
断
を
よ
も
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
が
、
こ
ん

な
や
つ
の
た
わ
ご
と
な
ん
ぞ
で
…
…
。
こ
こ
で
裁
判
長
が
旅
籠
の
主
人
に
、
言
葉
を
慎
む
よ
う
に
、
と
命
じ
な
け
れ
ば
、
悪
魔
殿
は
ま

だ
ま
だ
結
構
な
肩
書
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
せ
掛
け
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
傭
兵
の
代
言
人
は
に
っ
こ
り
微
笑
ん
だ
。
そ
し
て
も
う
一
度
裁

判
官
一
同
に
お
辞
儀
を
し
、
再
度
の
発
言
を
求
め
た
。「
わ
た
し
の
依
頼
人
は
」
と
悪
魔
は
口
を
切
っ
た
。「
所
持
し
て
い
た
財
布
の
特

徴
を
そ
の
中
身
と
合
わ
せ
、
わ
た
し
に
か
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
該
物
件
は
鹿し

か
が
わ革
製
で
、
長
い
こ
と
使
用
し
た
た
め
綺
麗

と
は
申
せ
ま
せ
ぬ
。
そ
の
締
め
紐ひ

も

に
は
真し

ん
ち
ゅ
う鍮
の
小
さ
な
環わ

が
附
い
て
お
り
ま
す
。
財
布
の
中
に
あ
る
金き

ん
す子
は
以
下
の
通
り
。
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
が
鋳
造
さ
せ
た
五
十
五
枚
の
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
。肖
像
は
ヨ
ア
ヒ
ム
公
。ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
が
六
枚
、シ
ュ
レ
ッ

ケ
ン
ベ
ル
ク
銀
貨
が
二
十
枚
、
ザ
ク
セ
ン
の
小
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
が
十
三
枚
、
更
に
フ
ェ
リ
ペ
王
の
肖
像
が
附
い
た
イ
ス
パ
ニ
ア
の

ド
ブ
ロ
ー
ン
金
貨
が
一
枚
、
バ
イ
エ
ル
ン
公
リ
ヒ
ア
ル
ト
と
ラ
イ
ン
宮プ

フ
ア
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ

中
伯
の
二
ド
ゥ
カ
ー
ト
金
貨
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
、
そ
れ
か
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ら
記メ

ダ

ル
念
牌
が
二
つ
あ
り
ま
し
て
、
一
つ
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
皇
帝
の
、
も
う
一
つ
は
カカ

ル
ロ
ス
・
ク
ヴ
ィ
ン
ト
ゥ
ス

ー
ル
五
世
の
肖
像
で
す
。
最
後
に
銅
の

模シ
ャ
ウ
プ
フ
ェ
ニ
ヒ

造
貨
幣
が
一
箇
。こ
れ
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。『
苦
境
に
あ
り
て
も
信
義
を
破
る
な
か
れ
。む
し
ろ
死
に
赴
く
べ
し
』と
な
」。

　

並
み
居
る
傍
聴
人
は
代
言
人
の
素
晴
ら
し
い
記
憶
力
に
驚
嘆
し
た
。
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
傭
兵
自
身
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
自
分

の
財
布
の
中
身
に
つ
い
て
悪
魔
に
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
言
い
は
し
な
か
っ
た
し
、
貨
幣
の
こ
と
を
そ
ん
な
に
詳
し
く
憶お

ぼ

え
て
は
お
ら
ず
、

ど
ん
な
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
か
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
一
字
も
読
め
な
か
っ
た
も
の
で
。

　
「
幸
い
に
も
裁
判
官
諸
賢
が
」
と
代
言
人
は
続
け
た
。「
信
頼
で
き
る
廷
吏
を
両
名
、
こ
の
罪
が
無
い
と
か
申
す
旅
籠
の
主
人
の
家
に

ご
派
遣
あ
そ
ば
す
な
ら
、
そ
の
お
使
い
た
ち
は
こ
う
す
る
だ
け
で
よ
ろ
し
い
。
宿
の
後こ

う
お
く屋
に
あ
る
ど
ん
づ
ま
り
の
煙
突
で
す
が
、
そ
の

右
側
後
ろ
、三
肘エ

レ尺
と
一
指シ

ュ
パ
ン
ネ尺
の
高
さ
の
と
こ
ろ
に
手
を
突
っ
込
ん
で
み
な
さ
れ
。そ
う
す
る
と
両
手
一
杯
の
胡く

る
み桃
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
胡
桃
の
下
に
我
が
依
頼
人
の
か
の
財
布
が
見
つ
か
る
で
ご
ざ
ろ
う
」。

　

旅
籠
の
女
房
は
一
声
悲
鳴
を
挙
げ
、
亭
主
は
膝
を
が
く
が
く
震
わ
せ
始
め
た
。
二
人
と
も
血
の
気
が
引
い
て
白チ

ョ
ー
ク堊
の
よ
う
な
顔
色
に

な
り
、
へ
な
へ
な
と
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
た
。
廷
吏
た
ち
が
出
発
す
る
と
、
悪
魔
い
わ
く
「
裁
判
官
の
皆
様
、
ご
め
ん
こ
う
む
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
一
同
の
慣
わ
し
に
は
背
き
ま
す
が
、
手
っ
取
り
早
い
審
理
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
や
。
こ
の
悪
人
ど
も
が
白
状
し
た
も
同
然
な
の
は
や

つ
ら
の
て
い
た
ら
く
で
お
見
通
し
の
は
ず
。

─
さ
て
、
わ
た
し
は
男
を
一
人
頂ち

ょ
う
だ
い戴
し
な
く
て
は
。
泊
り
客
か
宿
の
主あ

る
じ

か
、
ど
っ
ち

か
を
な
。
女
の
方
は
あ
な
た
が
た
に
お
任
せ
す
る
。
あ
り
ゃ
あ
わ
た
し
の
手
に
ゃ
負
え
ん
。
と
こ
ろ
で
旅
籠
の
主
人
は
わ
た
し
に
誓
い

を
立
て
ま
し
た
な
。
そ
れ
は
皆
様
全
員
が
証
人
だ
」。
こ
う
言
っ
た
か
と
思
う
と
、
旅
籠
の
主
人
を
鉤か

ぎ
づ
め爪
で
引
っ
捉と

ら

え
、
も
ろ
と
も
に

窓
か
ら
外
へ
飛
び
出
し
、
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
の
空
高
く
連
れ
去
っ
た
。
ど
こ
へ
連
れ
て
行
っ
た
の
か
は
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
容
易

に
類
推
で
き
た
。
こ
う
し
て
傭
兵
は
正
し
い
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
所
持
金
を
も
取
り
戻
し
た
。
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三
七
三　

最
後
の
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨

　

マ
ル
ク
地
方
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
方
面
で
の
こ
と
。
飢き

き
ん饉
の
際
、
一
人
の
ひ
ど
く
貧
乏
な
小こ

び
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓
が
貴
族
の
夫
人
の
許も

と

に
や
っ
て
来
て
、

そ
の
ど
ん
ぞ
こ
の
窮
乏
ぶ
り
を
訴
え
、「
わ
し
ん
と
こ
じ
ゃ
あ
女
房
は
煩
っ
て
い
る
う
え
、
小
さ
い
子
ど
も
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
お
り
ま

す
だ
が
、
連
中
に
も
わ
し
に
も
食
い
物
が
ま
る
き
し
あ
り
ま
し
ね
え
。
ど
う
か
奥
方
様
、
お
慈
悲
を
も
ち
ま
し
て
、
穀
物
を
一
シ
ェ
ッ

フ
ェ
ル
、
後
払
い
で
譲
っ
て
く
だ
せ
え
ま
し
」
と
頼
ん
だ
。
奥
方
は
き
っ
ぱ
り
断
り
、
現
金
と
引
き
替
え
で
な
け
れ
ば
穀
物
は
あ
げ
ら

れ
な
い
、
と
言
っ
た
。
男
は
引
き
下
が
り
、
物
乞
い
や
借
金
に
努
め
、
大
骨
折
っ
て
掻
き
集
め
た
が
、
ど
う
し
て
も
一
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン

足
り
な
か
っ
た
。と
も
あ
れ
ま
た
ま
た
貴
族
の
夫
人
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、持
っ
て
来
た
金き

ん
す子
を
並
べ
て
み
せ
た
。「
だ
け
ど
ま
だ
一
グ
ロ
ッ

シ
ェ
ン
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
の
」
と
奥
方
は
冷
や
や
か
に
言
い
放
っ
た
。
貧
乏
人
は
、
ど
う
か
お
願
い
だ
か
ら
こ
れ
で
穀
物
を
売
っ
て

欲
し
い
、
こ
の
金
を
集
め
る
に
は
こ
の
上
な
い
苦
労
を
し
た
、
も
う
一
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
手
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
、
と
哀
訴
嘆

願
し
た
。
け
れ
ど
も
と
り
つ
く
島
の
あ
ら
ば
こ
そ
、
奥
方
は
、
ど
う
し
て
も
も
う
一
枚
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
が
な
く
っ
て
は
、
と
頑
強

に
譲
ら
ぬ
。
涙
を
流
し
な
が
ら
引
き
下
が
っ
た
貧
乏
人
は
腹
ぺ
こ
の
ま
ま
ま
た
物
乞
い
を
始
め

─
や
っ
と
の
こ
と
で
最
後
の
グ
ロ
ッ

シ
ェ
ン
に
あ
り
つ
き
、
こ
れ
を
冷
酷
な
女
主
人
に
渡
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
銀
貨
が
手
か
ら
落
ち
た
の
で
、
彼
女
は
拾
い
上
げ
よ
う
と

さ
も
し
く
慌
て
て
身
を
屈
め
た
。
す
る
と
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
銀
貨
は
お
ぞ
ま
し
い
大
き
な
蛇
に
変
わ
り
、
手
か
ら
す
る
り
と
抜
け
て
奥
方

の
腕
に
巻
き
付
き
、
何
度
も
ひ
ど
く
咬か

み
つ
い
た
。
そ
の
痛
さ
と
い
っ
た
ら
な
い
。「
主し

ゅ

な
る
神
よ
」、「
お
お
、
神
よ
」
と
い
く
ら
叫

ん
で
も
無
益
。
蛇
は
奥
方
の
腕
か
ら
離
れ
ず
、
絶
え
ず
咬
み
続
け
て
苦
し
め
た
の
で
、
奥
方
は
三
日
後
狂
い
死
に
し
た
。
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三
七
四　

井
戸
の
中
の
好
運

　

ト
ル
ガ
ウ
管
区
の
シ
ル
ダ
と
申
せ
ば
、
こ
こ
の
市
民
ご
一
同
が
「
シ
ル
ダ
の
お
歴
歴
」
と
呼
ば
れ
て
有
名
な
と
こ
ろ
。
こ
の
小
さ
な

都
市
は
住
民
の
愉
快
な
言
動
の
せ
い
で
世
に
遍あ

ま
ね

く
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、一
五
三
三
年
に
以
下
の
よ
う
な
事
件
が
本
当
に
起
こ
っ

た
。
同
地
に
住
ま
う
市
民
の
ウ
ル
バ
ン
・
エ
ル
ム
ト
ラ
ウ
ト
な
る
御
仁
は
家
の
中
庭
に
深
い
井
戸
を
所
有
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
水
量

が
乏
し
い
の
で
、
も
っ
と
深
く
掘
り
下
げ
た
い
、
と
思
い
、
ヘ
ム
ベ
ル
ク
と
い
う
壁
工
に
そ
れ
を
請
け
負
わ
せ
た
。
ヘ
ム
ベ
ル
ク
は
十

一
月
十
八
日
水
面
の
上
方
に
足
場
を
組
み
、
梯は

し
ご子
を
掛
け
た
。
そ
れ
か
ら
井
戸
の
外
へ
上
が
っ
て
、
朝
飯
を
平
ら
げ
た
。
し
か
し
、
ど

う
し
た
っ
て
先
に
麦ビ

ー
ル酒
を
一
杯
引
っ
か
け
な
け
り
ゃ
あ
、
ま
た
仕
事
に
取
り
掛
か
る
こ
た
あ
で
き
ね
え
、
と
思
っ
た
。
が
、
こ
れ
は

手て
も
と許
に
な
い
。〔
で
、
飲
み
に
行
こ
う
と
し
た
〕。
け
れ
ど
も
鎚

ハ
ン
マ
ー

を
下
に
置
き
忘
れ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
取
っ
て
来
よ
う
、
と
も
う

一
度
井
戸
に
降
り
た
。
降
り
た
と
た
ん
土
が
崩
れ
て
、
井
戸
側
の
石
が
幾
つ
も
外
れ
、
雷
の
よ
う
な
音
と
と
も
に
井
戸
が
全
壊
、
縁
ま

で
瓦が

れ
き礫
で
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ト
ル
ガ
ウ
中
が
び
っ
く
り
仰
天
。「
こ
り
ゃ
あ
そ
っ
と
し
て
お
こ
う
で
は
な
い
か
」
と
賢
明
な

る
シ
ル
ダ
の
お
歴
歴
は
の
た
も
う
た
。「
あ
の
男
は
そ
の
ま
ま
埋
葬
だ
」。
一
旦
は
そ
れ
で
片
づ
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
市
参
事
会
は
市

民
た
ち
よ
り
も
も
っ
と
賢
明
で
、
会
議
を
開
き
、
延
延
と
意
見
を
交
換
し
た
あ
げ
く
、
つ
い
に
次
の
よ
う
な
意
見
が
通
っ
た
。「
ま
か

り
な
ら
ぬ
。
井
戸
は
掘
り
返
し
て
、
埋
も
れ
た
哀
れ
な
ヘ
ム
ベ
ル
ク
を
引
き
揚
げ
、
そ
れ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
憩
う
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
に
埋
葬
し
な
け
れ
ば
」。
こ
れ
が
決
ま
っ
た
の
が
冬
月
〔
＝
十
一
月
〕
二
十
一
日
の
こ
と
。
か
く
し
て
漸よ

う
や

く
鉱
山
の
よ
う
に

掘
削
が
開
始
さ
れ
、
縦た

て
あ
な坑
が
伸
び
て
行
っ
た
。
翌
日
の
昼
過
ぎ
、
二
時
に
人
夫
た
ち
は
大
き
な
石
に
行
き
当
た
っ
た
。
こ
の
石
の
下
に

穴
が
ぽ
っ
か
り
開
い
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
、
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
深
い
か
調
べ
よ
う
と
、
棹さ

お

を
突
っ
込
ん
だ
。
す
る
と

─
「
痛い

て

え
、

お
れ
の
鼻
だ
ぞ
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
来
た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
埋
も
れ
た
男
は
ま
だ
生
き
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
棹
で
不
快
な
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探
ら
れ
か
た
を
し
た
の
を
感
じ
、「
お
お
い
、
後
生
だ
か
ら
こ
の
冷
た
い
穴
の
中
か
ら
救
い
だ
し
て
く
れ
え
、
下
の
こ
こ
は
な
ん
と
も

あ
り
が
た
く
ね
え
と
こ
だ
」
と
怒
鳴
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
ヘ
ム
ベ
ル
ク
が
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
人
夫
た
ち
は
し
ゃ

か
り
き
に
働
い
た
。
そ
こ
で
夜
の
十
時
に
な
る
と
、
男
の
姿
が
見
え
た
。
彼
は
梯
子
の
下
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
梯
子
が
落
ち
て
来
た

石
か
ら
防
い
で
く
れ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
下
半
身
は
土
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
ヘ
ム
ベ
ル
ク
は
こ
う
叫
ん
で
来
た
。「
女
房
に
伝
え

て
く
ん
な
、
麦ビ

ー
ア
ズ
ッ
ペ

酒
汁
を
拵こ

し
ら

え
て
お
け
っ
て
。
な
に
し
ろ
お
れ
は
腹
が
ぺ
こ
ぺ
こ
な
ん
だ
」。
と
こ
ろ
が
こ
う
叫
ん
で
い
る
最
中
人
夫
た

ち
の
足
許
で
土
が
崩
れ
、
ど
さ
り
と
男
の
上
へ
落
ち
て
、
改
め
て
ま
た
す
っ
か
り
埋
め
て
し
ま
っ
た
。「
こ
れ
で
も
う
お
し
ま
い
だ
。

仕
事
じ
ま
い
に
し
よ
う
や
」
と
人
夫
た
ち
は
言
っ
て
、
の
ん
び
り
井
戸
の
外
へ
上
が
っ
て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
上
に
は
シ
ル
ダ
の
市

長
ヤ
ー
コ
プ
・
シ
ュ
ミ
ー
ト
殿
が
立
っ
て
い
て
、
仕
事
を
止
め
な
い
よ
う
命
じ
た
。
い
わ
く
「
こ
の
小
さ
な
町
を
種
に
し
て
、
あ
あ
だ
、

こ
う
だ
、
と
与よ

た太
噺ば

な
し

が
し
こ
た
ま
蔭か

げ

で
喋し

ゃ
べ

ら
れ
て
お
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
シ
ル
ダ
じ
ゃ
あ
井
戸
に
人
間
を
埋
葬
す
る
、
な
ん
て

言
わ
せ
た
く
な
い
」。こ
う
し
て
望
み
は
な
い
ま
ま
掘
り
返
し
が
再
開
さ
れ
た
。け
れ
ど
も
真
夜
中
頃
埋
ま
っ
て
い
た
男
に
辿た

ど

り
着
く
と
、

向
こ
う
は
訊き

い
た
。「
麦ビ

ー
ア
ズ
ッ
ペ

酒
汁
の
仕
度
は
で
き
て
る
か
あ
」。
一
同
は
ぴ
ん
ぴ
ん
し
て
い
る
男
を
地
面
に
上
げ
た
。
彼
は
四
日
、
三
夜
と

半
夜
、
し
め
て
八
十
八
時
間
井
戸
の
中
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ト
ル
ガ
ウ
産
香ヴ

ュ
ル
ツ
ビ
ー
ア

味
麦
酒
で
作
っ
た
汁ズ

ッ
ペ

を
賞
味
し
、
神
様
を
讃

え
奉ま

つ

っ
た
。
彼
は
神
の
い
や
高
き
奇く

す

し
き
御み

力
を
暗
黒
の
中
で
身
に
沁
み
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
篇
八
十
八
篇
十
三
節
に
あ
る
よ
う

に
。

三
七
五　

豌え
ん
ど
う
い
し

豆
石

　

大だ
い
き
き
ん

飢
饉
の
折
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
マ
ル
ク
地
方
の
あ
る
裕
福
な
農
夫
が
、
ま
だ
い
く
ら
か
穀
物
の
蓄
え
が
あ
っ
た
の
に
、

（　

）
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）
 113
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飢
え
死
に
す
る
に
違
い
な
い
、
と
思
い
込
ん
だ
。
し
み
っ
た
れ
な
人
間
は
よ
く
ふ
い
っ
と
こ
ん
な
風
に
び
く
つ
く
も
の
。
そ
こ
で
、
穀

物
を
増
や
し
て
値
段
を
下
げ
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
ご
う
つ
く
ば
り
、
畑
に
豌
豆
を
播ま

く
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
も
ご
く
ご
く
こ
っ
そ
り
と
。
そ
し
て
播
き
な
が
ら
言
う
こ
と
に
は
、

　
　
　
　
　

わ
し
が
播
く
の
は
豌
豆
だ
ぞ
や
。

　
　
　
　
　

神
も
世
間
も
気
付
か
ぬ
よ
う
に
。

　

け
れ
ど
も
本
当
に
豌
豆
が
必
要
だ
っ
た
隣
人
が
、
同
様
に
豌
豆
を
播
い
て
お
り
、
こ
の
文
句
を
耳
に
し
て
、
畑
に
い
る
男
に
向
こ
う

か
ら
こ
う
叫
ん
で
来
た
。

　
　
　
　
　

お
隣
さ
ん
や
、
こ
の
わ
し
も
豌
豆
を
や
は
り
播
い
て
お
る
。

　
　
　
　
　

だ
け
ん
ど
、
神
様
、
世
間
の
衆
、
ど
う
か
そ
れ
を
ば
知
っ
と
く
れ
。

　

す
る
と
ま
こ
と
に
不
思
議
な
こ
と
な
が
ら
、
隣
人
の
農
夫
が
植
え
た
豌
豆
の
種
は
芽
吹
い
て
嬉
し
げ
に
青
青
と
な
っ
た
が
、
ご
う
つ

く
ば
り
の
種
は
畑
土
ご
と
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
石
に
変
じ
た
豌
豆
は
今
日
な
お
存
在
し
、
い
わ
ば
莢さ

や

か
ら
取
り
出
す
よ
う
に

石
化
し
た
畑
土
か
ら
豌
豆
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
莢
そ
の
も
の
も
巖が

ん
か
い塊
か
ら
外
れ
る
が
、
こ
れ
も
石
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
豌
豆
石
は
マ
ル
ク
地
方
ば
か
り
で
は
な
く
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
や
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に
も
あ
る
。

　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
が
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
に
向
か
っ
て
下
っ
て
行
く
山
裾
の
ア
イ
ス
フ
ェ
ル
ト
と
ク
ロ
ッ
ク
の
中
間
に
こ
う
し
た
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豌
豆
畑
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
伝
承
は
全
く
異
な
る
。
い
や
ま
た
、
形
を
変
え
た
同
種
の
伝
説
が
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
聞
こ
え
て
来

も
す
る
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
言
い
伝
え
は
、
自
然
の
不
可
思
議
な
造
形
を
素
朴
な
幻
想
が
詩
的
に
解
釈
・
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
納

得
し
た
土
地
で
あ
れ
ば
、ど
こ
で
で
も
お
目
に
懸
か
る
も
の
。
と
り
わ
け
そ
う
し
た
幻
想
が
力
を
発
揮
し
た
の
は
あ
の
石
の
国
で
あ
る
。

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
一
五
）。

三
七
六　

ジ
ュ
ン
デ
ル
巖い

わ

と
噓う

そ

の
巖

　

悪
魔
と
い
う
や
つ
、
と
か
く
巨
石
を
い
じ
く
り
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
近
郊
に
こ
の
類た

ぐ
い

の
巖
が
あ
っ
て
、
地

面
か
ら
一
三
脚フ

ー
ス尺
の
高
さ
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
農
民
た
ち
は
こ
う
語
り
伝
え
る
。
ど
こ
や
ら
に
あ
る
な
ん
と
か
教
会
を
打
ち
壊
す

た
め
、
悪
魔
が
こ
の
巖
に
鎖
を
結
ん
で
空
中
を
運
ん
で
行
こ
う
と
し
た
。
で
、
あ
る
礼
拝
堂
で
も
小
手
調
べ
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

清し
ょ
う
じ
ょ
う浄
潔
白
な
司
祭
が
祈き

と
う禱
を
捧
げ
た
の
で
、
悪
魔
は
巖
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
、
と
。
農
夫
た
ち
は
今
で
も
、
こ
こ

に
鎖
が
繫
が
れ
て
い
た
の
だ
、
と
巖
の
そ
の
箇
所
を
指
す
。
彼
ら
は
こ
の
石
を
ジ
ュ
ン
デ
ル
巖
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
大ド

ー
ム
プ
ラ
ッ
ツ

聖
堂
広
場
に
は
似
た
よ
う
な
巖
が
あ
る
。
噓
の
父
で
あ
る
悪
魔
が
こ
れ
を
用
い
て
大
聖
堂
の
建
設
に
留

め
を
刺
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
棟
梁
が
こ
う
し
た
意
図
に
気
付
き
、
大
聖
堂
が
完
成
し
し
だ
い
、
そ
の
隣
に
居
酒
屋
を
作
る
、
と
大
急

ぎ
で
悪
魔
に
約
束
し
た
。
そ
こ
で
悪
魔
は
巖
を
投
げ
捨
て
た
。
い
ま
な
お
こ
の
巖
に
は
灼
熱
の
親
指
の
痕あ

と

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
棟
梁

は
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
石
の
名
は
噓
の
巖
と
い
う
。

　

ガ
イ
ス
マ
ー
ル
山ヴ

ァ
ル
ト地
に
あ
る
ミ
ュ
ン
デ
ン
硝ガ

ラ
ス子
製
作
所
の
近
く
に
も
、
あ
る
軍
司
令
官
が
坐す

わ

っ
た
痕こ

ん
せ
き跡
を
残
す
巖
が
あ
る
。
こ
の
将

軍
は
自
ら
の
好
運
を
疑
い
、
勝
利
の
可
能
性
は
こ
の
巖
が
柔
ら
か
く
な
る
ほ
ど
少
な
い
、
と
考
え
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
巖
が
柔
ら
か

（　
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く
な
り
、
そ
の
上
世
に
も
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

三
七
七　

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
城
の
数
数

　

ザ
ク
セ
ン
公
〔
＝
ザ
ク
セ
ン
族
の
軍
司
令
官
〕
だ
っ
た
英
傑
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
、
あ
る
い
は
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
は
ミ
ン
デ
ン
地
方
の

美
し
い
山

─
こ
こ
か
ら
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
山
地
が
始
ま
り
、
こ
の
地
方
の
あ
る
魅
惑
的
な
場
所
は
ゔポ

ル
タ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
─
リ
カ

ぇ
す
と
ふ
ぁ
り
あ
ノ
門
と
呼
ば
れ
る

─
に
城
塞
を
築
い
た
。
こ
の
城
の
名
は
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ツ
城ブ

ル
ク

〔
＝
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
城
〕
な
い
し
ヴ
ェ
キ
ン
グ
ス
城ブ

ル
ク

〔
＝
ヴ
ェ

キ
ン
グ
の
城
〕、
ま
た
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ィ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
。
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
の
ヴ
ェ
レ
川
が
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
に
流
入
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
川
中
島
に
も
う
一
つ
城
塞
が
建
っ
て
い
た
。更
に
三
番
目
を
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
今
日
の
リ
ュ
ッ
ベ
ケ
市
の
近
く
に
設
け
た
。

こ
の
城
の
名
は
バ
ビ
ュ
ロ
ニ
ー
。
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
で
は
こ
の
三
つ
全
て
に
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
く
。
ミ
ン
デ
ン
近
郊

の
城
塞
、
あ
る
い
は
ミ
ン
デ
ン
自
体
は
初
め
フ
ィ
ジ
ン
ゲ
ン
と
呼
ば
れ
、
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
時
、
カ
ー
ル

大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
は
そ
こ
に
司
教
座
を
設
け
よ
う
と
し
、
事
実
設
け
た
。
そ
れ
だ
け
の
場
所
は
充
分
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
な
に
し
ろ
昔
の
人
た
ち
は
今
日
の
人
間
よ
り
大
き
く
て
強
か
っ
た
が
、
今
日
の
人
間
よ
り
遙
か
に
僅
か
な
場
所
し
か
必
要
と
し
な

か
っ
た
の
で
。
そ
こ
で
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
司
教
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
由
。「
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
の
我
が
フ
ィ
ジ
ン
ゲ
ン
城
は
余よ

に
も
そ
ち
に
も
同
じ
権
利
が
あ
る
と
し
、
余マ

イ

ン

の
も
の
か
そダ

イ

ン

ち
の
も
の
か
争
わ
ぬ
こ
と
に
い
た
そ
う
」
と
。
マ
イ
ン
か
ダ
イ
ン
、
つ
ま
り

ミ
ン
・
デ
ィ
ン
。
か
く
し
て
新
た
な
司
教
座
は
ミ
ン
デ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、や
が
て
後
世
ミ
ン
デ
ン
に
発
展
し
た
の
だ
、と
。

ザ
ク
セ
ン
の
君
侯
一
統
発
祥
の
城
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
も
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
が
建
設
し
た
そ
う
な
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
創
設
も
や
は
り

彼
の
お
蔭か

げ

で
あ
る
。
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前
記
川
中
島
に
築
か
れ
た
城
近
く
の
深
い
森
の
中
で
、
英
傑
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
狩
猟
中
白
髪
の
キ
リ
ス
ト
教
僧
侶
に
出
逢
っ
た
、

と
い
わ
れ
る
。
僧
侶
は
彼
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
永
遠
の
神
の
御み

力
を
信
じ
よ
、
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
こ
の
異
教
徒
の
英
傑
が
、
そ
の
力

の
徴し

る
し

を
示
す
よ
う
要
求
す
る
と
、
僧
侶
は
神
に
祈
り
を
捧
げ
、
そ
の
よ
う
な
徴
を
下
し
た
ま
え
、
と
願
っ
た
。「
こ
の
巖い

わ

か
ら
水
を

迸
ほ
と
ば
し

ら
せ
て
み
よ
。
さ
す
れ
ば
余
は
洗
礼
を
受
け
よ
う
ぞ
」
と
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
が
叫
ぶ
と
、
乗
馬
が
棹さ

お
だ立
ち
に
な
り
、
前
脚
の
片
方

の
蹄ひ

づ
め

で
巖
を
叩
い
た
。
す
る
と
巖
か
ら
ど
っ
と
水
が
流
れ
出
し
た
と
か
。
英
傑
は
馬
か
ら
下
り
、
祈
り
、
そ
の
後
こ
の
聖
な
る
場
所

に
教
会
を
一
宇
建
立
し
た
。
や
が
て
こ
の
教
会
は
山ベ

ル
ク
キ
ル
ヒ
ェ
ン

の
教
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
教
会
の
下
か
ら
今
日
な
お
滾こ

ん
こ
ん滾
と

湧
い
て
い
る
泉
は
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ツ
泉ボ

ル
ン

〔
＝
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
泉
〕
と
い
う
。

　

さ
て
雄
雄
し
き
戦
い
に
満
ち
満
ち
た
生
涯
を
送
っ
た
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
が
死
ぬ
と
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
ガ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
と
の
会
戦

で
斃た

お

れ
た
、
と
唱
え
る
者
が
少
な
く
な
い
）、
そ
の
亡
骸
は
エ
ン
ガ
ー

─
彼
は
こ
こ
に
も
城
を
持
っ
て
い
た

─
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、

そ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
間
が
彼
の
姿
を
見
た
。
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
会
戦
で
は
勇
敢
な
戦
士
が
ま
こ

と
に
夥

お
び
た
だ

し
く
命
を
失
い
、
か
の
英
雄
は
と
う
と
う
エ
ラ
ー
ブ
ル
フ
指
し
て
退
却
し
た
。
軍
の
輜し

ち
ょ
う重
隊
に
は
連
れ
て
行
く
こ
と
の
で
き

な
い
女
子
ど
も
が
大
勢
い
た
。
そ
こ
で
「
も
ぐ
れ
や
、
も
ぐ
れ
（
穴
に
入
れ
）、
世
間
は
酷む

ご

い
ぞ
」
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざ

通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
由
。

─
そ
し
て
バ
ビ
ュ
ロ
ニ
ー
城
ま
で
来
る
と
、
城
山
の
麓
が
ぽ
っ
か
り
開
き
、
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
敗
走
の
全
軍
お
よ
び
扈こ

じ
ゅ
う従

の
者
全
員
も
ろ
と
も
山
の
胎
内
へ
潜
り
込
み
、
永と

こ
し
え久
に
呪
封
さ
れ
た
そ
う
な
。
時
代
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
彼
が
選
り
抜
き
の
伴
を
従
え
、

白
馬
に
ま
た
が
り
、
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
を
騎
行
す
る
の
が
見
ら
れ
た
。
彼
は
ま
た
所
有
し
た
城
塞
を
訪
れ
る
。
率
い
る
軍
勢
が
槍
を
き

ら
め
か
せ
騒
然
と
行
軍
す
る
さ
ま
も
目
撃
さ
れ
、
更
に
は
軍
馬
の
嘶い

な
な

き
、
角
笛
の
響
き
も
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
キ

ン
ト
が
バ
ビ
ュ
ロ
ニ
ー
城
か
ら
進
発
す
る
の
は
、戦
が
始
ま
る
徴
だ
、と
住
民
は
言
っ
て
い
る
。
ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
お
よ
び
シ
ュ

ネ
ラ
ー
ト
城
の
と
類
縁
の
伝
説
が
流
布
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
「
底
無
し
の
水
溜た

ま
り
」
と
呼
ば
れ
る
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
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レ
ン
の
あ
る
沼
沢
周
辺
で
は
、
夜
、
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
軍
勢
が
亡
霊
と
な
っ
て
出
現
、
荒
れ
果
て
た
廃は

い
き
ょ墟
と
な
っ
て
い
る
ヴ
ィ
ー
デ

ケ
ス
城ブ

ル
ク

〔
＝
ヴ
ィ
ー
デ
ケ
の
城
〕
へ
と
進
軍
す
る
。

三
七
八　

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
墓
と
記
念
物

　

ザ
ク
セ
ン
の
偉
大
な
英
傑
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト

─
皇
帝
カ
ー
ル
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
に
対
抗
し
て
自
民
族
の
自
由
を
擁
護
し

た
の
は
一
人
彼
に
の
み
な
し
得
た
こ
と
だ
が

─
が
死
ぬ
と
、
そ
の
墓
は
最
初
、
彼
自
身
が
建
立
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ン
の
教
会
に
設し

つ
ら

え

ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
遺
骨
は
生
前
の
彼
同
様
あ
ま
り
休
息
を
得
ら
れ
な
い
定
め
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
遺
骨
は
エ
ン
ゲ

ル
ン
か
ら
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
に
運
ば
れ
て
粗
末
な
櫃ひ

つ

に
納
め
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
ま
た
エ
ン
ゲ
ル
ン
に
戻
っ
た
か
ら
で
。
と
も
あ
れ
ヴ
ィ
ッ

テ
キ
ン
ト
の
遺
骨
は
す
ぐ
に
聖
人
の
も
の
と
し
て
尊
ば
れ
、
そ
の
記
念
物
も
初
期
の
ド
イ
ツ
の
公
侯
や
勇
者
で
は
他
に
類
を
見
な
い
ほ

ど
渇
仰
さ
れ
た
。
な
に
し
ろ
か
つ
て
ザ
ク
セ
ン
の
諸
侯
は
お
し
な
べ
て
そ
の
名
が
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

る
こ
と
を
誇
り
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
昔せ

き
じ
つ日
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
カ
ペ
ー
朝
の
諸
王
、
オ
ル

デ
ン
ブ
ル
ク
公
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
支
配
者
、
サ
ヴ
ォ
イ
公
国
の
君
侯
も
全
く
同
様
だ
っ
た
。
皆
こ
ぞ
っ
て
、
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト

の
子
孫
だ
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
は
こ
の
英
傑
の
墓
石
を
崇
敬
し
、
修
復
さ
せ
た
。
墓
石
の
上
部

に
は
十
字
架
状
の
碑
文
と
英
傑
の
像

─
古
代
ロ
ー
マ
風
で
、
真
珠
を
鏤ち

り
ば

め
た
靴
を
履
き
、
緋
色
の
下ト

ゥ
ニ
カ着
の
上
に
宝
石
と
星
を
一
面

に
散
ら
し
た
ご
く
見
事
な
外マ

ン
ト套
を
纏
い
、
王
冠
に
似
た
被か

ぶ

り
物
を
被
っ
て
い
る

─
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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三
七
九　

ゾ
ー
ス
ト
の
宝
物

　

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
ゾ
ー
ス
ト
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
廃は

い
き
ょ墟
と
な
っ
た
古
い
家
屋
が
あ
る
。
城
跡
と
お
ぼ
し
き
壁
が
残
っ

て
い
る
の
み
。
昔
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、
中
に
は
鉄
の
櫃ひ

つ

に
入
っ
た
莫
大
な
宝
物
が
、
呪
封
さ
れ
た
乙
女
と
一
頭
の
黒
犬
に
守
ら
れ
て
、

隠
さ
れ
て
い
る
と
か
。
い
つ
の
日
に
か
、
と
更
に
伝
説
は
語
る
。
一
度
も
女
の
乳
を
吸
っ
た
こ
と
の
な
い
外
国
の
王
子
が
や
っ
て
来
る

に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
乙
女
を
救
済
し
、宝
物
の
櫃
を
我
が
物
と
し
、そ
れ
を
燃
え
熾さ

か

る
鍵
で
開
く
こ
と
だ
ろ
う
、と
。
こ
う
も
は
っ

き
り
と
予
言
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
宝
探
し
た
ち
、
遍
歴
学
生
ら
、
祓ふ

つ
ま
し

魔
師
等
等
の
流ヴ

ァ

ガ

ン

ト

れ
者
連
中
が
大
勢
宝
物
発

掘
に
挑
ん
だ
。
し
か
し
い
ず
れ
も
失
敗
。
な
に
し
ろ
彼
ら
は
数
数
の
奇
怪
な
幻
影
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
ひ
ど
い
あ
し
ら
い
を
蒙こ

う
む

っ
て
、

再
び
試
み
よ
う
と
い
う
気
な
ど
さ
ら
さ
ら
無
く
な
っ
た
。

─
あ
る
時
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
近
く
の
村
の
う
ら
若
い
娘
が
数
匹
の

山や

ぎ羊
の
番
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
全
く
の
偶
然
で
こ
の
崩
れ
か
け
た
壁
に
囲
ま
れ
た
内
庭
に
入
り
込
ん
だ
。
す
る
と
不
意
に
一
人
の
乙

女
が
こ
の
子
に
歩
み
寄
り
、「
お
ま
え
は
何
を
し
て
い
る
の
」
と
問
い
掛
け
た
。
娘
は
「
自
分
に
ゃ
苺い

ち
ご

や
桜
ん
ぼ
、
こ
の
山
羊
た
ち
に

は
餌え

さ

に
な
る
草
を
探
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
返
辞
し
た
。
す
る
と
乙
女
は
小こ

か
ご籠
一
杯
の
桜
桃
を
見
せ
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
こ
の
籠
か

ら
桜
ん
ぼ
を
お
取
り
。
で
も
ね
、
二
度
と
こ
こ
に
来
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
さ
も
な
い
と
お
ま
え
の
身
に
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
か
ら

ね
」。
女
の
子
は
仰
天
し
て
、
こ
わ
ご
わ
桜
桃
に
手
を
伸
ば
し
、
七
つ
だ
け
取
る
と
、
急
い
で
壁
の
外
に
出
た
。
外
に
出
て
か
ら
桜
ん

ぼ
を
食
べ
よ
う
と
し
た
ら
、
ど
れ
も
純
金
に
変
わ
っ
て
い
た
。

─
と
こ
ろ
で
か
の
乙
女
は
夥

お
び
た
だ

し
い
姉
妹
た
ち
と
運
命
を
共
に
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
。
彼
女
は
い
ま
だ
に
救
済
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
な
。
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三
八
〇　

王
女

　
　

上
オ
ー
バ
ー

ヘ
ッ
セ
ン
に
キク

リ
ス
テ
ン
ベ
ル
ク

リ
ス
ト
の
山
な
る
山
が
あ
る
。
頂
き
に
そ
の
昔
城
が
建
っ
て
い
て
、
王
が
住
ん
で
い
た
。
王
に
は
素
晴
ら
し

く
天
分
豊
か
な
一
人
娘
が
あ
っ
た
。
王
に
は
敵
が
い
て
、
こ
れ
が
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
来ら

い
こ
う寇
、
王
の
城
を
攻
囲
し
た
。
そ
う
し
た
あ
る

日
、
姫
が
外
に
目
を
遣や

る
と
、
森
が
一
つ
城
を
目
指
し
て
押
し
寄
せ
て
来
る
の
で
、
こ
う
叫
ん
だ
。

　
　
　
　
　

父
上
、
虜と

り
こ囚
に
な
ら
れ
ま
せ
。

　
　
　
　
　

緑グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト

の
森
が
迫
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
城
攻
め
を
受
け
て
い
た
王
の
敵
は
や
は
り
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
と
い
う
名
だ
っ
た
。
つ
ま
り
王
の
息
女
の
言
っ
た
こ
と

は
掛か

け
こ
と
ば詞
に
な
っ
て
い
た
わ
け
。
さ
て
彼
女
は
極
め
て
聡
明
だ
っ
た
の
で
、
父
王
は
軍
使
と
し
て
姫
を
敵
陣
に
送
っ
た
。
交
渉
の
結
果
、

王
女
は
束
縛
を
受
け
ず
城
か
ら
退
去
し
て
よ
い
、
並
び
に
驢ろ

ば馬
一
頭
が
運
べ
る
だ
け
の
も
の
を
持
ち
去
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
姫
は
父
王
と
他
に
か
な
り
の
財
宝
の
包
み
を
そ
の
驢
馬
に
乗
せ
、
自
分
は
歩
い
て
驢
馬
を
牽ひ

き
、
城
か
ら
立
ち
去
っ
た
。
城
か

ら
充
分
な
距
離
遠
ざ
か
る
と
、
王
女
は
く
た
び
れ
た
し
、
驢
馬
は
も
っ
と
へ
こ
た
れ
た
。
そ
こ
で
あ
る
気
持
ち
の
好
い
場
所
で
立
ち
止

ま
り
、「
こヒ

ー
ア
・
ヴ
ォ
レ
・
メ
ー
ア
・
ル
ー
エ
ン

こ
で
ち
ょ
っ
と
休
み
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。

─
一
行
は
元
気
を
恢か

い
ふ
く復
す
る
と
、
再
び
歩
き
始
め
、
荒
れ
野
を
抜
け
て

山
地
に
辿た

ど

り
着
き
、そ
こ
に
村
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
で
娘
い
わ
く
「
こヒ

ー
ア
・
ハ
ッ
ツ
・
フ
ェ
ル
ト

こ
に
畑
が
あ
る
わ
」。

─
一
行
は
そ
こ
に
留
ま
り
、城
を
造
り
、

こ
れ
を
ハ
ッ
ツ
フ
ェ
ル
ト
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
ヴ
ォ
ル
マ
ー
ル
村
の
名
だ
が
、こ
れ
は
例
の
休
息
を
取
っ
た
場
所
か
ら
附
け
ら
れ
た
。
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三
八
一　

緑
の
科リ

ン

デ
の
木
と
枯
れ
た
科リ

ン

デ
の
木

　

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
ガ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク

─
こ
こ
の
頂
き
に
は
そ
の
昔
悪
評
高
い
盗
賊
ど
も
、
と
り
わ
け
隻
眼
で
い
つ
も
鉄
の

胴
着
を
纏ま

と

っ
て
い
た
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヒ
ュ
ブ
ナ
ー
が
城
塞
を
構
え
て
い
た

─
の
奥
に
は
三
つ
の
峰
を
持
つ
キ
ン
デ
ル
ス
ベ
ル
ク
が
聳そ

び

え

て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
山
上
に
も
城
が
あ
り
、
城
は
そ
の
お
隣
さ
ん
の
ガ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
の
盗
賊
同
様
奸
悪
な
騎
士
た
ち
で
満
ち
て
い

た
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
産
出
量
の
多
い
銀
鉱
を
所
有
し
て
い
て
裕
福
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
で
も
な
い
こ
の
富
の
せ
い
で
彼
ら

は
傲ご

う
ま
ん
ふ
そ
ん

慢
不
遜
に
な
っ
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
近
郊
の
金ラ

イ
ヒ
マ
ン
ス

持
ち
村ド

ル
フ

（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
八
）
の
住
民
の
よ
う
に
金
銀
の

柱ピ
ン

や
玉
で
九
柱
戯
遊
び
を
し
た
ば
か
り
か
、
馬
車
の
車
輪
ほ
ど
も
大
き
い
分
厚
い
菓
子
を
白
麵パ

ン麭
の
材
料
で
焼
き
、
穴
を
開
け
、
こ
れ

に
車
軸
を
通
し
た
も
の
。
飢き

き
ん饉
の
時
節
で
、
人
人
は
麵パ

ン麭
に
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
。
や
が
て
騎
士
ど
も
の
冒ぼ

う
と
く瀆
と
罪

業
に
対
す
る
神
の
寛
容
も
尽
き
果
て
、
応
報
が
始
ま
っ
た
。
あ
る
日
の
晩
方
、
白
装
束
の
男
の
小
人
が
キ
ン
デ
ル
ス
ベ
ル
ク
城
内
に
姿

を
現
し
、
神
を
畏お

そ

れ
ぬ
城
の
住
人
た
ち
は
悉

こ
と
ご
と

く
死
滅
す
る
で
あ
ろ
う
、
た
だ
二
人
な
が
ら
敬け

い
け
ん虔
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
末
子
と
息
女

の
み
は
命
が
助
か
る
で
あ
ろ
う
、
そ
の
徴
と
し
て
、
明
日
の
朝
、
城
の
厩う

ま
や

で
孕は

ら

み
牛
が
二
匹
の
仔こ

ひ
つ
じ羊
を
産
む
で
あ
ろ
う
、
と
予
言
し
た
。

小
人
は
、
た
わ
け
た
こ
と
を
申
す
な
、
と
嗤わ

ら

い
飛
ば
さ
れ
、
嘲
り
の
裡う

ち

に
城
か
ら
追
っ
払
わ
れ
た
。
翌
日
例
の
牝め

う
し牛
は
仔
牛
で
は
な
く

仔
羊
を
産
ん
だ
。
皆
ひ
ど
く
驚
き
、
怖
じ
恐
れ
た
。
そ
し
て
三
日
目
、
黒ペ

ス

ト
死
病
の
よ
う
な
急
激
な
疾
病
に
襲
わ
れ
、
神
を
畏
れ
ぬ
者
た

ち
は
全
て
斃た

お

れ
去
っ
た
。
生
き
残
っ
た
末
子
は
妹
の
婚
約
者
で
あ
る
若
い
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
と
戦
に
赴
い
た
。
こ
の
妹
に
は
ガ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク

の
盗
賊
騎
士
も

─
叶
わ
ぬ
望
み
で
は
あ
っ
た
が

─
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
。
こ
の
騎
士
の
名
は
黒
馬
の
騎
士
と
し
か
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
姫
は
黒
馬
の
騎
士
の
求
愛
を
断
り
、
こ
う
言
っ
た
。「
わ
た
く
し
の
部
屋
の
前
に
立
つ
科リ

ン

デ
の
木
が
枯
れ
て
、
も
は
や
緑
で
な
く

な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
ん
み
を
愛
し
も
す
る
で
し
ょ
う
が
」
と
。
そ
こ
で
盗
賊
騎
士
は
ひ
そ
か
に
緑
な
す
科リ

ン

デ
の
木
を
掘
り
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捨
て
、
代
わ
り
に
枯
れ
た
科リ

ン

デ
の
木
を
植
え
た
。
そ
れ
か
ら
、
既
に
一
度
拒
ま
れ
た
の
に
ま
た
し
て
も
姫
の
手
を
求
め
た
。
す
る
と
彼
女

は
「
わ
た
く
し
は
ど
う
し
て
も
お
ん
み
を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
。
た
と
え
部
屋
の
外
が
枯
れ
た
科リ

ン

デ
の
木
の
森
で
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
ょ
う
と
も
」
と
応
じ
た
。
そ
こ
で
騎
士
は
剣
を
抜
い
て
姫
の
心
臓
を
刺
し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
婚
約
者
の
伯
爵
が
彼
女
の
兄
と

と
も
に
戦
か
ら
戻
り
、
許い

い
な
ず
け嫁
が
殺
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
、
復ふ

く
し
ゅ
う讐
を
誓
い
、
ガ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
へ
出
掛
け
て
行
っ
て
、
黒
馬
の
騎
士

を
討
ち
果
た
し
た
。
そ
し
て
乙
女
の
亡な

き
が
ら骸
を
そ
の
兄
と
一
緒
に
埋
葬
、
墓
の
畔ほ

と
り

に
緑
し
た
た
る
科リ

ン

デ
の
木
を
植
え
、
墓
の
上
に
大
き
な

石
を
据
え
た
。
こ
の
石
は
い
ま
だ
に
存
在
す
る
。

三
八
二　

二
つ
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城

　

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
、
と
あ
る
山
の
頂
き
に
、
古

ア
ル
テ
ン

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
、
新

ノ
イ
エ
ン

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
城

の
廃は

い
き
ょ墟
が
あ
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
遙
か
な
昔
、
ザ
ク
セ
ン
の
地
か
ら
や
っ
て
来
た
二
人
の
伯
爵
が
こ
れ
ら
の
城
を
築
き
、
や
が
て
こ

こ
を
根
拠
地
と
し
て
周
辺
を
抑
圧
・
劫
略
し
た
の
で
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
四
世
の
時
代
、
こ
の
地
方
の
住
民
に
攻
撃
・
駆
逐

さ
れ
、
城
塞
は
破
却
さ
れ
た
。
そ
の
後
二
人
の
伯
爵
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
向
か
い
、
そ
の
地
に
三ド

ラ
イ

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
な
る
呼
称
で
知

ら
れ
る
城
を
建
設
し
た
の
だ
、
と
の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
全
て
、
伝
説
と
し
て
な
ら
お
も
し
ろ
い
話
に
基
づ
い
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。〔
こ
ん
な
言
い
伝
え
も
あ
る
〕。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
こ
の
か
つ
て
は
壮
麗
だ
っ
た
隣
同
士
の
城
郭
は
エ
ツ
ィ
ー
ケ
・
フ
ォ

ン
・
ラ
イ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
エ
レ
・
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
な
る
二
人
の
名
門
貴
族
の
所
有
だ
っ
た
。
兄
弟
の
後
者
、
す
な
わ
ち
エ

レ
は
雄
雄
し
い
家
系
の
祖
と
な
っ
た
。
そ
の
子
孫
の
一
人
は
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
司
教
冠
で
そ
の
頭
を
飾
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
こ
の

家
系
は
遂
に
断
絶
し
、
二
つ
の
城
郭
は
後
に
ウ
ス
ラ
ー
ル
家
の
手
に
渡
っ
た
。
こ
の
一
門
は
二
系
統
に
分
か
れ
た
。
一
系
統
の
首
長
は
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四
分
の
三
の
支
配
権
を
持
ち
、
か
つ
古

ア
ル
テ
ン

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
の
城
主
、
も
う
一
方
の
首
長
は
新

ノ
イ
エ
ン

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
に
住
ん
で
い
た
が
、
グ

ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
の
四
分
の
一
の
支
配
権
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
不
均
衡
の
せ
い
で
二
人
の
殿
は
お
互
い
親
し
み
合
う
こ

と
は
で
き
ず
、徹
底
的
に
憎
み
合
っ
た
。
そ
し
て
憎
し
み
が
嵩こ

う

じ
た
あ
げ
く
、矢
で
相
手
を
射
殺
し
て
し
ま
お
う
、と
決
心
す
る
に
至
っ

た
。
こ
う
し
た
忌
ま
わ
し
い
考
え
を
二
人
は
同
時
に
悪
魔
か
ら
吹
き
込
ま
れ
、
憎
し
み
の
度
も
同
じ
な
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
〔
＝
「
同
じ
」

と
い
う
意
が
あ
る
〕
城
主
ら
は
全
く
同
じ
日
の
朝
隣
人
に
し
て
敵
な
る
相
手
を
片
づ
け
て
し
ま
お
う
、
と
考
え
た
。
悪
魔
は
お
の
お
の

が
相
手
の
心
臓
に
箭や

を
射
込
む
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
、
彼
ら
は
、
隣
合
っ
た
ラ
イ
ン
の
城
に
住
ん
で
い
た
か
の
騎
士
た
ち

─
兄
弟

だ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る

─
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
七
）
同
様
、
両
者
と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

三
八
三　

プ
レ
ッ
セ
城

　

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
か
ら
一
時
間
半
隔
た
っ
た
プ
レ
ッ
セ
山ベ

ル
ク

の
頂
き
に
か
つ
て
の
山
城
プ
レ
ッ
セ
の
廃は

い
き
ょ墟
が
あ
る
。
こ
の
城
塞
に
つ

い
て
は
ま
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
城
が
築
か
れ
た
時
、
子
ど
も
が
一
人
城
壁
の
中
に
生
き
な
が
ら
埋
め
ら

れ
た
。
往い

に
し
え古
の
陋ろ

う
し
ゅ
う習
に
従
い
、
難
攻
不
落
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
五
十
年
前
骨
の
入
っ
た
小
さ
な
柩ひ

つ
ぎ

が
見
つ
か
っ
た
。
城
の
背
後
に

は
地
中
深
く
ま
で
掘
ら
れ
た
巖い

わ

井
戸
が
あ
り
、
井
戸
の
内
壁
に
は
城
の
内
部
ま
で
通
じ
る
地
下
通
路
の
入
口
が
ひ
そ
か
に
隠
さ
れ
て
い

た
。
お
蔭
で
敵
軍
に
攻
囲
さ
れ
て
も
城
か
ら
水
を
取
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
雄
雄
し
い
騎
士
の
一
族
は
こ
の
城
に
ち
な
ん
で
、

プ
レ
ッ
セ
の
殿
、
と
自
称
し
た
。
堂
堂
た
る
城
郭
は
既
に
瓦が

れ
き礫
と
化
し
て
い
る
が
、
騎
士
の
亡
霊
は
か
つ
て
の
棲す

み
か処
を
警
護
し
て
い
る
。

あ
る
壁
工
が
山
下
で
使
お
う
と
城
壁
か
ら
石
を
砕
き
取
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
奇
怪
な
轟ご

う
お
ん音
に
驚
愕
、
意
識
を
失
っ
た
。
結
局
は
蒼そ

う
こ
う惶
と

し
て
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
し
た
が
、
二
度
と
再
び
城し

ろ
あ
と址
に
登
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
し
、
城
の
石
材
を
欲
し
が
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
プ
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レ
ッ
セ
の
最
後
の
殿
は
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
四
世
で
、
一
五
七
一
年
五
月
二
十
二
日
こ
の
人
を
以
て
一
族
は
死
に
絶
え
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ

さ
ま
プ
レ
ッ
セ
城
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
と
ヘ
ッ
セ
ン
間
の
不
和
の
林り

ん
ご檎
〔
＝
争
い
の
種
〕
と
な
り
、
数
数
の
抗
争
を
閲け

み

し
て
、

と
ど
の
つ
ま
り
こ
の
城
は
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
領
有
に
帰
し
た
。
か
つ
て
プ
レ
ッ
セ
山ベ

ル
ク

の
地
表
に
は
偉
大
で
剛
胆
な
騎
士
た
ち
が
居
を

構
え
て
い
た
わ
け
だ
が
、
同
じ
く
こ
こ
の
地
底
に
は
ち
っ
ぽ
け
な
小
人
族
が
棲す

ん
で
い
た
。
こ
の
小
人
族
に
つ
い
て
は
ま
こ
と
に
不
思

議
な
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

三
八
四　

プ
レ
ッ
セ
の
静
か
な
民

　

城
山
プ
レ
ッ
セ
の
地
中
深
く
に
は
物
静
か
な
小
人
族
が
棲す

ん
で
い
る
。
人
間
に
援
助
を
惜
し
ま
ず
、
善
行
を
施
す
。
自
分
の
姿
を
見

え
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
鍵
の
掛
か
っ
た
扉
で
も
壁
で
も
思
い
の
ま
ま
に
通
り
抜
け
ら
れ
る
。
か
の
深
い
巖い

わ

井
戸
の
と
こ
ろ

に
こ
の
静
か
な
民
が
暮
ら
す
地
下
の
国
へ
通
じ
る
主
要
な
入
口
が
あ
る
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
大
学
生
諸
賢
は
両
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
や
殊

の
外
優
美
な
プ
レ
ッ
セ
の
城し

ろ
あ
と址
を
好
ん
で
訪
れ
る
が
、
一
七
四
三
年
の
こ
と
、
一
人
の
学
生
が
や
は
り
こ
う
し
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
か

ら
こ
こ
へ
や
っ
て
来
た
。
こ
の
学
生
は
本
を
一
冊
携
え
て
お
り
、
さ
な
が
ら
絵
の
よ
う
な
樹
木
の
快
い
蔭か

げ

に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
城
の

敷
地
に
た
っ
た
独
り
な
の
が
分
か
っ
て
、
芝
草
の
上
に
寝
そ
べ
る
と
読
書
を
始
め
た
。
や
が
て
車ヴ

ァ
ル
ト
マ
イ
ス
タ
ー

葉
草
、
鈴す

ず
ら
ん蘭
、
接に

わ
と
こ

骨
木
の
花
な

ど
の
甘
や
か
な
香
り
に
包
ま
れ
て
う
と
う
と
し
た
。
長
い
こ
と
眠
っ
て
い
た
彼
は
、
雷
鳴
と
篠し

の
つ突
く
よ
う
な
雨
に
は
っ
と
目
を
覚
ま
し

た
。
辺
り
は
暗
く
、
時
折
閃ひ

ら
め

く
稲
妻
が
そ
の
青
白
い
輝
き
で
廃は

い
き
ょ墟
の
瓦が

れ
き礫
を
照
ら
し
出
す
だ
け
だ
っ
た
。
学
生
が
ひ
た
す
ら
祈
り
を

捧
げ
て
い
る
と

─
な
に
し
ろ
そ
の
頃
は
大
学
生
た
ち
も
ま
だ
祈
る
の
が
普
通
だ
っ
た
の
だ
。
昨
今
は
ど
う
も
ほ
と
ん
ど
や
ら
な
い
よ

う
だ
が

─
灯
火
が
一
つ
近
づ
い
て
来
た
。
そ
れ
を
掲
げ
て
い
る
の
は
白は

く
ぜ
ん髯
の
年
老
い
た
小
人
で
、
学
生
に
、
随つ

い
て
来
る
よ
う
に
、
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と
言
っ
た
。
小
人
が
若
者
を
連
れ
て
行
っ
た
の
は
井
戸
で
、
井
戸
の
中
に
は
木
の
足
場
が
あ
っ
た
。
二
人
が
足
場
に
乗
る
と
、
こ
れ
は

芝
居
小
屋
の
ご
く
巧
妙
な
迫せ

り
の
よ
う
に
し
ず
し
ず
と
下
降
し
、水
面
で
止
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
洞
穴
が
ぽ
っ
か
り
口
を
開
け
て
お
り
、

中
は
乾
い
て
い
て
清
潔
だ
っ
た
。
そ
し
て
小
人
は
こ
う
言
っ
た
。「
上
の
嵐
が
過
ぎ
る
ま
で
、
こ
の
乾
い
た
場
所
に
い
る
の
も
よ
し
、

そ
れ
と
も
わ
し
と
一
緒
に
地
下
の
住
人
の
国
へ
行
く
の
も
よ
し
、
ど
ち
ら
で
も
好
き
に
な
さ
れ
」。
学
生
は
、
何
も
危
険
が
な
い
な
ら
、

後
の
方
を
選
び
た
い
、
と
答
え
た
。
別
に
怖
い
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
、
と
白
髯
の
小
人
が
請
け
合
っ
て
く
れ
た
の
で
、
学
生
は
案
内
人

役
に
従
っ
て
天
井
の
低
い
狭
い
通
路
を
抜
け
て
行
っ
た
。
こ
の
通
路
は
小
人
に
と
っ
て
は
縦
横
と
も
に
充
分
だ
っ
た
が
、
学
生
殿
に
は

到
底
快
適
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
に
も
気
分
が
悪
く
な
っ
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
通
路
か
ら
足
を
踏
み
出
す
と
、
な
ん
と
目

の
前
に
は
広
広
と
し
た
景
色
が
開
け
た
。
さ
ら
さ
ら
と
音
を
立
て
て
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
が
貫
流
し
、
中
国
風
に
ち
っ
ぽ
け
で
鶉う

ず
ら

小
屋

の
よ
う
に
と
り
ど
り
の
色
を
塗
ら
れ
た
家
家
ば
か
り
の
村
が
そ
ち
こ
ち
に
点
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
可
愛
ら
し
い
家
の
中
で
も
最
も
見

事
な
一
軒
に
二
人
が
入
る
と
、
中
に
は
白し

ら
ひ
げ髯
小
人
の
家
族
が
い
て
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
神
学
生
殿
は
彼
ら
に
引
き
合
わ
さ
れ
、
こ
れ

に
対
し
家
族
一
同
は
物
静
か
に
お
辞
儀
を
し
た
。
次
い
で
小
人
は
家
族
を
一
人
一
人
学
生
に
紹
介
。
ま
ず
父
親
だ
が
、
こ
れ
は
雪
白
の

髪
だ
っ
た
。
同
じ
く
母
親
。
両
人
と
も
ご
く
年
老
い
て
い
る
の
で
、
椅
子
に
坐
っ
て
い
る
の
が
や
っ
と
、
も
は
や
立
っ
た
り
歩
い
た
り

す
る
の
は
叶か

な

わ
な
か
っ
た
。
祖
父
と
祖
母
。
こ
の
二
人
は
も
う
頭
に
一
本
の
毛
も
な
く
、
体
は
肉
が
す
っ
か
り
落
ち
て
骨
と
皮
。
そ
し

て
た
だ
横
に
な
っ
て
い
る
だ
け
。
小
人
の
妻

─
こ
れ
は
も
う
二
十
代
は
出
て
い
て
六
十
代
に
入
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
。
三
十
か
ら
四

十
歳
ぐ
ら
い
の
彼
女
の
子
。
そ
れ
か
ら
十
四
・
五
ほ
ど
の
小
さ
な
孫
た
ち
。
紹
介
が
済
む
と
、
老
い
た
祖
父
が
二
言
三
言
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
、
上
の
世
界
か
ら
来
た
お
客
人
は
怖
が
ら
ず
に
一
渡
り
見
物
な
さ
っ
て
い
か
れ
る
が
よ
い
、
と
勧
め
、
一
番
末
の
娘
で
、
一

靴シ
ュ
ー尺
く
ら
い
の
背
丈
し
か
な
い
け
れ
ど
十
三
歳
な
の
が
、「
お
食
事
の
仕
度
が
調と

と
の

い
ま
し
た
」
と
告
げ
た
。
学
生
は
、
こ
の
静
か
な
小

人
族
も
食
事
を
用
意
す
る
、
と
聞
い
て
嬉
し
か
っ
た
。
食
膳
は
豪
華
だ
っ
た
。
調
度
は
と
申
せ
ば
、
卓

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
布
は
火ア

ス
ベ
ス
ト

浣
布
織
り
、
皿
と
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匙
ス
プ
ー
ン

は
黄こ

が
ね金
、
小ナ

イ
フ刀
と
肉フ

ォ
ー
ク叉
は
白し

ろ
が
ね銀
と
い
っ
た
具
合
。
食
事
は
上
等
で
美
味
だ
っ
た
。
飲
み
物
に
つ
い
て
は
、
学
生
に
は
素
晴
ら
し
い

葡ワ

イ

ン
萄
酒
の
よ
う
に
思
え
た
が
、
小
人
た
ち
は
、
た
だ
の
水
だ
、
と
言
い
張
っ
た
。
食
後
小
人
の
極
老
の
父
は
こ
の
地
下
の
国
の
仕
組
み

に
つ
い
て
学
生
に
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
た
。「
わ
し
と
わ
し
の
一
族
は
こ
の
国
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
領
主
な
の
で
、
全
て
の
者
が
自

ら
進
ん
で
従
っ
て
く
れ
る
。
こ
の
国
に
は
等ラ

ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ

族
議
会
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
支
配
者
で
あ
る
わ
し
は
大
臣
を
持
た
ぬ
。
大
臣
な
ど
と

い
う
も
の
は
ど
れ
も
こ
れ
も
費
用
は
嵩か

さ

む
し
、
役
立
た
ず
だ
で
な
あ
。
こ
の
静
か
な
国
に
あ
る
の
は
平
和
と
満
足
と
好
意
の
み
。
だ
れ

も
が
命
じ
ら
れ
な
く
と
も
義
務
を
果
た
す
。
不
和
も
戦
も
い
わ
ゆ
る
政
治
な
る
も
の
も
な
い
。
こ
こ
地
面
の
下
で
は
人
心
を
攪か

く
ら
ん乱
す
る

掘
り
返
し
屋
〔
＝
扇
動
家
〕
な
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ぬ
。
土も

ぐ
ら竜
と
螻け

ら蛄
は
別
だ
が
の
。
も
っ
と
も
あ
の
連
中
は
元
来
こ
の
地
下
王
国
の
一

統
で
は
な
い
て
」。

─
老
人
が
な
お
何
か
語
り
掛
け
た
時
、
嚠り

ゅ
う
り
ょ
う喨
と
鳴
り
響
く
角
笛
が
聞
こ
え
た
。
祈き

と
う禱
の
合
図
で
あ
る
。
皆
両

の
手
を
組
み
合
わ
せ
、
跪

ひ
ざ
ま
ず

く
と
、
ひ
っ
そ
り
と
低こ

ご
え声
で
祈
っ
た
。
暮
れ
方
と
な
り
、
大
き
な
白
銀
の
枝
型
燭
台
に
載
せ
た
灯
り
が
運

ば
れ
、
一
同
別
室
に
移
っ
た
。

─
こ
れ
ま
で
見
聞
き
し
、
気
付
い
た
こ
と
全
て
が
大
学
生
の
好
奇
心
を
そ
そ
り
立
て
た
の
で
、
古
き

ヘ
ッ
セ
ン
の
地
底
に
拡
が
る
こ
の
良
く
整
っ
た
国
に
つ
い
て
、
故
人
ニ
ー
ル
ス
・
ク
リ
ム
の
顰ひ

そ

み
に
倣な

ら

い
、
旅
行
記
を
執
筆
・
出
版
、

地
表
の
世
界
の
福
祉
に
供
す
る
の
は
悪
い
考
え
で
は
あ
る
ま
い
、
と
思
い
、
覚メ

モ

え
書
き
を
書
い
て
は
紙
入
れ
に
入
れ
始
め
た
。
す
る
と

老
小
人
は
こ
れ
を
妨
げ
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
止
め
な
さ
れ
。
地
面
の
上
の
あ
ん
た
が
た
は
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
一
向
覚
え
ぬ
。
あ
ん

た
が
た
は
心
得
よ
う
が
悪
く
、従
う
よ
り
命
じ
る
方
が
よ
い
、と
思
っ
て
お
る
。
さ
あ
、も
う
行
く
が
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
神
を
憚は

ば
か

り
、

主
君
と
法
律
を
尊
び
、
何な

ん
ぴ
と人
も
恐
れ
る
な
」。
学
生
は
、
一
旦
招
い
た
客
人
に
、
帰
れ
、
と
命
じ
る
と
は
妙
だ
、
と
は
思
っ
た
も
の
の
、

言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
彼
は
更
に
幾
つ
か
の
贈
り
物
を
土
産
に
貰も

ら

い
、
突
然
ま
た
井
戸
の
上
の
プ
レ
ッ
セ
の
城
跡
に

戻
さ
れ
た
。
既
に
夜
は
壮
麗
に
明
け
初そ

め
、
城
の
森
に
は
鳥
の
囀さ

え
ず

り
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。
学
生
が
贈
り
物
を
調
べ
る
と
、
莫
大
な

値
打
ち
の
黄お

う
ご
ん金
と
宝
石
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
富
を
上
手
に
賢
く
活
用
す
れ
ば
、
生
涯
を
送
る
の
に
充
分
だ
っ
た
。
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三
八
五　

シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ホ
イ
ザ
ー
山ベ

ル
ク

の
話

　

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
地
方
の
三
つ
の
村
村
、
ヴ
ァ
ー
ケ
、
ラ
ン
ド
ル
フ
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
、
マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
デ

─
こ
れ
ら
は
ち
ょ
う
ど
三

角
形
を
作
っ
て
い
る

─
の
間
に
、
や
は
り
三
つ
の
丘
陵
が
あ
り
、
纏ま

と

め
て
シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ホ
イ
ザ
ー
山ベ

ル
ク

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

三
つ
の
高
み
の
一
つ
は
、
人
の
世
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
い
く
ら
か
長
く
伸
び
て
お
り
、
長

デ
ア
・
ラ
ン
ゲ
・
い
シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ホ
イ
ザ
ー
ベ

ル
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
山
の
頂
き
に
は
騎
士
の
城
が
あ
っ
た
。
そ
の
廃は

い
き
ょ墟
は
も
う
残
っ
て
い
な
い
が
、
右
に
名
を
挙
げ

た
三
つ
の
村
の
住
民
は
、
と
り
わ
け
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
の
初
日
に
こ
の
峰
に
登
る
の
が
好
き
で
、
打
ち
開
け
た
自
然
と
美
し
い
見
晴
ら
し
を
楽
し

み
、
こ
れ
ら
の
山
山
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
や
伝
説
を
語
り
合
う
。
昔
こ
の
山
の
上
に
は
青
銅
の
巨
人
像
が
あ
っ

た
。
カ
ッ
セ
ル
の
ヴヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ヘ
ー
エ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
丘
に
あ
る
ヘ
ラ
ク
レ
ス
像
の
よ
う
に
中
は
空
ろ
だ
っ
た
。
異
教
の
祭
司
た
ち
は
こ
の
像
を
あ
ら
ゆ

る
詐
欺
・
瞞ま

ん
ち
ゃ
く着
に
利
用
、
自
身
教
え
を
説
く
代
わ
り
に
、〔
像
の
中
に
潜
り
込
ん
で
〕
こ
の
金か

な
も
の物
の
像
に
喋し

ゃ
べ

ら
せ
た
そ
う
な
。
さ
て

ま
た
、
山
の
胎
内
に
は
小
人
族
が
棲す

ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
小
人
の
一
人
が
あ
る
羊
飼
い
の
娘
と
逢あ

い
び
き引
し
た
が
っ
た
が
、
娘
の
方
は
と

う
か
ら
頼
み
甲
斐
の
あ
る
牧
人
を
愛
し
て
い
て
、
こ
ん
な
手
合
い
は
真ま

っ
平ぴ

ら

御ご
め
ん免
だ
っ
た
。
わ
け
て
も
こ
の
小
人
、
ち
び
助
な
ば
か
り

じ
ゃ
な
い
、体
の
前
に
も
後
ろ
に
も
目
立
つ
癪し

ゃ
く

の
種
〔
＝
瘤こ

ぶ

〕
が
突
き
出
て
お
り
、目
は
小
さ
く
っ
て
豚
の
よ
う
、唇
は
ひ
ど
く
厚
ぼ
っ

た
く
、
だ
ら
り
と
し
た
垂
れ
耳
、
顔
は
灰
色
、
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
緑
の
歯
、
鼻
と
き
た
ら
、
昔
話
の
あ
の
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ブ
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
、
年
が
ら
年
中
ぐ
じ
ゅ
ぐ
じ
ゅ
濡
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
小
人
に
は
大
層
な
美
点
が
一
つ
あ
っ
た
。
途

方
も
な
く
裕
福
で
気
前
が
良
く
、
贈
り
物
を
す
る
と
な
る
と
は
ず
む
も
い
い
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
右
に
述
べ
た
娘
っ
こ

─
名
は
ロ
ー

ル
ヒ
ェ
ン
と
い
っ
た

─
の
母
親
は
こ
う
し
た
贈
り
物
を
突
っ
返
し
た
り
し
な
か
っ
た
か
ら
、
小
人
と
し
て
は
何
か
権
利
が
あ
る
よ
う

に
思
い
込
ん
だ
。
そ
こ
で
と
う
と
う
単
刀
直
入
、
老
母
に
こ
う
宣
言
し
た
。「
い
い
か
ね
、
あ
ん
た
の
娘
は
わ
し
の
家
内
に
な
る
ん
だ
。
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─
も
っ
と
も
な
、
あ
ん
た
が
わ
し
の
名
前
を
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
り
ゃ
あ
、
話
は
別
だ
て
。
わ
し
が
今
度
来
た
時
、
あ
ん
た
に

そ
れ
が
で
き
り
ゃ
あ
、
お
伽
話
に
あ
る
通
り
、
わ
し
は
引
っ
込
む
。
引
っ
込
ん
で
ロ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
に
ゃ
あ
好
き
勝
手
に
結
婚
相
手
を
選

ば
せ
て
や
る
。
雛ひ

な
ぎ
く菊
占
い
み
た
い
に
、
貴エ

ー
デ
ル
マ
ン族
、
物ベ

ッ
テ
ル
マ
ン

乞
い
、
靴シ

ュ
ー
ル
マ
イ
ス
タ
ー

屋
の
親
方
、
牧プ

フ
ァ
ラ
ー

師
さ
ん
、
て
な
具
合
で
」。
こ
う
言
い
捨
て
る
な
り
小

人
は
ご
機
嫌
斜
め
で
引
き
揚
げ
た
。

─
こ
ん
な
話
、
聞
き
た
く
も
な
か
っ
た
娘
っ
こ
の
お
っ
母か

さ
ん
は
、
娘
の
恋
人
に
泣
き
つ
き
、

あ
ん
た
と
あ
ん
た
の
可
愛
い
あ
の
子
の
た
め
に
、
後
生
だ
か
ら
小
人
の
名
前
を
調
べ
出
し
て
お
く
れ
、
と
頼
み
込
ん
だ
。
若
者
は
も
ち

ろ
ん
、
な
ん
と
も
難
し
い
依
頼
だ
、
と
思
っ
た
し
、
事
実
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
ね
え
、
小ヴ

ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

妖
精
は
ラ
イ
ン
河
一
円
か
ら
プ

ロ
イ
セ
ン
だ
、
ロ
イ
セ
ン
だ
、
な
ん
て
と
こ
ろ
に
至
る
ま
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
な
ん
だ
か
う
よ
う
よ
い
る
ら
し
い
し
、
諸
邦
を
悉

こ
と
ご
と

く

訊た
ず

ね
回
っ
て
も
、
こ
う
し
た
罰
当
た
り
の
で
き
そ
こ
な
い
の
名
前
を
耳
に
し
た
た
め
し
は
あ
り
ゃ
し
な
い
ん
で
。

─
そ
れ
で
も
羊
飼

い
は
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
捜
し
歩
き
、
あ
る
時
姿
を
現
し
た
小
人
の
後
を
そ
っ
と
跟つ

け
た
。
と
こ
ろ
が
小
人
は
ど
こ
や
ら
の
巖い

わ

の
傍
ま
で

来
る
と
ひ
ょ
い
と
消
え
失
せ
た
。
羊
飼
い
が
そ
の
巌
に
近
づ
く
と
、
巖が

ん
と
う頭
に
は
綺
麗
な
赤
い
花
が
一
輪
咲
い
て
お
り
、
巌
の
中
か
ら
ト

ン
テ
ン
カ
ン
と
鎚つ

ち

打
つ
響
き
が
聞
こ
え
て
き
た
。
小
人
は
鍛か

じ冶
仕
事
に
励
み
な
が
ら
こ
う
歌
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　

わ
し
が
家
さ
で
、
わ
し
ゃ
金
貨
造
る
、

　
　
　
　
　

わ
し
の
名
前
は
ホ
ル
ツ
リ
ュ
ー
ル
ラ
イ
ン
、
ボ
ン
ネ
フ
ュ
ー
ル
ラ
イ
ン
。

　
　
　
　
　

あ
の
お
っ
母か

あ
が
こ
り
ょ
知
っ
た
な
ら
、

　
　
　
　
　

娘
の
リ
ュ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
や
ら
ず
に
済
む
だ
て
。

　

こ
れ
を
し
っ
か
り
聞
き
及
ん
だ
羊
飼
い
は
急
い
で
恋
人
と
そ
の
母
親
に
知
ら
せ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
小
人
が
ま
た
や
っ
て
来
て
、
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「
わ
し
の
名
前
が
分
か
っ
た
か
な
」
と
訊き

い
た
。
老
母
い
わ
く
「
お
や
ま
あ
、
あ
た
し
に
ど
う
し
て
お
名
前
が
分
か
り
ま
し
ょ
う
。
も

し
か
し
て
フ
ィ
ッ
ツ
リ
プ
ッ
ツ
リ
と
で
も
お
っ
し
ゃ
る
」。「
う
ん
に
ゃ
、
そ
ん
げ
な
名
前
じ
ゃ
ね
え
」
と
小
人
は
が
ら
が
ら
声
を
張
り

上
げ
た
。「
そ
れ
じ
ゃ
ペ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
フ
ェ
ル
ト
」
と
老
母
は
な
お
も
か
ら
か
っ
て
当
て
っ
こ
遊
び
を
続
け
る
。「
い
い
や
、
て
ん
か

ら
違
う
だ
よ
」
と
小
人
。「
さ
あ
て
訊
く
が
な
、
こ
れ
で
三
度
目
、
そ
う
し
て
最
後
だ
。
わ
し
ゃ
あ
な
ん
ち
ゅ
う
名
前
か
の
」。
す
る
と

老
母
は
こ
う
歌
っ
た
。

　
　
　
　
　

あ
ん
た
の
家
で
、
あ
ん
た
は
金
貨
造
る
、

　
　
　
　
　

あ
ん
た
の
名
前
は
ホ
ル
ツ
リ
ュ
ー
ル
ラ
イ
ン
、
ボ
ン
ネ
フ
ュ
ー
ル
ラ
イ
ン
。

　
　
　
　
　

こ
の
お
っ
母
あ
が
そ
り
ょ
知
っ
と
る
で
、

　
　
　
　
　

娘
の
リ
ュ
ー
ル
ラ
イ
ン
は
あ
ん
た
に
ゃ
貰も

ら

え
ん
。

　
「
悪
魔
が
教
え
や
が
っ
た
な
、
こ
の
ば
ば
あ
」
と
小
人
は
か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
絶
叫
、
ど
こ
か
へ
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
二
度
と

再
び
現
れ
な
か
っ
た
。
羊
飼
い
は
ロ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
と
結
婚
し
、
二
人
と
も
ご
く
幸
せ
に
な
っ
た
。

三
八
六　

殻か
ら
ざ
お棹
打
ち
と
小
人

　
　

昔
シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
城
の
納
屋
の
打
穀
場
で
二
人
の
殻
棹
打
ち
が
豌え

ん
ど
う豆
を
叩
い
て
莢さ

や

を
取
っ
て
い
た
。
打
穀
が
済
む
と
豌

豆
を
空
中
に
投
げ
上
げ
〔
て
莢
と
分
け
〕
た
。
と
こ
ろ
が
も
う
す
ぐ
仕
事
が
終
わ
ろ
う
と
い
う
の
に
、
一
向
豌
豆
が
積
も
っ
て
い
な
い
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の
に
気
付
い
た
。
豌
豆
は
空
中
に
飛
び
、
莢
が
落
ち
て
来
た
が
、
打
穀
場
に
は
豌
豆
が
何
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

─
「
お
い
、
ど

う
も
こ
い
つ
は
面め

ん
よ
う妖
だ
ぜ
」
と
一
人
が
相
棒
に
言
え
ば
、
相
棒
も
「
こ
り
ゃ
あ
悪
魔
が
ち
ょ
っ
か
い
出
し
て
や
が
る
な
」
と
応
じ
て
、

投
げ
上
げ
円シ

ャ
ベ
ル匙
を
こ
れ
ま
で
豌
豆
を
投
げ
て
い
た
方
向
へ
放
り
上
げ
た
。
す
る
と
突
然
小
人
が
一
人
彼
ら
の
前
に
姿
を
現
し
た
。
こ
や

つ
は
大
き
く
口
を
開
け
た
袋
を
手
に
し
て
い
た
。
こ
の
袋
の
中
へ
豌
豆
が
す
っ
か
り
飛
び
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
投
げ
上

げ
円シ

ャ
ベ
ル匙
が
命
中
し
て
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
が
小
人
の
頭
か
ら
も
ぎ
取
ら
れ
た
の
で
、
姿
が
見
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
。
そ
こ
で
こ
の
下
男
は
突
進
し

て
頭
巾
を
奪
い
、
も
う
一
人
は
脇
に
置
い
て
あ
っ
た
殻
棹
を
引
っ
摑つ

か

む
な
り
、
小
人
を
ぶ
ん
殴な

ぐ

ろ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
小
人
は
慌
て

て
逃
亡
、
豌
豆
の
入
っ
た
袋
と
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
を
残
し
て
行
っ
た
。
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
は
そ
の
後
長
い
こ
と
城
に
保
管
さ
れ
、
城
の
殿
た
ち
は
こ
れ

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
悪わ

る
さ戯
を
働
い
た
。

三
八
七　

イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵

　

シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
城
の
最
後
の
城
主
に
は
名
を
ベ
ル
タ
と
い
う
こ
よ
な
く
美
し
い
娘
が
あ
っ
た
。
こ
の
姫
に
粗
暴
な
荒
武
者

の
イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵
が
求
婚
し
た
。
伯
爵
の
城
は
ベ
ル
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ゼ
ー
ブ
ル
ク
の
中
間
に
あ
っ
た
。
彼
も
ま
た
そ
の
一
族
の

末ま
つ
え
い裔
で
、
こ
れ
ま
で
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
非
道
を
数あ

ま
た多
犯
し
て
い
た
。
麗
し
の
ベ
ル
タ
は
イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵
の
申
込
み
な
ど
て
ん
か
ら

受
け
つ
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
強
大
な
女
魔
法
使
い
だ
っ
た
伯
爵
の
母
親
が
こ
の
娘
に
呪
い
を
掛
け
た
の
で
、
彼
女
は
夜
な

夜
な
城
の
林
苑
を
徘は

い
か
い徊
し
、「
わ
た
し
を
助
け
て
、
わ
た
し
を
助
け
て
」
と
息
も
絶
え
絶
え
に
か
き
く
ど
く
羽
目
に
陥
っ
た
。
こ
れ
は

だ
れ
か
が
「
神
様
が
そ
な
た
を
お
助
け
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
」
と
言
っ
て
や
る
ま
で
続
く
の
だ
と
か
。
け
れ
ど
も
そ
れ
で
も
ま
だ
救
済

さ
れ
な
い
、
と
の
説
も
あ
る
。
あ
る
女
が
再
婚
で
儲も

う

け
た
男
の
子
が
、
大
学
で
神
学
を
学
ん
で
聖
職
者
と
な
り
、
最
初
の
説
教
を
す
る
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時
ま
だ
純
潔
で
あ
れ
ば
、
ベ
ル
タ
を
解
放
で
き
る
の
だ
云う

ん
ぬ
ん云
。
や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
は
ベ
ル
タ
は
か
わ
い
そ
う
に
極
め
て
長
い
間
浮
か

ば
れ
ず
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵
は
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
ま
す
ま
す
兇
悪
に
な
る
一
方
で
、
罪
に
罪
を
、
業ご

う

に
業
を
重
ね
続
け
た
。
あ
る
日
の
こ

と
料
理
番
が
彼
の
許も

と

に
一
匹
の
銀
白
の
鰻う

な
ぎ

─
（
実
は
白
蛇
）

─
を
持
っ
て
来
た
。
伯
爵
は
そ
れ
が
食
べ
た
く
て
堪た

ま

ら
な
く
な
り
、

召
使
い
の
だ
れ
か
れ
が
僭
越
に
も
そ
れ
を
味
わ
う
気
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
堅
く
禁
じ
た
。
さ
て
鰻
料
理
を
口
に
し
た
伯
爵
が
城
の
中
庭

に
下
り
て
行
く
と
、
夥

お
び
た
だ

し
い
声
を
耳
に
し
た
。
動
物
た
ち
が
喋し

ゃ
べ

る
の
が
聞
こ
え
、
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵
が
聴
い
た
こ
と
は
嬉
し
い
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
雌め

ん
ど
り鶏
連
の
コ
ッ
コ
ッ
コ
は
「
さパ

ッ

ケ

っ
さ
と
、
さパ

ッ

ケ

っ
さ
と
、

さパ

ッ

ケ

・

デ

ィ

ッ

ヒ

っ
さ
と
行
く
の
よ
」。
雄お

ん
ど
り鶏
は
羽
ば
た
い
て
、
伯
爵
に
こ
う
啼な

い
た
。「
逃フ

リ

ー

・

フ

リ

ー

げ
ろ
や
逃
げ
ろ
。
逃フ

リ

ー

・

フ

リ

ー

げ
ろ
や
逃
げ
ろ
」。
鳩は

と

た
ち
の
グ
ル

ル
グ
ル
ル
は
「
おデ

ィ
・
ブ
ル
ク城
、
おデ

ィ
・
ブ
ル
ク城
、
おデ

ィ
・
ブ
ル
ク
・
ゲ
ー
ト
・
ウ
ン
タ
ー

城
が
滅
び
る
」。
鵞が

ち
ょ
う鳥
ど
も
家あ

ひ
る鴨
ど
も
は
お
互
い
に
ギ
ャ
ッ
ク
ギ
ャ
ッ
ク
。

「
イグ

ラ
ー
フ
・
イ
ー
ザ
ン
グ

ー
ザ
ン
グ
伯
爵
、
イグ

ラ
ー
フ
・
イ
ー
ザ
ン
グ

ー
ザ
ン
グ
伯
爵
。
おエ

ス

・

イ

ス

ト

・

ア

レ

・

ア

レ

・

ア

レ

し
ま
い
、
お
し
ま
い
、
お
し
ま
い
。
おヴ

ォ
・
ダ
イ
ン
・
ハ
ウ
ス
・
ホ
イ
テ
・
シ
ュ
タ
ン
ト

館
が
今
日
建
っ
て
い
る
と
こ
、

明イ
ス
ト
・
モ
ル
ゲ
ン
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

日
に
な
れ
ば
水
、
水
、
水
、
水
」。
伯
爵
は
鳥
た
ち
が
こ
う
語
る
の
を
聴
い
て
、
ぞ
っ
と
身
の
毛
が
よ
だ
っ
た
。
そ
こ
へ
下
僕

の
一
人
が
息
せ
き
切
っ
て
駆
け
つ
け
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
殿
、
お
聞
き
で
。
殿
、
お
聞
き
で
。
犬
た
ち
が
こ
う
吠
え
て
お
り
ま
す
。

『
さア

ウ
フあ
、
さア

ウ
フあ
、
さア

ウ
フあ
。
おダ

ス
・
ハ
ウ
ス
・
ゾ
ル
・
イ
ム
・
フ
イ
・
イ
ム
・
フ
イ
・
フ
ェ
ア
ジ
ン
ケ
ン
・
フ
ェ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
デ
ン

館
が
あ
っ
と
い
う
間
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
沈
ん
じ
ゃ
う
、
消
え
ち
ま
う
』
と
」。

─
そ
こ
で
伯
爵
は
か
っ

と
激
怒
し
、
剣
を
鞘さ

や

か
ら
引
き
抜
い
て
怒
鳴
っ
た
。「
き
さ
ま
こ
そ
犬
め
だ
。
わ
し
は
、
あ
の
白
鰻
を
喰く

っ
て
は
い
か
ん
、
と
一
同
に

申
し
つ
け
た
の
に
、
き
さ
ま
は
喰
ら
い
お
っ
た
な
。
だ
も
の
で
、
き
さ
ま
、
た
わ
ご
と
を
耳
に
し
て
、
そ
れ
を
鸚お

う
む鵡
返
し
に
取
り
次
ぎ

お
る
わ
。
地
獄
へ
ま
い
れ
、
こ
の
や
く
ざ
鴉が

ら
す

の
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
野
郎
」。
言
う
な
り
伯
爵
は
下
僕
の
頭
を
真
っ
二
つ
に
し
、
馬
に
ま
た

が
る
と
城
か
ら
抜
け
出
し
、（
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
と
ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
の
間
に
あ
る
）
小
さ
な
町
ギ
ー
ボ
ル
デ
ハ
ウ
ゼ
ン
を
目
指
し
た
。

そ
の
背
後
で
百
雷
が
落
ち
た
よ
う
な
大
音
響
と
と
も
に
大
地
が
震
動
し
、
伯
爵
の
居
城
は
地
中
に
沈
み
、
代
わ
り
に
深
い
湖
が
出
現
し
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た
。
イ
ー
ザ
ン
グ
伯
爵
は
ギ
ー
ボ
ル
デ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
あ
っ
た
修
道
院
に
入
り
、
も
ろ
も
ろ
の
罪
を
痛
切
に
懺ざ

ん
げ悔
し
、
そ
の
資
産
か
ら
莫

大
な
寄
進
を
行
っ
た
。
シ
ュ
ヴ
ェ
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
城
の
か
わ
い
そ
う
な
ベ
ル
タ
も
後
に

─
も
っ
と
も
随
分
経
っ
て
か
ら
だ
が

─
飛

び
切
り
高
徳
な
若
い
聖
職
者
に
よ
っ
て
呪
い
を
解
か
れ
た
。

三
八
八　

鐘グ
ロ
ッ
ケ
ン
ゼ
ー

の
湖

　

ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
と
ウ
ス
ラ
ー
ル
の
間
の
モ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
町
に
庭
園
が
あ
っ
て
、
中
の
小
さ
な
湖
は
生オ

プ
フ
ァ
ー
タ
イ
ヒ

贄
の
池
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

昔
神テ

ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
諸
卿
は
モ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
拠
点
と
修
道
院
を
持
っ
て
い
た
。
よ
り
後
世
に
は
こ
の
池
の
傍
に
生
え
て
い
る
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
古
木
の

下
で
裁
判
が
行
わ
れ
、
有
罪
と
さ
れ
た
者
た
ち
は
正
義
の
贖し

ょ
く
ざ
い罪
の
生
贄
と
し
て
殺
さ
れ
て
か
ら
、
あ
る
い
は
生
き
な
が
ら
こ
の
池
に

沈
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
生オ

プ
フ
ァ
ー
タ
イ
ヒ

贄
の
池
と
い
う
の
だ
。
こ
の
池
は
大
き
く
は
な
い
が
、
大
層
深
い
。
地
下
か
ら
湧
く
水
源
が
幾
つ
か
あ
り
、

流
れ
込
む
水
流
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

神テ
ン
ペ
ル
ハ
ウ
ス

殿
騎
士
館
が
ま
だ
建
っ
て
い
た
頃
、
修
道
士
〔
＝
神テ

ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
〕
た
ち
は
新
た
に
鐘
を
鋳
造
、
教
会
の
鐘
楼
に
吊
し
た
。
し
か
し
通

例
の
慣
わ
し
に
背
い
て
、
鐘
に
あ
ら
か
じ
め
洗
礼
を
施
さ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。
神テ

ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
た
ち
が
し
た
こ
と
、
し
な
か
っ
た
こ
と
は
い

く
ら
も
あ
る
が
、ど
ち
ら
も
彼
ら
の
悪
評
の
基
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
降ク

リ
ス
マ
ス

誕
祭
の
深
夜
弥ミ

サ撒
に
初
め
て
こ
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
時
、

鐘
は
悲
鳴
の
よ
う
な
響
き
を
発
し
、鐘
楼
の
穴
か
ら
ま
っ
し
ぐ
ら
に
小
さ
な
深
い
湖
に
跳
び
出
し
た
。
そ
し
て
い
ま
だ
に
湖
底
に
あ
る
。

か
く
し
て
湖
は
鐘グ

ロ
ッ
ケ
ン
ゼ
ー

の
湖
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
降ク

リ
ス
マ
ス

誕
祭
の
夜
と
も
な
れ
ば
毎
年
こ
の
鐘
は
ま
る
ま
る
一
時
間
鳴
り
続
け
る
。

天
気
が
好
い
と
、
時
折
鐘
が
湖
底
に
横
た
わ
っ
て
緑
金
色
に
輝
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
湖
中
に
魚
は
棲す

ん
で
い
な
い
。
鐘
の
せ
い
で

生
き
て
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

─
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
リ
ク
リ
ン
ゲ
ン
近
傍
に
は
水
が
満
ち
溢
れ
た
底
知
れ
ぬ
地
溝
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が
あ
る
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
悪
魔
の
穴
と
も
い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
昔
悪
魔
が
こ
こ
に
教
会
を
ま
る
ご
と
落
と
し
た
。
そ
の
鐘
が

復オ
ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
と
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
に
鳴
る
の
が
い
ま
な
お
聞
こ
え
る
。

三
八
九　

ハハ
イ
ン
リ
ヒ
ス
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

イ
ン
リ
ヒ
の
隠
れ
処

　

ハ
ー
ル
ツ
の
小
さ
な
町
ギ
ッ
テ
ル
デ

─
ガ
ッ
テ
ル
デ
と
書
い
た
り
ギ
ッ
テ
ル
と
発
音
し
た
り
す
る
者
も
少
な
く
な
い
し
、
古
い
昔

に
は
ガ
テ
ィ
ラ
と
書
か
れ
て
い
る

─
か
ら
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
城ブ

ル
ク

の
方
向
へ
少
し
行
っ
た
、
さ
ほ
ど
奥
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
名

所
が
あ
る
。
こ
こ
は
鳥デ

ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

捕
り
と
綽あ

だ
な名
さ
れ
た
ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
囮お

と
り
ば場
だ
っ
た
。
王
国
の
使
節
団
が
彼
を
捜
し
当
て
帝
冠

を
捧
げ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
奥
方
と
と
も
に
緑
の
枝
葉
で
覆
わ
れ
た
静
か
な
隠
れ
処
に
潜
ん
で
い
た
。
使
節
団
が
近

寄
る
の
を
見
た
公
は
何
の
用
か
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
鳥
網
を
引
き
絞
る
ま
で
待
つ
よ
う
手
で
合
図
し
た
。
そ
こ
は
今
日
に
至
る
ま
で

ハハ
イ
ン
リ
ヒ
ス
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

イ
ン
リ
ヒ
の
隠
れ
処
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
公
は
ギ
ッ
テ
ル
デ
近
く
に
小
さ
な
城
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
あ
っ
た
場
所
を
土
地
の
者

は
い
ま
だ
に
示
し
、
あ
そ
こ
は
おデ

ィ
・
ブ
ル
ク城
と
申
し
ま
す
、
と
言
う
。
そ
の
傍
の
草
地
は
皇カ

イ
ザ
ー
ガ
ル
テ
ン

帝
の
お
庭
な
る
名
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
そ

こ
に
庭
園
を
設し

つ
ら

え
て
い
た
。
な
お
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
こ
う
し
た
お
気
に
入
り
の
場
所
の
他
、
周
辺
に
狩
猟
用
の
館や

か
た

を
幾
つ
も
持
っ
て

い
た
。
後
世
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
城ブ

ル
ク

が
築
か
れ
た
山
上
に
一
つ
、
ギ
ッ
テ
ル
デ
に
一
つ
、
ゼ
ー
ゼ
ン
に
一
つ
、
ヘ
ル
ツ
ベ
ル
ク
に
一
つ
、

シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
に
一
つ
、
シ
ル
ト
ベ
ル
ク
に
一
つ
、
ハ
ー
ル
ツ
ブ
ル
ク
ベ
ル
ク
に
一
つ
だ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ス
ベ
ル
ク
と
呼
ば

れ
る
丘
陵
が
後
に
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ス
ベ
ッ
ク
と
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
村
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
っ
た
。こ
こ
で
ハ
イ
ネ
マ
ン
・
フ
ォ

ン
・
ギ
ッ
テ
ル
デ
な
る
郷ユ

ン
カ
ー士
が
公
を
ひ
ど
く
悩
ま
し
た
熊く

ま

を
斃た

お

し
、
手
厚
い
賞
詞
と
褒
美
を
貰も

ら

っ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
熊
が
仕
留
め
ら

れ
た
場
所
に
礼
拝
堂
を
建
立
し
た
が
、
坊
さ
ん
た
ち
は
そ
こ
で
弥ミ

サ撒
を
執
り
行
う
つ
ど
祭
壇
の
前
に
絨じ

ゅ
う
た
ん毯
の
よ
う
に
敷
か
れ
た
こ
の
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熊
の
皮
の
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

─
後
に
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
は
ま
こ
と
に
壮
麗
な
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
城ブ

ル
ク

を
起

工
か
つ
竣し

ゅ
ん
こ
う工
さ
せ
、
大
い
に
贔ひ

い
き屓
に
し
て
滞
在
し
た
。
時
が
下く

だ

る
と
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
城ブ

ル
ク

は
さ
ま
ざ
ま
の
内
緒
事
の
舞
台
と
な
り
、

そ
の
城
壁
は
極
端
な
愛
の
快け

ら
く楽
と
極
端
な
愛
の
苦
悩
を
相
次
い
で
見
届
け
た
。
こ
の
城
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ

─
愛
人
エ
ー
フ
ァ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ト
を
こ
こ
に
住
ま
わ
せ
、
匿か

く
ま

っ
た

─
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
気
の
置
け
な
い

「
ハハ

イ
ン
リ
ヒ
ス
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

イ
ン
リ
ヒ
の
隠
れ
処
」
そ
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

─
ま
た
城
山
の
絶
壁
の
上
に
女
性
の
足
跡
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
の
が
い
ま
だ
に
見
え
る
。
あ
る
麗
人
が
し
ば
し
ば
長
い
間
こ
の
場
所
に
佇た

た
ず

み
、
焦
が
れ
る
眼
差
し
で
最
愛
の
ひ
と
の
到
来
を
、
今

か
今
か
、
と
見
張
っ
た
の
だ
。
昔
日
の
ド
イ
ツ
の
名
匠
が
こ
の
上
も
な
く
美
し
い
マ
リ
ア
の
姿
を
そ
う
描
い
た
よ
う
に
、
黄
金
色
の
巻

き
毛
を
靡な

び

か
せ
た
麗
人
の
姿
を
見
た
、
と
主
張
す
る
人
人
が
今
日
に
な
っ
て
も
ま
だ
存
在
す
る
。

三
九
〇　

ゴ
ス
ラ
ー
ル
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ロ
ッ
ホ

魔
の
穴

　

ゴ
ス
ラ
ー
ル
大
聖
堂
内
の
柱
の
一
つ
だ
が
、
下
か
ら
数
肘エ

レ尺
の
と
こ
ろ
に
な
ん
と
し
て
も
取
れ
な
い
血
痕
が
長
い
間
あ
っ
た
。
一
〇

六
三
年
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
が
ゴ
ス
ラ
ー
ル
に
行
幸
し
た
折
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
司
教
ホ
ル
ツ
ィ
ロ
と
フ
ル
ダ
の
修
道
院
長

ヴ
ィ
ー
デ
ラ
ー
ト
の
間
に
、
ど
ち
ら
の
位
が
上
か
、
よ
り
尊
貴
か
、
を
巡
っ
て
席
次
争
い
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
争
い
は
、
憤
激
し
た
対

抗
者
が
二
人
な
が
ら
武
装
し
た
男
た
ち
を
教
会
内
へ
呼
び
寄
せ
て
、
争
い
の
的
の
座
席
を
腕
に
掛
け
て
も
手
に
入
れ
よ
う
、
と
い
う
事

態
に
ま
で
発
展
。
悪
魔
が
唆

そ
そ
の
か

し
た
の
で
、
教
会
内
で
鋭
利
な
武
器
を
揮
っ
て
の
闘
い
が
本
当
に
始
ま
り
、
列
柱
の
周
囲
に
血
が
飛
び

散
り
、
教
会
の
扉
か
ら
庭
に
ま
で
流
れ
出
す
し
ま
つ
だ
っ
た
。
こ
れ
に
は
悪
魔
は
心
底
ご
満
悦
で
、
教
会
の
壁
を
つ
つ
い
て
穴
を
開
け
、

闘
士
た
ち
の
前
に
姿
を
現
し
、
彼
ら
を
煽あ

お

り
立
て
、
こ
の
瀆と

く
し
ん神
の
呪
わ
し
い
闘
争
で
斃た

お

れ
た
連
中
の
魂
を
手
中
に
収
め
た
。
こ
う
し
た （　

）
 169
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殺
し
合
い
が
や
っ
と
の
こ
と
で
止
み

─
降ク

リ
ス
マ
ス

誕
祭
の
三
日
間
続
い
た
と
か
。
ま
た
一
説
に
は
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
の
前
の
こ
と
だ
っ
た
由

─

祭
壇
の
司
祭
が
「
コ
ノ
日
ヲ
栄ハ

エ
ア
ル
モ
ノ
ニ
ナ
シ
タ
マ
イ
シ
ハ
汝ナ

レ

」
と
詠
唱
す
る
と
、
自
分
が
拵こ

し
ら

え
た
穴
に
頭
を
突
っ
込
ん
だ
悪

魔
が
、
火
の
よ
う
に
赤
い
舌
を
腕
ほ
ど
の
長
さ
に
突
き
出
し
、「
コ
ノ
日
ヲ
血
ミ
ド
ロ
ノ
争
イ
ニ
ナ
セ
シ
ハ
我
」
と
大
き
な
が
ら
が
ら
声

で
が
な
っ
た
。

─
人
人
は
後
に
そ
の
穴
を
塞
ご
う
と
し
た
が
、
開
い
た
ま
ま
だ
っ
た
。
聖
水
を
注
い
で
も
、
聖
水
で
溶
い
た
灰モ

ル
タ
ル泥
を

用
い
て
も
だ
め
だ
っ
た
。
一
旦
閉
じ
て
も
、
最
後
の
石
が
再
三
転
げ
出
し
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
マ
イ

ン
川
に
架
か
る
橋
の
穴
み
た
い
に
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
九
）。
と
う
と
う
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
に
懇
請
さ
れ
た
何
人
か
の
棟
梁
が
こ
の

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ロ
ッ
ホ

魔
の
穴
に
一
匹
の
黒
猫
を
塗
り
込
め
、
最
後
の
石
を
嵌は

め
る
前
に
こ
う
唱
え
た
。「
神
の
御み

な名
に
お
い
て
動
か
ず
に
い
る
つ
も
り
が

な
い
な
ら
、
悪
魔
の
名
に
お
い
て
動
か
ず
に
い
ろ
」。

─
す
る
と
こ
の
石
は
保も

っ
た
。
保
ち
は
し
た
が
、
壁
に
は
ま
た
し
て
も
一
筋

裂
け
目
が
走
っ
た
。
こ
の
裂
け
目
は
や
は
り
補
修
で
き
な
か
っ
た
。

　

ゴ
ス
ラ
ー
ル
の
中マ

ル

ク

ト

央
広
場
に
あ
る
古
風
な
市
庁
舎
の
前
に
と
て
も
大
き
な
金
属
製
鐃シ

ン
バ
ル鈸
が
あ
る
。
こ
れ
は
悪
魔
の
造
っ
た
も
の
だ
そ

う
な
。
真
夜
中
に
こ
れ
を
叩
く
者
は
悪
魔
を
呼
べ
る
と
か
。
も
っ
と
も
本
当
に
悪
魔
が
来
る
か
ど
う
か
し
か
と
は
分
か
ら
な
い
。
そ
の

響
き
は
素
晴
ら
し
く
、
町
に
火
事
が
起
こ
っ
た
時
に
は
こ
れ
が
打
た
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
警
鐘
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
て
い
る
。

三
九
一　

ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
と
ラ
ム
ベ
ル
ク

　

ゴ
ス
ラ
ー
ル
近
郊
の
資
源
豊
か
な
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
鉱
山
に
は
数
多
く
の
伝
説
が
あ
る
。
山
の
胎
内
に
は〔
坑
道
の
支
柱
と
し
て
〕

ゴ
ス
ラ
ー
ル
全
市
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
材
木
が
あ
る
と
か
。
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
二
世
に
仕
え
る
猟
師
で
そ
の
名
を
ラ
ム
と
い
う
男
が
ゴ
ー

ザ
な
る
妻
を
持
っ
て
い
た
。
皇
帝
は
こ
の
夫
婦
を
大
層
重
ん
じ
て
い
た
の
で
、
ハ
ー
ル
ツ
山ヴ

ァ
ル
ト地
縁
辺
の
地
域

─
今
日
の
ゴ
ス
ラ
ー
ル
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と
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
が
位
置
す
る
部
分
を
含
む
ば
か
り
か
、
更
に
遠
く
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
と
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
に
ま
で
及

ぶ

─
を
そ
っ
く
り
下
賜
し
た
。
夫
妻
は
そ
こ
に
幾
つ
も
都
市
を
建
設
、
採
鉱
を
も
開
始
し
た
。
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
鉱
山
の
名
は
こ

の
猟
師
に
因
む
し
、
そ
の
妻
ゴ
ー
ザ
か
ら
ゴ
ー
ゼ
川
が
、
同
じ
く
ゴ
ス
ラ
ー
ル
市
と
味
わ
っ
た
者
に
は
名
高
い
同
市
の
麦ビ

ー
ル酒
ゴ
ー
ゼ
が

由
来
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
教
会
墓
地
に
あ
る
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
礼
拝
堂
内
に
は
夫
妻
の
墓
碑
が
見
ら
れ
る
。
猟

師
は
片
手
に
剣
を
掲
げ
、
ゴ
ー
ザ
夫
人
は
冠
を
被か

ぶ

っ
て
い
る
。
初
め
て
鉱
脈
の
存
在
を
発
見
し
た
の
は
猟
師
ラ
ム
だ
っ
た
。
一
頭
の

牝め
じ
か鹿
を
追
っ
て
い
た
彼
は
馬
上
で
は
森
の
繁し

げ

み
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
乗
っ
て
来
た
馬
を
木
に
繫
い
で
、
自
分
は
鹿
の
足
跡
を
追
っ

た
。
戻
っ
て
来
る
と
、
馬
は
足あ

が搔
い
た
あ
げ
く
値
打
ち
の
あ
る
鉱
石
を
蹄ひ

づ
め

で
幾
つ
も
掘
り
出
し
て
い
た
。
ラ
ム
は
こ
れ
ら
の
鉱
石
を

皇
帝
の
許も

と

に
持
参
し
た
。

　

鉱
山
経
営
が
始
ま
る
と
、
悪
魔
も
鉱
坑
を
一
つ
手
に
入
れ
た
。
そ
の
権
利
は
あ
ら
か
た
悪
魔
の
も
の
で
、
銀
が
大
層
豊
富
だ
っ
た
。

な
に
し
ろ
こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
こ
や
つ
と
契
約
し
た
連
中
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
あ
し
た
多
額
の
金
を
稼
げ
な
か
っ
た
の

で
ね
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
悪
魔
は
坑
夫
た
ち
を
た
っ
ぷ
り
働
か
せ
、
他
の
鉱
坑
経
営
者
と
同
様
毎
週
賃
金
を
支
払
っ
た
。
と
こ
ろ
で

ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
の
産
出
物
は
全
て
一
括
売
却

─
こ
の
遣や

り
方
を
同
地
で
は
惣コ

ム
ニ
オ
ー
ン

管
理
と
称
し
た

─
後
、
総
売
り
上
げ
が
鉱
坑
の

持
ち
主
の
間
で
分
配
さ
れ
た
の
だ
が
、
一
度
悪
魔
以
外
の
経
営
者
た
ち
が
〔
共
謀
し
て
〕
悪
魔
を
騙だ

ま

そ
う
と
考
え
た
。
こ
れ
に
悪
魔
は

か
ん
か
ん
に
な
り
、
自
分
の
所
有
す
る
坑
道
を
崩
壊
さ
せ
、
だ
れ
に
も
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
こ
で
約
千
人
が
落
下
す
る
岩
石
の

た
め
惨
死
し
た
。
崩
落
し
た
箇
所
は
今
日
に
至
る
ま
で
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
グ
ル
ー
ベ

魔
の
鉱
坑
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
を
見
下
ろ
す
〔
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
と
〕
名
前
の
似
た
ラ
ム
ベ
ル
ク
の
山
頂
に
は
一
面
夥

お
び
た
だ

し
い
巖が

ん
か
い塊
が
散
乱

し
て
い
る
。
土
地
の
者
は
こ
れ
を
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ミ
ュ
ー
レ

魔
の
粉
挽
き
小
屋
と
呼
ん
で
い
る
。
あ
る
粉こ

な
ひ挽
き
だ
が
、
自
分
の
風
車
小
屋
の
位
置
が
あ
ま
り
高

く
も
な
い
し
開
け
た
と
こ
ろ
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
風
に
は
決
し
て
事
欠
か
な
い
ラ
ム
ベ
ル
ク
の
頂
き
に
一
軒
欲
し
い
、
と
思
っ
た
。
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悪
魔
が
彼
に
な
ん
と
も
素
敵
な
仕
組
み
の
建
物
を
約
束
し
た
。
い
わ
く
、
た
っ
た
一
晩
で
、
一い

ち
ば
ん
ど
り

番
鶏
が
啼
く
前
に
造
っ
て
進
ぜ
る
、
そ

の
代
わ
り
お
も
し
ろ
お
か
し
く
三
十
年
暮
ら
し
た
ら
粉
挽
き
の
魂
は
悪
魔
の
も
の
と
な
る
の
だ
、
と
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
契
約
締
結

の
際
両
契
約
者
は
双
方
と
も
見
込
み
違
い
を
や
ら
か
し
た
。
な
る
ほ
ど
悪
魔
は
風
車
小
屋
を
仕
上
げ
た
が
、
見
せ
ら
れ
た
粉
挽
き
は
、

ま
だ
一
つ
石
の
碾ひ

き
臼う

す

が
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
。
悪
魔
は
碾
き
臼
を
取
り
に
行
こ
う
と
急
い
で
立
ち
去
っ
た
が
、
宙

を
飛
ん
で
戻
っ
て
来
る
と
、
眼
下
の
風
車
小
屋
の
屋
根
で
も
う
雄お

ん
ど
り鶏
が
刻と

き

を
告
げ
た
。
こ
れ
に
恐
ろ
し
く
腹
を
立
て
た
悪
魔
は

─
粉

挽
き
の
魂
ご
と
き
が
よ
っ
ぽ
ど
大
事
だ
っ
た
に
違
い
な
い

─
た
だ
ち
に
で
き
た
ば
か
り
の
仕
組
み
を
そ
っ
く
り
全
部
、風
車
の
翼
も
、

風
車
の
輪
も
、
回
転
軸
も
、
運
ん
で
来
た
石
の
碾
き
臼
で
木
っ
端
微み

じ
ん塵
に
ぶ
ち
壊
し
、
石
臼
自
体
も
ほ
と
ん
ど
ば
ら
ば
ら
に
し
て
ラ
ム

ベ
ル
ク
の
天
辺
全
体
に
撒
き
散
ら
し
た
。
粉
挽
き
は
分
別
を
取
り
戻
し
、
今
度
は
己お

の

が
魂
を
神
に
委
ね
、
二
度
と
再
び
危
険
な
高
み
に

風
車
小
屋
を
建
て
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

三
九
二　

聖
ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
の
鉱
坑

　

ハ
ー
ル
ツ
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
深
く
に
山
の
町
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
が
あ
る
。
こ
の
町
は
以
前
採
鉱
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
数
あ
る
鉱
坑

─
残
念
な
が
ら
現
在
極
め
て
多
く
が
既
に
廃
坑
に
な
っ
て
い
る

─
の
中
で
も
「
聖

ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
」、「
サ
ム
ソ
ン
」、「
カ
タ

リ
ー
ネ
・
ノ
イ
フ
ァ
ン
グ
」、「

大
デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
・

ヨ
ー
ハ
ン
」
そ
し
て
「
黄デ

ア
・
グ
ロ
ー
セ
・
ア
ル
タ
ー
ル

金
の
祭
壇
」
が
最
も
豊
鉱
だ
っ
た
。
さ
ほ
ど
豊
鉱
で
は
な
い
が

綺
麗
な
名
を
持
つ
鉱
坑
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「

曙
モ
ル
ゲ
ン
レ
ー
テ

」、「
夕ア

ー
ベ
ン
ト
レ
ー
テ

映
え
」、「
千ト

イ
ア
ー
ダ
ン
ク

万
忝
な
い
」、「
天エ

ン
ゲ
ル
ス
ブ
ル
ク

使
の
城
」、「
三ド

ラ
イ
・
リ
ン
ゲ

つ
の
指
環
」、

「
葡ヴ

ァ
イ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク

萄
の
樹
」
等
等
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
。
鉱
坑
の
中
に
は
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
た
ち
も
い
た
。
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
に
仕
え
る
律
儀
者
の

坑
夫
頭

─
も
う
高
齢
で
、
髪
も
髭ひ

げ

も
雪
白
だ
っ
た

─
が
こ
う
し
た
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
の
一
人
に
出
く
わ
し
た
。
す
る
と
山ベ

ル
ク
ガ
イ
ス
ト

の
精
は
坑
夫
頭

（　

）
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に
は
っ
と
息
を
吹
き
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
老
人
は
お
か
し
な
気
分
に
な
り
、
自
分
が
も
う
す
ぐ
死
ぬ
の
だ
、
と
思
い
込
ん
だ
。

地
表
に
戻
る
と
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
ら
し
く
間
近
な
死
の
準
備
を
し
た
。
な
に
し
ろ
髪
の
毛
も
悉

こ
と
ご
と

く
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
、
つ
る

つ
る
の
禿
頭
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
し
。

─
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
命
長
ら
え
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
新
た
に
見
事
な
黒
い
髭
と
頭
の

毛
が
生
え
そ
ろ
い
、
見
る
見
る
若
返
り
、
堂
堂
た
る
男
前
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ま
た
し
て
も
求
婚
し
、
子
ど
も
を
四
人
授
か
り
、
極
老

に
な
っ
て
漸よ

う
や

く
亡
く
な
っ
た
。
彼
の
子
孫
は
そ
の
後
長
い
間
鉱
山
監
督
官
と
し
て
グ
ル
ー
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
採
鉱
場
の
指
揮
を
立
派
に

執
っ
た
。

　

こ
れ
は
ま
た
別
の
坑
夫
頭
だ
が
、
こ
の
男
は
、
採
鉱
量
が
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
時
期
、

大
デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
・

ヨ
ー
ハ
ン
と
黄デ

ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ア
ル
タ
ー
ル

金
の
祭
壇
に
あ
る

鉱
脈
豊
か
な
採
掘
切き

り
は羽
の
幾
つ
か
を
取
り
の
け
て
お
い
た
。
い
つ
か
生
産
量
が
低
下
し
た
場
合
補
充
に
供
し
よ
う
と
手
を
着
け
な
い
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
気
付
い
た
仲
間
は
、
坑
夫
頭
が
こ
れ
ら
の
切
羽
を
己お

の
れ

の
た
め
に
隠い

ん
と
く匿
し
た
の
だ
、
と

思
い
、
横
領
着
服
の
廉か

ど

で
告
訴
し
た
。
横
領
罪
は
当
時
死
刑
に
該
当
し
た
の
で
、
男
は
哀
れ
に
も
さ
っ
さ
と
片
を
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
斬
首
さ
れ
る
た
め
処
刑
場
に
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
た
坑
夫
頭
は
、
そ
の
前
に
こ
う
叫
ん
だ
。「
わ
し
の
無
実
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
、
神
様

は
御み

し
る
し徴
を
お
示
し
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
れ
ら
の
鉱
坑
に
呪
い
が
降
り
掛
か
れ
。
硝ガ

ラ
ス子
の
目
と
鹿し

か

の
脚
を
持
っ
た
伯
爵
が
生
ま
れ
、
生
き

長
ら
え
る
ま
で
な
あ
」。
死
刑
執
行
人
が
剣
を
揮ふ

る

い
、無
実
の
男
の
首
が
落
ち
た
が
、胴
体
か
ら
は
血
で
は
な
く
二
筋
の
乳ミ

ル
ク

が
迸

ほ
と
ば
し

っ
た
。

こ
れ
こ
そ
神
が
示
し
た
徴
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
遠
雷
の
ご
と
き
響
き
が
聞
こ
え
、
た
め
に
大
地
が
揺
れ
動
い
た
。
坑
夫
頭
が
そ

の
名
を
口
に
し
た
鉱
坑
〔
＝

大
デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
・

ヨ
ー
ハ
ン
と
黄デ

ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ア
ル
タ
ー
ル

金
の
祭
壇
〕
が
崩
壊
し
、
も
は
や
決
し
て
入
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
。
後
に
と

う
と
う
〔
鉱
坑
の
持
ち
主
で
あ
る
〕
伯
爵
家
の
御お

ん
ぞ
う
し

曹
司
が
硝ガ

ラ
ス子
の
目
と
鹿
の
脚
を
持
っ
て
誕
生
、
埋
没
し
た
鉱
坑
か
ら
再
び
採
鉱
で
き

る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
望
み
は
あ
え
な
く
潰つ

い

え
た
。
こ
の
奇
態
な
子
ど
も
は
生
き
続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
息
を
引
き
取
っ
た
の
で
、

鉱
坑
は
永
遠
に
埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
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三
九
三　

シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城
の
精

　

ハ
ー
ル
ツ
の
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城
は
本
当
の
巌が

ん
せ
き石
城
だ
っ
た
が
、
十
一
世
紀
こ
こ
に
ル
ッ
タ
ー
ベ
ル
ク
な
い
し
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル

ト
な
る
高
貴
な
伯
爵
一
族
が
居
を
構
え
て
い
た
。
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
時
代
に
生
き
た
そ
の
家
系
の
一
人
が
美
し
い
奥
方
を
持
っ

て
い
た
。
皇
帝
は
こ
の
伯
爵
夫
人
が
途と

て
つ轍
も
な
く
お
気
に
召
し
た
。
と
こ
ろ
で
城
に
は
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
や
皺ハ

イ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン

く
ち
ゃ
小
人
的
性
格
の

家ハ
ウ
ス
ガ
イ
ス
ト

の
精
〔
＝
コ
ー
ボ
ル
ト
〕
が
一
人
棲
ん
で
い
た
。
も
っ
と
も
そ
の
名
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
。
こ
の
精
は
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
を

巌い
わ

か
ら
斫き

り
出
し
、
築
き
上
げ
る
時
に
既
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
存
在
で
、
し
ば
し
ば
体
つ
き
の
へ
ん
て
こ
な
ち
い
ち
ゃ
い
爺じ

い

様
の
姿

で
出
現
し
た
。
身
な
り
は
坑
夫
か
土ど

か
た方
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
棲す

み
か処
は
望
楼
だ
っ
た
。
城
の
住
人
の
許も

と

に
現
れ
る
の
は
慶
事
の
前
か
、
凶

事
の
前
で
、
慶
事
が
間
近
な
時
は
生
き
生
き
と
し
て
嬉
し
そ
う
、
凶
事
が
起
こ
り
そ
う
な
時
は
し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
様
子
な
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
場
合
、
姿
を
見
ら
れ
る
の
は
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房
か
中
庭
か
厩う

ま
や

だ
っ
た
。
さ
て
、
い
つ
の
こ
と
か
、
伯
爵
と
奥
方
が
ゴ
ス
ラ
ー
ル
で
開
か

れ
た
宮
中
御ぎ

ょ
え
ん宴

─
皇
帝
に
招
待
さ
れ
た
も
の

─
か
ら
居
城
へ
戻
り
、
城
門
か
ら
中
へ
入
ろ
う
と
し
た
時
、
城
の
精
が
悲
し
げ
に
目

に
一
杯
涙
を
溜た

め
て
い
る
の
を
目
撃
し
、
凶
事
を
予
感
し
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
一
家
と
昵じ

っ
こ
ん懇
の
間
柄
で
あ
る
修

道
士
が
ペ
ル
デ
修
道
院
か
ら
や
っ
て
来
て
、
皇
帝
の
使
い
、
と
名
乗
り
、
伯
爵
の
主
君
た
る
皇
帝
が
修
道
院
で
彼
を
待
っ
て
い
る
、
と

伝
え
た
。
ど
こ
か
遠
方
へ
伯
爵
を
使
節
と
し
て
派
遣
す
る
た
め
だ
、
と
。
伯
爵
が
い
な
く
な
る
と
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
偶
然
を
装
っ

て
皇
帝
が
城
へ
と
登
っ
て
来
た
。
騎
馬
で
狩
猟
の
最
中
嵐
に
遭あ

っ
た
の
で
避
難
場
所
を
求
め
て
、
と
い
う
口
実
。
腹
心
の
か
の
修
道
士

も
伴
を
し
て
い
た
。
こ
や
つ
の
手
助
け
で
皇
帝
は
無
邪
気
な
伯
爵
夫
人
に
対
す
る
浅
ま
し
い
計
画
を
実
行
に
移
し
た
わ
け
。
伯
爵
夫
人

の
方
は
皇
帝
の
臨り

ん
ぎ
ょ御
が
こ
う
も
お
ぞ
ま
し
い
底
意
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
ど
と
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
気
付
か
な
い
で
い
た
。け
れ
ど
も〔
犯

罪
が
行
わ
れ
る
と
〕
す
ぐ
さ
ま
城
で
恐
ろ
し
い
騒
ぎ
が
持
ち
上
が
っ
た
。
例
の
精
が
塔
の
屋
根
を
剥は

ぎ
取
っ
て
投
げ
落
と
し
、
皇
帝
と

（　
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そ
の
幇ほ

う
じ
ょ
し
ゃ

助
者
で
あ
る
下
劣
な
修
道
士
が
や
ら
か
し
た
こ
と
を
高
い
と
こ
ろ
か
ら
そ
こ
い
ら
中
に
わ
め
き
散
ら
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
精

は
こ
の
坊
主
を
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
追
っ
か
け
回
し
、
し
た
た
か
に
苛い

じ

め
た
の
で
、
修
道
士
は
と
う
と
う
ハ
ー
ル
ツ
の
川
オ
ー
ダ
ー
の
巌

壁
を
見
下
ろ
す
高
み
で
縊い

し死
し
た
。
こ
の
場
所
は
今
な
お
汚シ

ャ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

辱
の
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
皇
帝
は
生
涯
己お

の

が
所
業
を
悔
い
た
。
そ
の
後

精
は
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城
の
塔
に
屋
根
が
あ
る
の
を
決
し
て
許
さ
な
か
っ
た
。
な
お
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
か
よ
う
に
王
侯
ら
し
か
ら

ぬ
態
度
で
接
し
た
の
は
、
ル
ッ
タ
ー
ベ
ル
ク
な
い
し
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
伯
爵
夫
人
で
は
な
く

─
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ヘ
ル
デ
ン
な
る

名
の
騎
士
の
夫
人
だ
、
と
語
る
者
も
少
な
く
な
い
。

三
九
四　

ニ
ク
サ
イ
と
葡ヴ

ァ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ロ
ッ
ホ

萄
園
の
穴

　

か
つ
て
の
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城
か
ら
一
時
間
、
オ
ス
タ
ー
ハ
ー
ゲ
ン
村
近
傍
に
噂
の
高
い
洞ど

う
く
つ窟
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
流
れ
出
す
小

川
を
ヌ
ー
マ
と
い
う
。
こ
の
流
れ
は
と
き
ど
き
赤
く
染
ま
る
。
こ
れ
は
あ
る
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
の
血
な
の
だ
。
こ
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
は
諸
所
の

他
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
と
同
様
人
間
に
恋
を
し
た
の
で
不
幸
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
流
れ
は
や
が
て
水ニ

ク
ス
タ
イ
ヒ

の
精
の
池
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
湖
を

作
る
。
そ
の
近
く
に
あ
る
農
場
は
ニ
ク
サ
イ
と
い
う
。
こ
こ
で
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
は
恋
人

─
あ
る
巨
人
の
息
子

─
と
何
度
も
逢
引
を
し

て
い
た
が
、
と
う
と
う
恋
人
の
父
親
で
残
忍
粗
暴
な
山
の
巨
人
が
こ
れ
に
気
づ
き
、
ひ
ど
く
脅
し
て
こ
の
情
事
を
断た

ち
切
っ
た
。
以
来

か
わ
い
そ
う
に
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
は
あ
の
大
き
く
恐
ろ
し
い
水
晶
の
洞
窟
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
い
ま
だ
に
な
ん
と
か
そ
こ
か
ら
逃

れ
出
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
甲
斐
無
い
努
力
の
際
に
彼
女
の
血
が
洞ど

う
く
つ窟

─
葡ヴ

ァ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ロ
ッ
ホ

萄
園
の
穴
と
呼
ば
れ
る

─
か
ら
湧
き
出
る

水
に
混
じ
る
の
で
あ
る
。
ニ
ク
サ
イ
の
近
く
に
幾
つ
か
採
石
場
が
あ
る
が
、
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
リ
ー
ト
修
道
院
は
悉し

っ
か
い皆
こ
こ
の
石
で
作
ら
れ

た
由
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
洞
窟
自
体
に
莫
大
な
財
宝
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
手
に
入
れ
る
に
は
な
ま
じ
な
こ
と
で
は
済

（　
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ま
な
い
。
こ
れ
を
企
て
て
死
を
遂
げ
た
者
は
多
い
。
山
の
精
、
山
小
人
、
さ
て
は
山ベ

ル
ク
メ
ン
ヒ

の
修
道
士
な
ど
が
洞
窟
内
を
徘は

い
か
い徊
し
て
い
る
し
、

奇
怪
な
声
が
諸
所
で
響
く
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
鉱
脈
が
語
り
掛
け
る
し
、
洞
窟
内
は
入
り
組
ん
だ
迷
路
に
な
っ
て
い
る
の
で
滅
多
に

戻
っ
て
来
ら
れ
な
い
し
、
迷
わ
な
い
で
済
ん
で
も
事
故
に
遭あ

う
の
だ
。
ま
だ
五
十
年
も
経
た
な
い
が
、
ア
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
男
が
や
っ
て

来
て
、
洞
窟
で
で
っ
か
い
山
を
当
て
て
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
周
到
に
準
備
を
調
え
た
上
、
ラ
ウ
タ
ー
ブ
ル
ク
か
ら
何
人
か
協

力
者
も
連
れ
て
来
た
。
そ
し
て
男
が
潜
り
込
ん
だ
わ
け
だ
が
、
無
理
や
り
通
り
抜
け
よ
う
と
し
た
通
路
の
一
つ
に
ぎ
ゅ
っ
と
嵌は

ま
り
込

ん
で
し
ま
い
、
前
へ
進
む
こ
と
も
、
後
ろ
へ
下
が
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
坑
夫
た
ち
が
鶴つ

る
は
し嘴
や
円シ

ャ
ベ
ル匙
で
な
ん
と
か
救
い
出
す
よ

う
指
示
さ
れ
た
が
徒
労
に
終
わ
り
、
シ
ル
ダ
の
井
戸
に
埋
め
ら
れ
た
例
の
壁
工
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
四
）
み
た
い
に
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ

た
。
男
は
遂
に
、
ど
う
か
殺
し
て
く
れ
、
と
切
願
し
た
。
な
に
し
ろ
状
況
は
絶
望
的
で
恐
ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
。

─
そ
こ
で
非

常
手
段
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
胴
体
に
綱
を
括く

く

り
付
け
て
、
死
ぬ
か
生
き
る
か
天
に
委
ね
て
引
っ
張
り
出
そ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
さ
よ
う
、
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
。
な
に
し
ろ
、
力
一
杯
綱
を
引
き
、
一
気
に
ぐ
い
っ
と
や
る
と
、
男
の
体
が
転
げ
出

し
た
。
転
げ
出
し
た
の
は
い
い
が
、
残
念
な
が
ら
頭
が
も
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

洞
窟
内
で
は
地
下
を
流
れ
る
水
の
上
に
大
き
な
梁は

り

が
横
た
わ
り
、
そ
の
奥
に
悪
魔
が
金
銀
の
山
を
傍
ら
に
し
て
坐す

わ

っ
て
い
る
。
こ
れ

を
手
に
入
れ
た
け
れ
ば
三
人
連
れ
で
入
り
、
だ
れ
が
悪
魔
の
も
の
に
な
る
か
籤く

じ

で
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
二
人
は
無
事
に
洞
窟

か
ら
外
へ
出
ら
れ
、
運
べ
る
だ
け
の
富

マ
ン
モ
ン

を
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
凶
の
籤
を
引
き
当
て
た
三
人
目
は
悪
魔
に
よ
っ
て
ず
た
ず
た
に

引
き
裂
か
れ
る
の
だ
。
一
組
の
余よ

そ
も
の

所
者
が
し
げ
し
げ
や
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
連
中
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
で
黒
魔
術
を
心
得
て

い
た
。
そ
し
て
人
人
を
洞
窟
へ
同
行
す
る
よ
う
誘
い
、
い
か
さ
ま
に
掛
け
て
こ
の
人
た
ち
に
死
の
籤
、
す
な
わ
ち
悪
魔
の
籤
を
摑つ

か

ま
せ
、

自
分
ら
は
い
つ
も
心
軽
や
か
、
も
っ
と
も
お
宝
の
方
は
ず
っ
し
り
重
い
の
を
背
負
っ
て
穴
か
ら
出
て
来
た
し
だ
い
。
さ
て
、
こ
や
つ
ら

は
ま
た
し
て
も
あ
る
男

─
そ
の
名
を
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
と
い
い
、
オ
ス
タ
ー
ハ
ー
ゲ
ン
の
出

─
を
言
葉
巧
み
に
説
き
、
金
貨
を
た
く
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さ
ん
提
供
し
た
。
男
は
す
こ
ぶ
る
貧
乏
で
、
八
人
も
子
ど
も
が
あ
っ
た
が
、
怖お

じ
気け

づ
い
た
。
け
れ
ど
も
男
に
は
賢
い
妻
が
い
て
、
こ

の
妻
が
、心
配
し
な
い
で
あ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
お
行
き
な
さ
い
、と
勧
め
た
。「
あ
た
し
は
ね
、あ
ん
た
が
戻
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に
、

ち
ゃ
ん
と
用
意
を
し
と
き
ま
す
」
と
。
そ
し
て
夫
の
上
着
に
褐
色
の
茉マ

ヨ

ナ

ラ

夭
刺
那
を
縫
い
込
み
、
神
の
御み

な名
に
お
い
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
、
と
送
り
出
し
た
。
こ
の
魔
法
の
草
は
男
を
護ま

も

っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
た
ち
は
狡
賢
く
立
ち
回
っ
た
が
、
籤
は
男
で
は
な
く
、
連

中
の
一
人
に
当
た
っ
た
。
シ
ュ
ロ
ッ
サ
ー
は
財
宝
を
た
っ
ぷ
り
持
っ
て
洞
窟
か
ら
帰
還
し
、
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
に
引
っ
越
し
、

そ
こ
に
綺
麗
な
家
を
建
て
た
。
け
れ
ど
も
洞
窟
内
で
目
の
当
た
り
に
し
た
、
悪
魔
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
片
割
れ
を
生
き
な
が
ら
引
き

裂
く
恐
ろ
し
い
光
景
を
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

訳
注

 

タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ　

T
angerm

ünde.  
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
南
部
に
あ
る
小
都
市
。
エ
ル
ベ
河
畔
に
位
置
す
る
。

 

輪
舞
は
聳そ

び

え
立
つ
科リ

ン

デ
の
木
の
下
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
た  der sich unter der hohen Linde lustig drehte.　

村
落
の
農
民
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、
町

住
ま
い
の
市
民
た
ち
も
科リ

ン

デ
の
木
の
周
り
で
こ
の
よ
う
に
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。
裕
福
な
身
な
り
の
男
女
が
科リ

ン

デ
の
木
の
下
で
手
を
繫
ぎ
合
い
、
傍
に
楽
士
た
ち

を
侍
ら
せ
て
い
る
十
六
世
紀
の
木
版
画
が
あ
る
。

 

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル　

Stendal.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
郡
庁
所
在
地
の
中
都
市
。
エ
ル
ベ
川
を
去
る
西

方
に
あ
り
、
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
と
の
距
離
は
一
二
〇
キ
ロ
。

 

ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方　

A
ltm

ark.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
北
部
の
地
方
。
西
の
ド
ラ
ヴ
ェ
ー
ン
か
ら
東
は
エ
ル
ベ
河
畔
ま
で
歴
史
的
文
化
的
景
観

が
拡
が
っ
て
い
る
。

 

ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン　

Gardelegen.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
郡
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
中
都
市
。
面
積
で
は
ド
イ
ツ
第
三
位
。
ア

ル
ト
マ
ル
ク
地
方
南
西
部
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
北
方
に
あ
る
。

 

ゾ
ル
ト
ヴ
ェ
ー
デ
ル　

Soltw
edel.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
郡
郡
庁
所
在
地
の
中
都
市
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ルSalzw

edel

（
後
段

に
は
こ
の
名
称
で
出
る
）。

（　

）
 195

）（（）（（）（（）（（）（（）（（
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ゼ
ー
フ
ー
ス　

Seehus.  

後
段
で
は
「
ゼ
ー
ハ
ウ
ス
」Seehaus 

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
シ
ュ
テ
ン

ダ
ー
ル
郡
の
町
ゼ
ー
ハ
ウ
ゼ
ンSeehausen

。
エ
ル
ベ
河
の
支
流
ア
ー
ラ
ン
ト
川
河
畔
に
位
す
る
。
名
称
の
由
来
は
近
く
に
湖ゼ

ー

が
あ
っ
た
か
ら
。
一
三
五

八
─
一
四
八
八
年
ハ
ン
ザ
同
盟
に
所
属
。

 
ヴ
ェ
ル
ベ
ン　

W
erben.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
最
北
に
位
置
す
る
小
邑
。
エ
ル
ベ
河
左
岸
に
あ
る
。

ド
イ
ツ
最
小
の
都
市Stadt 

の
一
つ
。
か
つ
て
ハ
ン
ザ
同
盟
に
所
属
。

 

オ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク　

O
sterberg.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
の
小
都
市
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
クO

sterburg

（
後

段
に
は
こ
の
名
称
で
出
る
）。
僅
か
な
期
間
ハ
ン
ザ
同
盟
に
所
属
し
て
い
る
。
三
十
年
戦
争
時
代
に
劫
略
さ
れ
、
一
六
四
四
年
に
は
荒
廃
し
た
。
一
七
六
一

年
に
は
三
分
の
二
が
火
災
に
遭
っ
た
。
鉄
道
敷
設
と
と
も
に
繁
栄
を
取
り
戻
す
。

 

シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
の
衆
は
葡ワ

イ

ン
萄
酒
が
お
好
き
、
／
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
の
衆
は
貴ユ

ン
カ
ー族
気
取
り
、
／
タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
の
衆
は
勇
気
凛り

ん
り
ん凛
、
／
ゾ
ル
ト
ヴ
ェ
ー

デ
ル
の
衆
は
財
産
家
、
／
ゼ
ー
フ
ー
ス
の
衆
は
冒
険
家
、
／
ヴ
ェ
ル
ベ
ン
の
衆
は
小
麦
を
高
く
売
り
つ
け
る
、
／
オ
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
の
衆
は
威
張
り
た
が

り
よ
／
熊く

ま

と
思
っ
て
牡お

牛う
し

を
突
い
た
で
。　

D
e Stendaler drinken gerne W

in, D
e Gardeleger w

öllen Jonker sin, D
e T

angerm
ünder 

hebben den M
oth, D

e Soltw
edler hebben det Goth, D

e Seehuser det sind Ebentur, D
e W

erbner geben den W
eiten dhur, D

e 
O

sterberger w
ollten sich reken, U

nd deden den Bullen vör den Bären steken.  

原
文
は
上
記
の
通
り
。

 

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
熊デ

ア
・
ベ
ー
ア

辺
境
伯　

A
lbrecht der Bär. 　

初
代
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
（
在
位
一
一
五
七
─
七
〇
）。
ド
イ
ツ
人
の

東
方
進
出
を
大
い
に
促
進
し
た
。「
熊
」
と
い
う
添
え
名
の
由
来
は
未
詳
の
由
。
尤
も
、
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
「
三
姉
妹
物
語
」D

ie Bücher 
der Chronika der drei Schw

estern 
─
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
『
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
物
語　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』V

olksm
ärchen der 

D
eutschen

（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
七
年
）
所
収

─
で
は
、
魔
法
で
熊
に
変
え
ら
れ
て
い
た
貴
公
子
が
魔
法
が
解
か
れ
た
後
こ
の
地
位
に
就
い
た
か
ら

「
熊デ

ア
・
ベ
ー
ア伯
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

 

ヴ
ィ
ッ
シ
ェ　

W
ische.  「
草ヴ

ィ
ー
ゼ原

」W
iese

に
相
当
す
る
低
地
ド
イ
ツ
語
に
由
来
。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
北
西
部
に
あ
る
地
域
の

名
称
。
か
つ
て
の
エ
ル
ベ
川
の
氾
濫
原
。

 

都デ
ア
・
シ
ュ
テ
ッ
テ
グ
リ
ュ
ン
ダ
ー

市
建
設
者
と
の
添
え
名
の
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
帝　

K
aiser H

einrich der Städtegründer.  

ザ
ク
セ
ン
公
（
在
位
九
一
二
─
三
六
）、
東
フ
ラ
ン
ク

王
＝
ド
イ
ツ
王
（
在
位
九
一
九
─
三
六
）。
捕デ

ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

鳥
王der Finkler 
の
異
名
も
あ
る
。
皇
帝
に
は
戴
冠
し
て
い
な
い
。
彼
の
子
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
一
世

（
大

デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ

帝
）
か
ら
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
八
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
八
九
に
も
出
る
。
三
八
九
で
は
詳
し
い
注
を
記
し
た
。

 

マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク　

M
ark Brandenburg.  

一
一
五
七
年
ド
イ
ツ
北
東
部
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
所
属
）
を
起
源
と
す
る
地
方
。
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
の
大
部
分
と
ベ
ル
リ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
部
を
合
わ
せ
た
も
の
に
相
当
す
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
が

）（（）（（）（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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編
著
さ
れ
た
時
代
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
十
州
の
一
つ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
。

 
ブ
レ
ー
メ
ン
と
同
様　

gleichw
ie zu Brem

en.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
〇
六
参
照
。「
ロ
ー
ラ
ン
ト
柱ゾ

イ
レ

」の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
も
こ
の
伝
説
の
内
容
と
注
を
参
照
。

 
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ　

Prentzlau.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
ウ
ッ
カ
ー
マ
ル
ク
郡
の
郡
庁
所
在
地
。
中
世
に
は
ベ
ル
リ
ン
＝
ケ
ル
ン
（
や
が
て
ベ
ル
リ
ン
に

成
長
す
る
、
シ
ュ
プ
レ
ー
川
に
隔
て
ら
れ
た
隣
接
す
る
二
つ
の
町
）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
、
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
と
並
ん
で
ブ
ラ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
の
四
大
都
市
の
一
つ
だ
っ
た
。

 

オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル　

Eulenspiegel.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
五
参
照
。

 

四
八
年　

A
nno achtundvierzig.  

一
八
四
八
年
フ
ラ
ン
ス
王
国
パ
リ
で
の
二
月
革
命
（
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
退
位
、
第
二
共
和
制
開
始
）、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
帝
国
ウ
ィ
ー
ン
で
の
三
月
革
命（
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
崩
壊
）、プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
ベ
ル
リ
ン
で
の
同
時
期
の
暴
動
、イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
帝
国
支
配
下
）
で
の
民
族
主
義
蜂
起
等
等
を
指
し
て
い
よ
う
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
保
守
的
な
立
憲
君
主
主
義
者
な
の
で
、
労
働
者
階
級
の
革

命
運
動
に

─
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
系
が
支
配
す
る
国
家
に
お
け
る
少
数
民
族
の
民
族
主
義
運
動
に
も

─
反
感
を
示
す
の
で
あ
る
。
一
八
四
八
年
に
つ
い

て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
二
で
ま
た
ご
丁
寧
に
言
及
が
あ
る
。

 

聖コ

ー

ル

フ

ラ

ウ

務
共
唱
修
道
女
た
ち　

Chorfrauen.  
聖コ

ー

ル

ヘ

ア

堂
参
事
会
員
と
同
様
、
大
聖
堂
内
陣
で
聖
務
に
携
わ
る
尼
僧
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
識
者
の
ご
高
教
を

俟
つ
。

 

ビ
ス
マ
ル
ク
の
町　

Bism
ark.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
の
小
さ
な
町
。

 

ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン　

A
lvensleben.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
九
参
照
。

 

ミ
ル
デ
河
畔
の
カ
ル
ベ　

Calbe an der M
ilde.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
九
参
照
。　

 

「
堡ほ

う
る
い塁

」　das „feste H
aus

„.  

上
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
訳
語
は
類
推
。

 

カ
ル
ベ
の
ヴ
ェ
ル
タ
ー
地
区　

zu Calbe im
 W

erther.  ,W
erther , 

は
Ｄ
Ｓ
で
は ,W

erder , 

と
な
っ
て
い
る
。,W

erder , 

に
は
「
川
の
中
州
」
の
意
が

あ
る
が
、
ヴ
ェ
ル
タ
ー
に
し
て
も
ヴ
ェ
ル
ダ
ー
に
し
て
も
地
区
名
と
考
え
た
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

白
麵パ

ン麭　

W
eck.　

「
ヴ
ェ
ッ
ケ
ン
」W

ecken

、「
ゼ
ン
メ
ル
」Sem

m
el

と
も
。
南
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
小
型
の
白
パ
ン
の
名
称
。
北
ド

イ
ツ
や
中
部
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ー
チ
ェ
ンBrötchen 

に
当
た
る
。
近
代
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
白
パ
ン
（
小
麦
）
は
黒
パ
ン
（
ラ
イ
麦
。
あ
る
い
は
ラ
イ
麦

と
小
麦
の
混
合
）
に
比
し
て
上
等
と
さ
れ
た
。

 

ヴ
ェ
ン
ド
人
の
王
ミ
ツ
ィ
ス
ラ　

W
endenkönig M

izisla.  

未
詳
。「
ヴ
ェ
ン
ド
人
」
は
バ
ル
ト
海
南
岸
に
居
住
し
て
い
た
ス
ラ
ヴ
族
。

 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク　

Brandenburg.  

こ
こ
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ハ
ー
フ
ェ
ル
（
ハ
ー
フ
ェ
ル
河
畔
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
）

の
こ
と
。
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
で
は
人
口
で
第
三
位
、
面
積
で
第
一
位
の
都
市
。

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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オ
ボ
ト
リ
ー
ト
人
の
邦　

O
botlitenland.  「

オ
ボ
ト
リ
ー
ト
人
」
は
「
ヴ
ェ
ン
ド
人
」
の
一
部
族
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
三
を
も
参
照
。

 

南
国
の
香や

し
具
師
た
ち
や
こ
れ
に
使
わ
れ
る
猿
ど
も　

die w
älschen Gaukler und ihre A

ffen.  

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳
裡
に
は
一
八
四
八
年
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
に
澎
湃
と
起
こ
っ
た
自
由
主
義
、
民
族
主
義
の
鼓
吹
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
立
憲
君
主
政
体
に
忠
実
な
保
守
主
義
者
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
三
、

三
八
四
、
四
三
二
、
四
四
一
等
参
照
。

 

ハ
ル
ル
ン
ガ
ー
山ベ

ル
ク　

H
arlungerberg.  

ハ
ル
ル
ン
ガ
ー
山ベ

ル
ク

あ
る
い
は
マ
リ
ー
エ
ン
山ベ

ル
ク

は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ハ
ー
フ
ェ
ル
の
高
地

で
あ
り
、
マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
文
化
史
的
に
極
め
て
重
要
な
場
所
の
一
つ
。

 

ヴ
ェ
ル
ベ
ン　

W
erben.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
最
北
部
の
小
さ
な
町
。
エ
ル
ベ
川
左
岸
に
あ
る
。

 

プ
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ　

Priegnitz.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
北
西
部
の
歴
史
的
地
方
。
い
く
ら
か
は
現
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
お
よ

び
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
に
も
ま
た
が
っ
て
い
る
。

 

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ　

W
ittenberge.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
北
西
部
に
あ
る
エ
ル
ベ
右
岸
の
小
都
市
。
郡
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
プ
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ

地
方
で
は
最
も
人
口
が
多
い
。

 

有
名
な
鉄
道
の
停
車
場　

eine berühm
te Eisenbahnstation.  

一
八
四
六
年
ベ
ル
リ
ン
＝
ハ
ン
ブ
ル
ク
間
鉄
道
に
接
続
、
更
に
一
八
四
七
年
か
ら
一
八

五
一
年
に
掛
け
て
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
ま
で
路
線
が
延
長
さ
れ
た
。

 

ベ
ー
リ
ッ
ツ　

Belitz.  

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
は ,Beelitz ,  

で
あ
る
。
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
ポ
ツ
ダ
ム
＝
ミ
ッ

テ
ル
マ
ル
ク
の
小
都
市
。

 

ツ
ェ
ー
デ
ニ
ッ
ク　

Zehdenick.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
オ
ー
バ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ル
郡
の
小
都
市
。

 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
や
オ
ッ
ト
ー　

die M
arkgrafen Johannes und O

tto von Brandenburg.  

共
に
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

辺マ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
の
子
息
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
を
共
同
統
治
し
た
。
兄
は
ヨ
ー
ハ
ン
一
世
（
在
位
一
二
二
〇
─
六
六
）、
弟
は

敬デ
ア
・
フ
ロ
ン
メ

虔
伯
と
添
え
名
さ
れ
た
オ
ッ
ト
ー
三
世
（
在
位
一
二
二
〇
─
六
七
）。

 

シ
ト
ー
会　

Cisterzienser.  

ド
イ
ツ
語
「
ツ
ィ
ス
タ
ー
ツ
ィ
エ
ン
ザ
ー
」。
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ト
ー
修
道
院L ,abbaye de Cîteaux

創
立
者
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
会
派
修
道
士
ロ
ベ
ー
ル
に
倣
い
、
祈
禱
と
読
書
と
労
働
の
生
活
を
送
る
修
道
士
・
修
道
女
の
宗
団
。

 

プ
リ
ッ
ツ
ケ
ン
家　

H
aus von Pritzken.  

「
ブ
リ
ッ
ツ
ケ
」Britzke
あ
る
い
は
「
ブ
リ
ー
ツ
ケ
」Brietzke

は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
極
め
て
古
い
貴
族
の

家
柄
。

 

ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク　

Rheinsberg.　

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
オ
ス
ト
プ
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
＝
ル
ッ
ピ
ン
郡
の
町
で
リ
ン
川
河
畔
に
あ
る
。
大
小
の
た
く
さ

ん
の
湖
と
変
化
に
富
ん
だ
丘
陵
の
間
に
位
置
す
る
。
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こ
う
い
う
手
合
い
が
妄
想
を
恣

ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
に
太
陽
神
の
神
殿
を
、
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
近
郊
に
イ
シ
ス
の
都
を
造
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い　

derselbe vielleicht, der in Salzw
edel den Sonnentem

pel und bei Gardelegen die Isisburg kraft seiner Phantasie 
gründete.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
二
九
、
三
三
〇
参
照
。

 

レ
ム
ス　

Rem
s.　

ロ
ー
ム
ル
ス
と
レ
ム
ス
は
双
子
の
兄
弟
で
、
伝
説
に
よ
れ
ば
、
軍
神
マ
ル
ス
と
ヴ
ェ
ス
タ
の
巫
女
レ
ー
ア
・
シ
ル
ウ
ィ
ア
の
間
に
生
ま

れ
た
、と
い
う
。
ロ
ー
ム
ル
ス
は
ロ
ー
マ
の
建
設
者
で
初
代
の
王
と
さ
れ
る
。
実
は
兄
弟
の
ど
ち
ら
が
王
に
な
る
か
、鳥
占
い
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

レ
ム
ス
の
許
に
は
六
羽
の
、
ロ
ー
ム
ル
ス
の
許
に
は
十
二
羽
の
禿
鷹
が
来
た
の
で
、
後
者
が
勝
ち
と
さ
れ
た
と
か
（
異
説
も
い
ろ
い
ろ
）。
ま
た
、
ロ
ー
ム

ル
ス
が
建
設
さ
せ
た
市
壁
を
レ
ム
ス
が
、
こ
ん
な
も
の
、
と
嘲
っ
て
跳
び
越
え
た
の
で
、
怒
っ
た
ロ
ー
ム
ル
ス
が
レ
ム
ス
を
殺
し
た
由
（
こ
れ
も
異
説
ま

ち
ま
ち
）。

 

ラ
テ
ィ
ウ
ム　

Latium
.  

イ
タ
リ
ア
中
部
、
西
海
岸
地
方
で
、
古
代
ロ
ー
マ
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。

 

ラ
ン
ス　

Rheim
s.  

現
フ
ラ
ン
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
歴
史
あ
る
中
心
都
市
（
マ
ル
ヌ
県
）。

 

な
ん
ぢ
愚お

ろ
か

な
る
者
を
臼う

す

に
い
れ
杵き

ね

を
も
て
麦
と
偕と

も

に
こ
れ
を
搗つ

く
と
も
そ
の
愚お

ろ
か

は
去
ら
ざ
る
な
り　

w
enn du den N

arren im
 M

örser zerstießest 
m

it dem
 Stem

pel, w
ie Grütze, so ließe doch seine N

arrheit nicht von ihm
.  

旧
約
聖
書
箴
言
二
十
七
章
二
十
二
節
。
邦
訳
は
日
本
聖
書
協
会

刊
文
語
訳
聖
書
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
記
し
た
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ド
イ
ツ
語
原
文
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
殆
ど
同
じ
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
訳
す
と
「
麦
と
偕
に
」
と
は
な
ら
ず
「（
挽
き
割
り
）
麦
の
ご
と
く
に
」
と
な
る
。
案
ず
る
に
こ
ち
ら
の
方
が
筋
が
通
る
よ
う
だ
。
す
な
わ

ち
箴
言
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
愚
か
な
人
間
を
臼
で
搗
い
て
も
、
麦
が
精
白
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
愚
か
さ
は
取
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
ら
。

 

ヴ
ェ
ン
ド
人
の
住
民　

W
endenbevölkerung.  

ヴ
ェ
ン
ド
人W

ende 

は
ド
イ
ツ
北
東
部
に
居
住
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
、
居
住
し
て
い
る
西
ス
ラ
ヴ

系
の
民
族
。

 

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
＝
エ
ー
バ
ー
ス
ヴ
ァ
ル
デ  N

eustadt-Ebersw
alde.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
北
東
部
バ
ル
ニ
ム
郡
郡
庁
所
在
地
の
都
市
エ
ー
バ
ー

ス
ヴ
ァ
ル
デ
。

 

ベ
ル
ナ
ウ　

Bernau.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
ベ
ル
ニ
ム
郡
の
中
心
都
市
。
ベ
ル
リ
ン
北
東
約
一
〇
キ
ロ
。

 

ベ
ル
ナ
ウ
で
の　

in Bernau.　

底
本
で
は
「
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ
で
は
」in Prenzlau 

と
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
誤
り
な
の
で
、
訂
正
し
て
お
く
。

 

市
民
の
鐘　

Bürgerglocke.  

事
あ
る
場
合
市
民
を
召
集
す
る
た
め
の
鐘
。
時
鐘
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
通
常
市
庁
舎
に
吊
さ
れ
る
。

 

オ
ラ
ー
ニ
エ
ン
ブ
ル
ク　

O
ranienburg.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
オ
ー
バ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ル
郡
の
郡
庁
所
在
地
の
都
市
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
の
中
心

地
の
一
つ
。
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テ
ー
ゲ
ル　

T
egel.  

現
ベ
ル
リ
ン
・
ラ
イ
ニ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
区
の
一
部
。
テテ

ー
ゲ
ラ
ー
・
ゼ
ー

ー
ゲ
ル
湖
の
周
囲
に
拡
が
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
指
し

て
い
る
の
は
、
す
ぐ
次
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
テ
ー
ゲ
ル
の
館
」Schloß T

egel 

の
こ
と
。

 
お
れ
た
ち
は
世
間
を
啓
蒙
し
て
や
っ
た
の
に
な
あ
。
／
悪
魔
の
下げ

す司
め
と
き
た
ら
規
則
な
ど
眼
中
に
置
き
お
ら
ん
。／
お
れ
た
ち
は
と
て
も
利
巧
な
ん
だ
が
、

そ
れ
で
も
テ
ー
ゲ
ル
に
は
お
化
け
が
出
る　

W
ir haben ja aufgeklärt! / D

as T
eufelspack, es fragt nach keiner Regel, / W

ir sind so klug, 
und dennoch spukt ,s in T

egel.  

ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
。
四
一
五
九
─
四
一
六
一
行
。

 

臀で
ん
ぶ部
見
霊
者　

Proktophantam
ist.  

す
な
わ
ち
「
尻
で
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
を
見
る
人
」Steißgeisterseher

で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
こ
ん
な
造
語
で
同
時
代
人
の

啓
蒙
主
義
作
家
に
し
て
出
版
業
者
ク
リ
ス
ト
フ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
コ
ラ
イ
（
一
七
三
三
─
一
八
一
一
）
を
か
ら
か
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
は
か
ね
て
ニ

コ
ラ
イ
に
含
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ニ
コ
ラ
イ
は
、
テ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ
た
当
時
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
家
所
有

─
一
七
六
六
年
以
降

─
の

邸
宅
（
テ
ー
ゲ
ル
の
館
。
現
フ
ン
ボ
ル
ト
博
物
館
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
兄
弟
は
多
年
こ
こ
に
住
ん
だ
。
兄
弟

の
母
の
死
に
よ
り
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
所
有
に
帰
し
た
の
は
一
七
九
七
年
以
降
）
に
お
化
け
が
出
る
、
と
い
う
噂
に
言
及
、
自
分
も
幻
覚
に
悩
ま
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
（
一
七
九
一
年
春
の
こ
と
）
が
、
臀
部
に
水
蛭
を
付
け
て
瀉
血
し
た
ら
治
っ
た
、
と
ベ
ル
リ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
講
演
も
し
、
雑
誌
に
も
発

表
し
た
。

 

大
選
帝
侯
の  des großen K

urfürsten.  

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
に
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
在
位
一
六
四
〇
─

八
八
）。「
大

デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
・
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

選
帝
侯
」
と
称
さ
れ
た
。

 

ニ
コ
ラ
イ　

N
icolai.  

前
掲
ク
リ
ス
ト
フ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
コ
ラ
イChristoph Friedrich N

icolai （N
ikolai 

と
も
綴
る
）
の
こ
と
。
尤
も
ニ
コ
ラ

イ
が
テ
ー
ゲ
ル
の
館
の
所
有
者
だ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

 

「
公ア

ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ド
イ
チ
ェ
・
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク

共
独
逸
文
庫
」　A

llgem
eine deutsche Bibliothek.  

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
コ
ラ
イ
が
発
行
し
た
批
評
雑
誌
の
一
つ
。
一
七
六
五
─
一
八
〇

六
年
。
季
刊
。

 

女
魔
法
使
い　

Zauberin.  

こ
こ
で
は
「
魔
女
」H

exe 

と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
い
わ
ゆ
る
「
嵐ヴ

ェ
ッ
タ
ー
ヘ
ク
セ

の
魔
女
」W

etterhexe 

で
あ
る
。
こ
の

類
の
魔
女
は
、
こ
の
話
に
あ
る
よ
う
に
、
悪
天
候
を
招
き
寄
せ
て
、
穀
物
や
果
実
の
収
穫
を
台
無
し
に
す
る
。
別
に
魔
女
に
利
益
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

た
だ
た
だ
世
間
一
般
に
対
す
る
悪
意
か
ら
そ
う
す
る
由
。

 

シ
ュ
プ
レ
ー
河
畔
の
ケ
ル
ン
の
町　

die Stadt K
ölln an der Spree.　

通
常 ,Cölln

, 

と
綴
る
。
シ
ュ
プ
レ
ー
川
で
ベ
ル
リ
ン
と
隔
て
ら
れ
た
町
だ
っ
た

が
、
後
に
ベ
ル
リ
ン
と
合
し
て
現
在
の
ベ
ル
リ
ン
に
ま
で
成
長
。

 

選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世　

K
urfürst Joachim

 der andere.  

ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
出
身
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
（
在
位
一

五
三
五
─
七
一
）。ヘ
ク
ト
ー
ル
の
添
え
名
が
あ
る
。一
五
三
九
年
マ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
宗
教
改
革
を
導
入
し
た
こ
と
で
有
名
。一
五
〇
五
年
シ
ュ

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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プ
レ
ー
河
畔
の
ケ
ル
ン
に
生
ま
れ
、
一
五
七
一
年
一
月
三
日
ケ
ー
ペ
ニ
ッ
ク
（
現
ベ
ル
リ
ン
南
東
部
の
行
政
区
ト
レ
プ
ト
ウ
＝
ケ
ー
ペ
ニ
ッ
ク
）
に
死
す
。

彼
は
狩
猟
仲
間
と
共
に
年
を
越
え
て
同
地
の
城
（
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
の
命
で
狩
り
の
館
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
て
い
た
）
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
急
死
し
た
。

 
ヨ
ア
ヒ
ム
一
世　

Joachim
 der erste.  

ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
出
身
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
一
世
（
在
位
一
四
九
九
─
一
五
三
五
）。

前
掲
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
は
そ
の
長
子
。
ネ
ス
ト
ー
ル
の
添
え
名
が
あ
る
。
ネ
ス
ト
ー
ル
は
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
に
登
場
す
る
ギ
リ
シ
ア
軍
の
将
領
の
一
人
。
高

齢
の
た
め
闘
い
に
は
参
加
し
な
い
が
、
そ
の
知
恵
は
作
戦
上
重
ん
じ
ら
れ
た
。

 

聖
ザ
ン
ク
ト

フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス　

St. H
ubertus.  

狩
猟
好
き
が
嵩
じ
て
、
あ
ろ
う
こ
と
か
復パ

ッ

ク
活
祭
に
狩
り
に
出
掛
け
た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
公
ベ
ル
ト
ラ
ン
の
長
子
ユ

ベ
ー
ル
は
、
射
よ
う
と
し
た
牡
角
鹿
の
枝
角
の
間
に
十
字
架
を
見
て
改
心
し
、
聖
職
を
志
し
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
、
後
に
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
司
教
に
な
っ
た
由
。

十
一
世
紀
以
降
猟
人
、
森
番
（
山
林
官
）、
射
撃
組
合
員
等
等
の
守
護
聖
人
。

 

か
の
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
夫
人　

jene Gräfin von O
rlam

ünde.  

オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
オ
ッ
ト
ー
の
寡
婦
ク
ニ
グ
ン
デ
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
の
子
息
で
美
男
の
聞
こ
え
高
か
っ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
惚
れ
込
ん
だ
。
す
る
と
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
、
四
つ
の
目
の
障
害
が
な
け
れ

ば
結
婚
す
る
の
に
、
と
言
っ
た
、
と
か
の
風
聞
が
立
っ
た
。
障
害
と
な
る
四
つ
の
目
と
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
両
親
を
指
し
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
が
、
ク
ニ

グ
ン
デ
は
自
分
自
身
の
子
ど
も
た
ち

─
二
歳
の
女
の
子
と
三
歳
の
男
の
子
の
こ
と
と
誤
解
し
、
針
で
子
ど
も
た
ち
の
頭
を
刺
し
て
殺
し
た
。
ア
ル
ブ
レ

ヒ
ト
は
彼
女
と
絶
縁
。
前
非
を
悔
い
た
ク
ニ
グ
ン
デ
は
さ
ま
ざ
ま
な
贖
罪
を
自
ら
に
課
し
た
が
、
贖
罪
行
の
一
つ
を
行
っ
て
い
る
途
中
力
尽
き
て
死
ん
だ
。

彼
女
が
城
主
だ
っ
た
プ
ラ
ッ
セ
ン
城ブ

ル
ク

・
オ
プ
・
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
に
そ
の
亡
霊
が
出
る
、
と
い
う
。
こ
れ
は
最
も
有
名
な
白
衣
の
夫
人
伝
説
で
あ
る
。
Ｄ
Ｓ

五
八
五
参
照
。

 

選
帝
侯
ゲ
オ
ル
ク  

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
（
在
位
一
五
七
一
─
九
八
）。

 

オ
ー
ム　

O
hm

.  

昔
の
液
量
単
位
。
一
三
〇
─
一
六
〇
リ
ッ
ト
ル
に
当
た
る
。

 

踏
ん
張
り
革   K
nieriem

.  

靴
屋
が
膝
の
上
で
靴
を
固
定
す
る
た
め
の
革
。
こ
の
靴
屋
さ
ん
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
女
房
子
ど
も
を
ひ
っ
ぱ
た
こ
う
と
し

た
わ
け
。

 

町
の
門
を
担
っ
た
か
の
英
雄
サ
ム
ソ
ン
さ
な
が
ら　

dem
 H

elden Sim
son ähnlich, der gar ein Stadtthor trug.  

旧
約
聖
書
士
師
記
十
六
章
三
節

参
照
。

 

オ
ー
ダ
ー
ブ
ル
フ　

O
derbruch.　

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
メ
ル
キ
ッ
シ
ュ
＝
オ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ト
郡
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
拡
が
る
オ
ー
ダ
ー
川
の
内
陸
三

角
州
。「
ブ
ル
フ
」
は
「
沼
沢
地
」
の
意
。

 

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク　

Straußberg.　

現
在
は,Strausberg

,

と
綴
る
。
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
メ
ル
キ
ッ
シ
ュ
＝
オ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ト
郡
の
中
都
市
。

 

バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
祭
の
日　

Bartholom
äustag.  

十
二
使
徒
の
一
人
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
（
バ
ル
ト
ロ
マ
イ
）
の
祝
日
。
八
月
二
十
四
日
。
ド
イ
ツ
の
農
民

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（



84

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 3・4 号

と
羊
飼
い
に
と
っ
て
は
伝
統
的
に
夏
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
日
。

 

キ
ュ
ス
ト
リ
ン　

Cüstrin.　

上
記
は
一
九
二
八
年
ま
で
の
綴
り
。
以
降
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
ま
で ,K

üstrin

, 

。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
の
都
市
キ
ュ

ス
ト
リ
ン
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
（
オ
ー
ダ
ー
河
畔
の
キ
ュ
ス
ト
リ
ン
）。
現
在
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
西
部
ル
ブ
シ
ュ
（
ル
ブ
ス
キ
エ
）
県
に
属
す
る
小
都

市
コ
ス
ト
シ
ン
・
ナ
ド
・
オ
ド
ロ
ンK

ostrzyn nad O
drą

。

 

ベ
ル
リ
ン
近
郊
に
お
け
る
例
の
妖
怪
刈
り
取
り
人
夫
出
現　

das Erscheinen der gespenstigen M
äher bei Berlin.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
五
八
参
照
。

 

ベ
ル
リ
ン
で
の
話
と
同
じ
く　

W
ie in Berlin.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
五
七
参
照
。

 

アア
ダ
ミ
ー
テ
ン

ダ
ム
派　

A
dam

iten.  

堕
罪
以
前
の
ア
ダ
ム
と
エ
ー
フ
ァ
の
よ
う
に
一
糸
纏
わ
ぬ
状
態
に
戻
ろ
う
と
志
し
た
キ
リ
ス
ト
教
諸
分
派
に
対
す
る
蔑
称
。
こ

の
名
称
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
二
世
紀
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
グ
ノ
ー
シ
ス
派
の
一
集
団
に
対
し
て
。
下
っ
て
は
十
五
世
紀
ボ
ヘ
ミ
ア
（
現
チ
ェ
コ
）
の

フ
ス
派
に
お
け
る
最
も
矯
激
な
一
分
派
タ
ボ
ル
派
に
属
す
る
「
自
由
精
神
の
兄
弟
姉
妹
団
」
も
し
か
り
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
の
全
て
の
宗
教
的
形
式
を

拒
み
、私
有
財
産
を
否
定
、自
由
恋
愛
を
主
張
、多
く
の
者
が
日
常
衣
服
を
着
け
な
い
で
暮
ら
し
た
と
か
。
近
代
で
は
一
八
四
九
年
ボ
ヘ
ミ
ア
の
町
フ
ル
デ
ィ

ム
に
現
れ
、
町
の
名
に
因
ん
で
フ
ル
デ
ィ
ム
派
と
呼
ば
れ
た
集
団
も
ア
ダ
ム
派
と
さ
れ
る
。

 

ノ
イ
マ
ル
ク　

N
eum

ark.  「
新
辺
境
」と
で
も
邦
訳
で
き
よ
う
。
オ
ー
ダ
ー
川
東
側
の
歴
史
的
地
方
名
。
今
日
そ
の
大
部
分
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
西
部
ル
ブ
シ
ュ

（
ル
ブ
ス
キ
エ
）
県
に
属
す
る
。「
ア
ル
ト
マ
ル
ク
」A

ltm
ark （

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
一
注
参
照
）
に
対
応
す
る
か
。

 

ウ
ッ
カ
ー
マ
ル
ク　

U
kerm

ark.  

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通 ,U

ckerm
ark

, 

な
の
で
片
仮
名
表
記
は
こ
れ
に

従
っ
た
。
現
在
そ
の
大
部
分
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
に
、
一
部
が
メ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ー
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
に
属
す
る
。

 

『
な
ん
じ
ら
互
い
に
重お

も
き

を
負
へ
』　einer trage des andern Last.  

新
約
聖
書
ガ
ラ
テ
ヤ
書
六
章
二
節
。

 

悪ア

パ

ゲ

・

サ

タ

ナ

魔
ヨ
、
立
チ
去
レ　

apage Satana!  

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
悪
魔
祓
い
の
呪
文
で
は
「
ア

パ
ゲ
・
サ
タ
ナ
ス
」A
page satanas! 

。

 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー　

Frankfurt an der O
der.  

オ
ー
ダ
ー
河
畔
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
大
都
市
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
〈
マ
イ
ン
河
畔
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
〉
と
区
別
す
る
た
め
こ
の
名
が
あ
る
）。
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
を
成
す
オ
ー
ダ
ー
川

西
岸
の
都
市
。
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
在
世
時
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
中
心
部
に
位
す
る
重
要
な
交
易
都
市
と
し
て
栄
え
た
。

市
域
は
中
世
に
は
既
に
オ
ー
ダ
ー
川
の
両
岸
に
拡
が
っ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
オ
ー
ダ
ー
川
東
岸
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
と
さ
れ
た
た
め
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
の
東
側
市
域
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
都
市
ス
ウ
ビ
ツ
ェSłubice
と
な
っ
た
。

 

レ
ブ
ー
ス　

Lebus.  

現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
メ
ル
キ
ッ
シ
ュ
＝
オ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ト
郡
の
小
さ
な
町
。

 

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・
エ
ー
バ
ー
ト
殿　

H
err A

ndreas Ebert.  

シ
レ
ジ
ア
の
シ
ュ
ポ
ロ
ッ
タ
ウSprottau 

生
ま
れ
？
。
一
四
七
九
─
一
五
五
七
年
。
カ
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ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
だ
っ
た
が
宗
教
改
革
に
賛
同
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
ヨ
ア
ヒ
ム
二
世
に
よ
っ
て
ヴ
リ
ー
ツ
エ
ンW

riezen

・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー

ダ
ー
の
牧
師
に
し
て
監
督
教
区
長
に
任
命
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
を
改
革
派
教
会
に
変
え
た
の
は
こ
の
人
と
さ
れ
る
。

改
革
派
の
認
め
る
聖
職
者
の
結
婚
自
由
を
利
用
、
一
五
四
五
年
、
す
な
わ
ち
六
十
六
歳
で
結
婚
、
晩
婚
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
数
人
の
子
を
儲
け
た
。

 

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク　

W
ittenberg.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
大
学
都
市
（
正
式
名
称
ル
タ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
）。
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
が
学
び
、
神
学
教
授
と
し
て
在
住
、
宗
教
改
革
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
で
有
名
。

 

ル
タ
ー
博
士　

D
r. Luther.  

宗
教
改
革
の
創
始
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
（
一
四
八
三
─
一
五
四
六
）。
エ
ア
フ
ル
ト
大
学
で
哲
学
を
学
ん
だ
が
、
あ
る

時
落
雷
の
恐
怖
に
遭
い
、
修
道
士
と
な
る
誓
い
を
立
て
る
。
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
修
道
会
に
入
り
、
司
祭
に
も
叙
品
さ
れ
る
が
、
心
の
平
安
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
で
神
学
博
士
号
を
取
得
。
や
が
て
「
義た

だ

し
い
者
は
信
仰
に
よ
っ
て
生
き
る
」
と
の
光
明
を
受
け
、
漸
く
平
安
を
得
る
。
こ

う
し
た
悟
り
か
ら
発
し
た
贖
宥
状
（
い
わ
ゆ
る
免
罪
符
）
販
売
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
疑
義
が
ド
イ
ツ
に
流
布
し
、
宗
教
改
革
の
端
緒
と
な
る
。

 

吋ツ
ォ
ル　

Zoll.  

地
方
に
よ
り
異
な
る
が
約
二
・
五
四
セ
ン
チ
。

 

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
モ
ー
リ
ッ
ツ　

K
urfürst M

oritz von Sachsen.  

ザ
ク
セ
ン
公
（
在
位
一
五
四
一
─
五
三
）、
ザ
ガ
ン
公
（
一
五
四
一
─
四
九
）、
選

帝
侯
（
一
五
四
七
─
五
三
）。
宗
教
改
革
の
際
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
擁
護
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
最
も
重
要
な
対
抗
者
だ
っ
た
。
一
五
五
三

年
七
月
九
日
レ
ー
ル
テ
近
郊
ジ
ー
フ
ァ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の
戦
い
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ル
ツ
ィ
ビ
ア
デ
ス
の
軍
勢
を
撃
破
し

て
勝
利
を
嬴
ち
え
は
し
た
が
、
背
後
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
下
腹
部
の
重
傷
が
原
因
で
、
戦
い
の
二
日
後
野
営
地
で
死
亡
し
た
。

 

ト
ル
ガ
ウ　

T
orgau.  

現
ザ
ク
セ
ン
州
ノ
ル
ト
・
ザ
ク
セ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地
の
都
市
。
エ
ル
ベ
川
左
岸
に
位
置
す
る
。

 

ロ
イ
セ
ン　

Reußen.  

か
つ
て
東
プ
ロ
イ
セ
ン
州
モ
ー
ル
ン
ゲ
ン
郡
に
属
す
る
一
地
域
だ
っ
た
。
一
九
四
五
年
以
降
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
。

 

か
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯　

der K
urfürst von Brandenburg.  

こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
大

デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ
・
ク
ー
ア
フ
ュ
ル
ス
ト

選
帝
侯
」
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
（
在
位
一
六
四
〇
─
八
八
）
を
指
す
。
初
出
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
五
六
。

 

温
デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

良

公
と
添
え
名
さ
れ
た
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

K
urfürst Johann Friedrich der Großm

üthige.  

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
に
し

て
ザ
ク
セ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
在
位
一
五
三
二
─
四
七
）。
一
五
四
七
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
部
隊
に
捕
虜
と
さ
れ
、
や

が
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
。
し
か
し
終
身
刑
に
変
更
さ
れ
、
こ
れ
も
五
年
禁
獄
さ
れ
た
だ
け
で
一
五
五
二
年
釈
放
さ
れ
た
。
最
晩
年
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で

暮
ら
し
、
一
五
五
四
年
同
地
で
没
す
る
。

 

マ
ル
ヴ
ォ
ア
ジ
ー
葡ぶ

ど
う
し
ゅ

萄
酒　

M
alvasier.  

元
来
は
ギ
リ
シ
ア
産
の
、
リ
キ
ュ
ー
ル
の
よ
う
に
甘
く
濃
厚
な
上
質
の
白
ワ
イ
ン
。
し
か
し
、
他
地
方
の
、
似

た
風
味
の
酒
も
そ
う
呼
ば
れ
た
。

 

べ
る
げ
る
ん
産
麦び

い
る酒

ハ
ナ
ベ
テ
ノ
人
ノ
体
ニ
ヨ
シ　

Cerevisia Belgrana om
nibus sana.  

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
評
語 ,Belgrana est 
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om

nibus sana. , 

を
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
補
足
し
た
か
。「
ケ
レ
ウ
ィ
シ
ア
」
は
ガ
リ
ア
の
住
民
が
愛
飲
し
て
い
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
対
す
る
ロ
ー
マ
人

の
呼
称
。
す
な
わ
ち
ビ
ー
ル
の
ラ
テ
ン
語
名
称
。

 
郭ク

ク
ッ
ク

公
鳥　

K
ukuk.  

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
普
通 ,K
uckuck

, 

。「
郭
公
鳥
ビ
ー
ル
」
と
は
醸
造
釜
も
醸
造
場
も
持
た
な
い

醸
造
者
が
大
き
な
ビ
ー
ル
醸
造
所
を
賃
借
し
て
醸
し
た
ビ
ー
ル
の
こ
と
。
こ
う
い
う
醸
造
者
を
「
郭
公
鳥
醸
造
者
」K

uckucksbrauer 

と
称
す
る
。
郭

公
は
そ
の
卵
を
他
の
鳥
の
巣
に
産
み
付
け
、
卵
を
孵
す
の
も
雛
を
育
て
る
の
も
他
の
鳥
に
さ
せ
る
（
＝
託
卵
）
か
ら
で
あ
る
。

 

こ
の
鳥
の
喉
は
時
時
醸
造
者
連
に
長
く
伸
ば
さ
れ
過
ぎ
る　

diesem
 V

ogel unterw
eilen von den Brauern der H

als allzu lang gedehnt 
w

erde.  
醸
造
時
に
水
を
多
く
入
れ
過
ぎ
る
、
と
で
も
い
う
こ
と
か
。「（
郭
公
鳥
の
）
首
を
長
く
伸
ば
す
」（K

uckucks

） H
als lang dehnen 

と
い
う
慣

用
句
で
も
あ
る
の
か
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

名
付
け
の
父
さ
ん　

Gevattersm
ann.  

庶
民
の
間
で
は
名
付
け
親
と
名
付
け
子
が
互
い
に
こ
う
し
た
親
密
な
呼
び
合
い
を
し
て
、
ど
ち
ら
が
名
付
け
親
な

の
か
、端
か
ら
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
な
。
Ｄ
Ｓ
二
〇
八
で
は
鍛
冶
屋
が
ビ
ー
ル
店
の
女
主
人
の
名
付
け
の
父
親
（
代
父
）
だ
っ
た
、と
な
っ

て
い
る
。

 

ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク　

Rastenburg.  
東
プ
ロ
イ
セ
ン
州
の
小
都
市
。
近
く
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
東
部
戦
線
大
本
営
ヴ
ォ
ル
フ
ス
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
置
か
れ
た
の
で

有
名
。
一
九
四
五
年
以
降
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ヴ
ァ
ル
ミ
ア
・
マ
ズ
ー
ル
ィ
県
ケ
ン
ト
シ
ンK

ętrzyn

。

 

傭よ
う
へ
い兵　

Landsknecht.  

「
ラ
ン
ツ
ク
ネ
ヒ
ト
」
と
は
十
五
世
紀
後
期
ロ
ー
マ
王
（
後
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
）
マ
キ
ミ
リ
ア
ン
一
世
が
ス
イ
ス
傭
兵
を
モ
デ
ル

と
し
て
徴
募
・
育
成
し
た
の
を
嚆
矢
と
す
る
、
十
六
世
紀
を
通
じ
、
や
が
て
三
十
年
戦
争
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
お
お
よ
そ
ド
イ
ツ
系
の
歩
兵
傭
兵
。
基

本
的
武
器
は
鉾パ

イ
ク槍
、
両
手
持
ち
長
剣
な
ど
だ
が
、
火
器
の
採
用
と
発
展
に
と
も
な
い
、
火
縄
銃
を
も
装
備
し
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
ラ
ン
ツ
ク
ネ
ヒ
ト

は
元
来
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝
に
徴
募
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
王
侯
の
下
で
闘
っ
た
。
市
民
兵
と
違
い
よ
く
訓
練
さ
れ
、
優
れ

た
兵
器
を
駆
使
で
き
た
の
で
、
戦
闘
力
は
折
り
紙
付
き
だ
っ
た
が
、
戦
時
の
略
奪
・
暴
行
は
一
般
的
だ
っ
た
。
平
和
時
、
給
料
支
払
い
の
上
解
雇
さ
れ
る
と
、

集
団
で
地
方
を
劫
略
し
て
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
尤
も
こ
の
話
で
は
独
り
ぼ
っ
ち
だ
し
、
気
の
毒
な
被
害
者
で
あ
る
。

 

公プ
ロ
プ
テ
ル
・
ウ
イ
ム
・
プ
ブ
リ
カ
ム

権
力
ニ
基
ヅ
キ　

propter vim
 publicam

.  

ラ
テ
ン
語
。
ロ
ー
マ
法
の
言
い
回
し
。

 

デ
ィ
ア
ボ
ル
ス
・
ア
ド
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ム　

D
iabolus A

dvocatum
.  

ラ
テ
ン
語
。
直
前
に
出
る 

「
ア
ド
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ス
・
デ
ィ
ア
ボ
リ
」A

dvocatus 
D

iaboli

を
も
じ
っ
た
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
流
の
お
ふ
ざ
け
。
中
世
ラ
テ
ン
語
だ
ろ
う
か
ら
、「
ア
ド
ウ0

ォ
」
と
せ
ず
「
ア
ド
ヴ0

ォ
」
と
片
仮
名
表
記
し
た
。

「
悪ト

イ
フ
ェ
ル魔

」T
eufel

は
、「
悪
党
」「
や
つ
」
く
ら
い
の
意
味
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。「
惨
め
な
や
ろ
う
」ein arm

er T
eufel 

の
よ
う
に
。

 

公ウ
イ
ス
・
プ
ブ
リ
カ

権
力　

vis publica.  

ラ
テ
ン
語
。
ロ
ー
マ
法
の
用
語
。

 

ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
が
六
枚　

sechs rheinische Goldgulden.  「
ラ
イ
ン
・
グ
ル
デ
ン
金
貨
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
七
注
参
照
。
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シ
ュ
レ
ッ
ケ
ン
ベ
ル
ク
銀
貨　

Schreckenberger.  

一
四
九
八
─
一
五
七
一
年
に
鋳
造
さ
れ
た
銀
貨
。
鋳
造
当
初
は
三
十
六
プ
フ
エ
ニ
ヒ
の
価
値
が
あ
り
、

七
枚
で
グ
ル
デ
ン
金
貨
一
枚
、
一
五
〇
〇
年
以
降
は
一
タ
ー
ラ
ー
に
相
当
す
る
、
と
さ
れ
た
。

 
イ
ス
パ
ニ
ア
の
ド
ブ
ロ
ー
ン
金
貨　

spanische D
oppelkrone.  

「
ド
ブ
ロ
ー
ン
金
貨
」
は
ド
ゥ
カ
ー
ト
金
貨
二
枚
分
の
価
値
を
持
っ
て
い
た
の
で
、「
ド

ブ
ロ
ー
ン
」doblón

〔
＝
ダ
ブ
ル
〕
と
称
さ
れ
た
。
イ
ス
パ
ニ
ア
帝
国
絶
頂
期
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
（
在
位
一
五
五
六
─
九
八
）
の
治
世
下
一
五
六
六
年
に

初
め
て
鋳
造
さ
れ
た
良
質
の
金
貨
。
尤
も
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
語
で
「
ド
ッ
ペ
ル
ク
ロ
ー
ネ
」
と
あ
る
の
を
意
訳
し
た
。

 

二
ド
ゥ
カ
ー
ト
金
貨　

D
oppeldukaten.  

三
十
年
戦
争
時
代
に
幾
つ
か
の
王
侯
領
で
鋳
造
さ
れ
た
由
。
な
お
、「
ド
ゥ
カ
ー
ト
金
貨
」
は
元
来
一
二
八
四

年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
で
鋳
造
さ
れ
た
の
を
嚆
矢
と
す
る
高
品
質
の
金
貨
。

 

模シ
ャ
ウ
プ
フ
ェ
ニ
ヒ

造
貨
幣　

Schaupfennig.  A
delung 

の
辞
典
に
は ,Schaugeld

, 

と
あ
る
の
で
こ
う
訳
し
た
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

指シ
ュ
パ
ン
ネ尺　

Spanne.  

親
指
と
小
指
を
一
杯
に
拡
げ
た
長
さ
。
約
二
〇
セ
ン
チ
。

 

あ
り
ゃ
あ
わ
た
し
の
手
に
ゃ
負
え
ん　

das ist m
ir zu gefährlich.  

民
間
伝
承
の
悪
魔
は
女
性
恐
怖
症
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

 

シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル　

Scheffel.  

穀
量
単
位
。
地
方
に
よ
り
異
な
る
が
、
五
〇
─
一
八
〇
リ
ッ
ト
ル
。

 

グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン　

Groschen.  

大
雑
把
に
言
っ
て
十
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
で
も
ま
だ
銀
貨
で
、
プ
フ
エ
ニ
ヒ
銅
貨
十
二
枚
に
相
当
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

そ
の
半
分
、
六
プ
フ
エ
ニ
ヒ
の
銀
貨
だ
っ
た
よ
う
だ
。
中
世
ド
イ
ツ
で
は
分
厚
い
良
質
の
銀
貨
だ
っ
た
が
、
こ
の
話
で
は
さ
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
と
は
思
え

な
い
。

 

け
れ
ど
も
と
り
つ
く
島
の
あ
ら
ば
こ
そ　

A
ber da leuchtete kein Stern.  

直
訳
「
し
か
し
星
は
輝
か
な
か
っ
た
」。「
輝
く
星
な
ん
ぞ
あ
り
ゃ
し
な
い
」

D
a ist kein Stern, der leuchtet! 

と
い
う
の
は
、
前
途
に
ち
ら
と
も
光
明
の
見
え
な
い
絶
望
し
き
っ
た
者
の
悲
嘆
の
叫
び
で
あ
る
。

 

シ
ル
ダ　

Schilda.  「
シ
ル
ダ
の
市
民
」Schildbürger 
と
い
え
ば
、
そ
の
愚
行
を
笑
い
話
の
種
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
都
市
名
は
架
空
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
九

〇
注
参
照
。
し
か
し
、
こ
の
話
の
よ
う
に
特
定
さ
れ
も
す
る
。
た
だ
し
、
シ
ル
ダ
で
は
な
く
、
現
ザ
ク
セ
ン
州
北
ザ
ク
セ
ン
郡
ベ
ル
ゲ
ル
ン
＝
シ
ル
ダ
ウ

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
か
つ
て
の
都
市
シ
ル
ダ
ウSchildau

。
シ
ル
ダ
ウ
は
ト
ル
ガ
ウ
の
南
西
、
ダ
ー
レ
ナ
ー
曠ハ

イ
デ野

の
北
辺
に
位
置
し
、
完
全
に
森
で
囲

ま
れ
て
い
る
。

 

麦ビ
ー
ア
ズ
ッ
ペ

酒
汁　

Biersuppe.  

ド
イ
ツ
語
圏
の
田
舎
で
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
も
朝
食
と
し
て
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
好
ま
れ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
な

い
薄デ

ュ
ン
ビ
ー
ア

ビ
ー
ル
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
現
在
で
は
洗
練
さ
れ
た
レ
シ
ピ
が
数
多
く
手
に
入
る
が
、
十
九
世
紀
の
基
本
的
な
作
り
方
で
は
こ
ん
な
と

こ
ろ
か
。「
焼
い
て
か
ら
時
間
の
経
っ
た
パ
ン
数
枚
を
小
さ
く
刻
み
、
二
壜
の
褐
色
ビ
ー
ル
と
茶
匙
一
杯
の
姫キ

ャ
ラ
ウ
エ
ー

茴
香
を
混
ぜ
、
蓋
を
し
て
煮
る
。
パ
ン
が
柔

ら
か
く
な
る
ま
で
は
あ
ま
り
掻
き
混
ぜ
な
い
こ
と
。
裏
漉
し
に
掛
け
て
か
ら
掻
き
回
し
、
バ
タ
ー
一
塊
、
好
み
の
量
の
砂
糖
と
塩
を
加
え
、
も
う
一
度
煮

立
て
る
」。
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香ヴ
ュ
ル
ツ
ビ
ー
ア

味
麦
酒　

W
ürzbier.  

今
日
「
香
味
」「
薬
味
」
と
し
て
ビ
ー
ル
に
添
加
さ
れ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ホ
ッ
プ
（
西
洋
唐
花
草
）
の
毬
果
だ
が
、
か

つ
て
主
婦
の
自
家
醸
造
が
普
通
だ
っ
た
ド
イ
ツ
語
圏
の
田
舎
で
は
こ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
の
香
草
（
た
と
え
ば
ク
マ
リ
ン
の
香
り
を
添
え
る
車
葉
草
な
ど
）

も
加
え
ら
れ
た
由
。
自
家
醸
造
の
香
味
ビ
ー
ル
は
─
現
在
も
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
（
と
こ
ろ
に
よ
る
が
）
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ビ
ー
ル
に
見
ら
れ
る
。「
ト

ル
ガ
ウ
産
香ヴ

ュ
ル
ツ
ビ
ー
ア

味
麦
酒
」
に
ど
う
い
う
香
味
が
入
っ
て
い
た
か
は
不
明
。

 

詩
篇
八
十
八
篇
十
三
節
に　

im
 88. Psalm

 V
. 13.  

旧
約
聖
書
詩
篇
八
十
八
篇
十
三
節
は
下
記
の
通
り
。「
汝な

ん
じ

の
く
す
し
き
み
わ
ざ
は
幽く

ら
き暗

に
な
ん
じ
の

義
は
忘わ

す
れ失
の
国
に
知
ら
る
る
こ
と
あ
ら
ん
や
」

 

Ｄ
Ｓ
Ｂ
七
一
五　

Sage N
r. 715.  

こ
の
伝
説
で
は
ア
イ
ス
フ
ェ
ル
ト
近
く
の
ク
ロ
ッ
ク
村
に
あ
る
豌
豆
の
形
を
し
た
石
の
粒
の
由
来
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

伝
説
（
こ
ち
ら
は
「
弘
法
大
師
と
石
芋
」
伝
説
の
類
話
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
石
の
国
」das Reich der Steine 

と
は
パ
レ
ス
チ
ナ
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
か
。

 

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク　

O
snabrück.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
第
三
の
都
市
。

 

ジ
ュ
ン
デ
ル
巖　

Sündelstein.  

Ｄ
Ｓ
二
〇
〇
で
は ,Süntelstein

, 

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
原
注
に
は
「
お
そ
ら
く
聖
人
の
巖
の
こ
と
だ
ろ
う
」W

ohl 
H

eiligenstein 

と
あ
る
。

 

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト　

H
alberstadt.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
郡
庁
所
在
地
の
都
市
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
北
方
二
〇
キ
ロ
に
あ
る
。

 

ガ
イ
ス
マ
ー
ル
山ヴ

ァ
ル
ト地　

Geism
ar-W

ald.  
ガ
イ
ス
マ
ー
ル
は
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
大
学
都
市
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
最
南
部
の
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

ガ
イ
ス
マ
ー
ル
山ヴ

ァ
ル
ト地
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
西
方
、
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
東
側
に
拡
が
る
森
に
覆
わ
れ
た
な
だ
ら
か
な
山
地
。

 

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト　

W
ittekind.  

普
通
「
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
」W

idukind.  

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
貴
族
の
出
で
、「
ド
ゥ
ク
ス
・
サ
ク
ソ
ヌ
ム
」dux 

Saxonum

、
す
な
わ
ち
ザ
ク
セ
ン
公
〔
＝
ザ
ク
セ
ン
族
の
軍
司
令
官
〕H

erzog von Sachsen 

と
し
て
七
七
七
年
か
ら
七
八
五
年
に
掛
け
て
カ
ー
ル
大
帝

に
対
抗
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
結
局
ザ
ク
セ
ン
族
は
フ
ラ
ン
ク
族
の
軍
事
支
配
に
服
し
、
現
ド
イ
ツ
北
西
部
は
カ
ロ
リ
ン
グ
王
国
の
一
部
と
な
り
、
キ
リ

ス
ト
教
化
さ
れ
た
。
八
一
〇
年
（
？
）
死
す
。
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の
名
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
六
二
に
既
出
。

 

ミ
ン
デ
ン　

M
inden.  

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
都
市
。

 

ゔポ
ル
タ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
─
リ
カ

ぇ
す
と
ふ
ぁ
り
あ
ノ
門　

porta W
estfalica.  

ラ
テ
ン
語
。
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
北
東
部
、
ヴ
ィ
ー
エ
ン
山ゲ

ビ
ル
ゲ地

と
ヴ
ェ
ー
ザ
ー

山ゲ
ビ
ル
ゲ地
の
間
に
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
が
開
い
た
谷
間
。
民
衆
は
た
だ
「
ポ
ル
タ
」
と
か
「
ヴヴ

ェ

ー

ザ

ー

シ

ャ

ル

テ

ェ
ー
ザ
ー
の
切
れ
込
み
」W

eserscharte 

と
呼
ぶ
。

 

ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト　

H
erfort.  

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
郡
郡
庁
所
在
地
。

 

リ
ュ
ベ
ケ　

Lübbeke.  

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
都
市
。
現
在
の
綴
り
は ,Lübbecke , 

。

 

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン　

W
ettin.  

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ザ
ー
レ
郡
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
＝
レ
ー
ベ
ユ
ー
ン
の
一
部
。
こ
の
小
さ
な
都
市
は
と
り
わ
け
王
・

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（



89

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その八）　鈴木　滿　訳・注

公
侯
の
家
系
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
家
（
十
世
紀
頃
か
ら
こ
の
地
を
占
有
）
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
。
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
一
族
の
血
は
ザ
ク
セ
ン
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
、

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
、
ザ
ク
セ
ン
王
ば
か
り
か
、
英
国
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
王
家
に
も
継
承
さ
れ
た
。

 
エ
ン
ガ
ー  Enger.  

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ト
郡
南
西
部
の
都
市
。
こ
こ
の
司
教
座
聖
堂
に
は
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
の

墓
（
石
棺
）
が
あ
る
の
で
「
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
都シ

ュ
タ
ッ
ト市
」
と
呼
ば
れ
る
。

 

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
会
戦　

Schlacht auf dem
 W

ittenfelde.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
近
郊
で
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
率
い
る

ザ
ク
セ
ン
軍
が
フ
ラ
ン
ク
軍
に
打
ち
負
か
さ
れ
た
七
八
三
年
の
会
戦
。
Ｄ
Ｓ
四
五
四
参
照
。

 

エ
ラ
ー
ブ
ル
フ　

Ellerbruch.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
郡
の
町
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
の
一
部
。

 

軍
の
輜し

ち
ょ
う重
隊　

H
eerestroß.  

近
世
ま
で
実
戦
部
隊
の
後
を
追
う
輜
重
隊
に
は
、
兵
士
の
妻
、
あ
る
い
は
妻
と
称
す
る
女
た
ち
、
そ
の
子
ど
も
ら
な
ど
が

士
官
黙
認
の
も
と
で
随
き
従
っ
て
い
た
。
酒
保
商
人
や
浮
浪
の
陣
中
雀
ど
も
の
居
場
所
も
こ
こ
だ
っ
た
。
古
代
、
中
世
の
部
族
の
軍
勢
で
は
、
輜
重
隊
と

い
う
べ
き
も
の
は
な
く
て
も
、
や
は
り
従
軍
非
戦
闘
員
が
多
数
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

 

そ
こ
で
「
も
ぐ
れ
や
、
も
ぐ
れ
（
穴
に
入
れ
）、
世
間
は
酷む

ご

い
ぞ
」
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざ

通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
由　

da habe sich das Sprüchw
ort erfüllt: 

K
rupp unter, krupp unter 

（krieche ein

）, die W
elt ist dir gram

.   

こ
れ
だ
け
で
は
読
者
に
は
意
味
不
通
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
Ｓ
四
五
四
で
は
、
随
い

て
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
一
人
の
老
婆
を
、
ザ
ク
セ
ン
族
の
戦
士
た
ち
が
こ
う
唱
え
な
が
ら
、
生
き
た
ま
ま
埋
め
た
、
と
あ
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
老

婆
一
人
で
は
な
く
、
多
く
の
女
子
ど
も
を
、
敵
の
フ
ラ
ン
ク
軍
の
手
に
渡
さ
ぬ
た
め
、
生
き
埋
め
に
し
た
、
と
遠
回
し
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

ロ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
お
よ
び
シ
ュ
ネ
ラ
ー
ト
城
の　

von Rodenstein und Schnellert.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
参
照
。

 

エ
ン
ゲ
ル
ン　

Engern.  

前
出
「
エ
ン
ガ
ー
」
の
誤
り
。

 

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世  K

aiser K
arl IV

.  
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
三
四
六
─
七
八
）、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
（
カ
レ
ル
一
世
。
在
位
一
三
四
七
─
七
八
）、

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
三
五
五
─
七
八
）。

 

十
字
架
状
の
碑
文  eine Schrift in K

reuzesform
.  

エ
ン
ガ
ー
の
司
教
座
聖
堂
内
に
あ
る
ヴ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
の
墓
（
石
棺
）
の
蓋
に
は
そ
の
像
と
碑
文

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
文
は
像
の
両
側
お
よ
び
頭
部
と
足
許
に
あ
る
。
十
字
架
状
に
は
見
え
な
い
。

 

ゾ
ー
ス
ト　

Soest.  

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ゾ
ー
ス
ト
郡
郡
庁
所
在
地
の
都
市
。
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
五
〇
キ
ロ
離
れ
て
パ
ー

ダ
ー
ボ
ル
ン
と
ド
ル
ト
ム
ン
ト
が
あ
る
。

 

遍
歴
学
生
ら　

fahrende Schüler.  

「
遍
歴
学
生
」fahrender Schüler 

と
は
学
校
・
大
学
で
学
問
を
修
め
つ
つ
あ
る
学
生
で
、
あ
る
い
は
、
学
問
を
修

め
は
し
た
が
し
か
る
べ
き
世
俗
の
職
業
あ
る
い
は
聖
職
に
就
か
ず
に
い
て
、
放
浪
の
旅
を
し
て
い
る
者
の
こ
と
。
こ
の
階
層
は
、
ラ
テ
ン
語
を
含
め
読
み

書
き
に
堪
能
だ
し
、
医
術
・
魔
術
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
の
技
能
を
心
得
て
い
る
、
と
庶
民
に
考
え
ら
れ
、
都
会
で
も
村
落
で
も
住
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
っ
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て
臨
時
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
杖
を
携
え
、
法
衣
を
纏
っ
た
そ
の
姿
は
素
朴
な
人
人
に
尊
敬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
一
部
の
学
生
は
詐
欺
的

な
犯
罪
に
手
を
染
め
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
階
層
に
悪
評
を
呼
ぶ
原
因
と
も
な
っ
た
。
中
世
盛
期
・
後
期
の
物
語
文
学
や
伝
説
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

た
と
え
ば
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
二
で
は
ス
イ
ス
の
高ア

ル

プ

原
牧
場
を
荒
廃
さ
せ
た
怪
物
を
退
治
す
る
有
効
な
方
法
を
教
え
て
い
る
が
、
単
に
楽
天
的
な
の
ら
く
ら
者
、
娘
っ

子
の
誘
惑
者
と
い
う
小
悪
党
的
役
割
を
演
ず
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
あ
る
。「
シ
ョ
ー
ラ
ー
」Scholer （
ラ
テ
ン
語
「
学ス

コ
ラ問
」schola 

か
ら
）、「
ゴ
リ
ア
ー

ル
デ
」Goliarde 

と
も
呼
ば
れ
た
。

 

森
が
一
つ
城
を
目
指
し
て
押
し
寄
せ
て
来
る　

einen W
ald sich gegen das Schloß bew

egen.  

人
数
の
多
寡
を
察
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
兵
士
に
木

の
枝
を
持
た
せ
て
進
撃
さ
せ
た
の
で
、
森
が
動
い
て
来
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
マ
ク
ベ
ス
』
に
も
あ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
。

 

ハ
ッ
ツ
フ
ェ
ル
ト　

H
atsfeld.  

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
西
部
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
町
。
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
北
方
、エ
ー
ダ
ー
川
の
河
谷
に
あ
る
。

一
三
四
二
年
ハ
ッ
ツ
フ
ェ
ル
ト
城
の
あ
る
城
山
の
麓
に
築
か
れ
た
。
貴
族
ハ
ッ
ツ
フ
ェ
ル
ト
家
の
発
祥
地
。

 

ヴ
ォ
ル
マ
ー
ル
村　

D
orf W

ollm
ar.  

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
＝
ビ
ー
デ
ン
コ
プ
フ
郡
の
自
治
体
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
・
ア
ム
・
ク
リ
ス
テ
ン
ベ

ル
ク
（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
北
方
二
〇
キ
ロ
）
を
構
成
す
る
五
地
区
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
五
地
区
は
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
、ニ
ー
ダ
ー
ア
ス
フ
ェ
、オ
ー
バ
ー

ア
ス
フ
ェ
、
ジ
ム
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ヴ
ォ
ル
マ
ー
ル
で
、
一
九
七
四
年
そ
れ
ま
で
独
立
し
た
町
村
だ
っ
た
も
の
が
合
併
し
た
。

 

ガ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク　

Geisenberg.  
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｓ
一
二
九
、
Ｄ
Ｓ
二
三
五
で
は ,Geißenberg

, 

と
な
っ
て

い
る
の
で
、
片
仮
名
表
記
は
こ
ち
ら
に
従
う
。
現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、
ビ
ン
ゲ
ン
よ
り
下
流
の
ラ
イ
ン
両
岸
に
連
な
る

ララ
イ
ニ
ッ
シ
ェ
ス
・
シ
ー
フ
ァ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ

イ
ン
片
岩
山
地
の
一
部
ロ
ー
ト
ハ
ー
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
峰
の
一
つ
。

 

ヨ
ー
ハ
ン
・
ヒ
ュ
ブ
ナ
ー　

Johann H
übner.  

こ
の
盗
賊
騎
士Raubritter 

の
行
状
と
そ
の
最
期
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
一
二
九
に
詳
し
い
。

 

キ
ン
デ
ル
ス
ベ
ル
ク　

K
indelsberg.  

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、
ビ
ン
ゲ
ン
よ
り
下
流
の
ラ
イ
ン
両
岸
に
連
な
る

ララ
イ
ニ
ッ
シ
ェ
ス
・
シ
ー
フ
ァ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ

イ
ン
片
岩
山
地
の
一
部
ロ
ー
ト
ハ
ー
ル
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
峰
の
一
つ
。
標
高
六
一
八
メ
ー
ト
ル
。

 

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン　

Göttingen.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
郡
の
著
名
な
大
学
都
市
。

 

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
四
世　

K
aiser O

tto IV
.  

在
位
一
二
〇
九
─
一
八
年
。

 

三ド
ラ
イ

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン　

die drei Gleichen.  

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
古
い
町
ゴ
ー
タ
南
東
九
キ
ロ
、
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
北
西
五
キ
ロ
に
あ
る
互
い
に
近
接

し
て
い
る
三
つ
の
城
山
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
村
近
く
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城Burg Gleichen

、
そ
の
南
、
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
村
近
く
の
ミ
ュ
ー
ル
ブ

ル
クM

ühlburg

、ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
東
方
、ホ
ル
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
村
近
く
の
ヴ
ァ
ク
セ
ン
ブ
ル
クW

achsenburg

を
三ド

ラ
イ

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
と
称
す
る
。
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
の
豪
族
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
は
そ
の
一
番
目
の
城
山
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
城
が
お
そ
ら
く
一
〇
八
八
年
古
文
書
に
そ
の
名
が
挙

が
っ
て
い
る
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
城
で
あ
り
、
ト
ン
ナ
伯
爵
家
の
分
家
が
こ
こ
の
城
主
と
な
っ
て
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
と
名
乗
っ
た
。
こ
の
伯
爵
家
は
二
人
の
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妻
を
持
っ
た
伯
爵
の
伝
説
（
Ｄ
Ｓ
五
八
一
）

─
一
五
三
九
年
に
は
既
に
完
成
し
て
い
た

─
で
有
名
に
な
っ
た
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
文
人
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・

ム
ゼ
ー
ウ
ス
は
こ
の
伝
説
を
素
材
と
し
て
長
編
メ
ル
ヒ
ェ
ン
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」M

elechsala

─
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ

人
の
民
話
』V

olksm
ärchen der D

eutschen

（
国
書
刊
行
会
、
十
九
年
）
所
収

─
を
書
い
た
。
伝
説
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
同
書
の
鈴
木
の
解
題
を

参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、私
淑
す
る
郷
土
の
大
先
輩
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
こ
の
物
語
を
枕
に
振
っ
て
初
期
の
四
短
編
集
の
一
つ
「
ゼ
リ
ン
デ
」

Selinde
（
鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題
、「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
三
十
九
巻
第
三
号
） 

─
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』T

hüringische 
V

olksm
ärchen

所
収

─
を
書
い
た
。

 

山
城
プ
レ
ッ
セ　

Bergschloß Plesse.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
北
ほ
ぼ
七
キ
ロ
に
あ
る
中
世
の
山
城
の
廃
墟
。

 

子
ど
も
が
一
人
城
壁
の
中
に
生
き
な
が
ら
埋
め
ら
れ
た　

Ein K
ind w

ard lebendig in der M
auer beigesetzt.  

日
本
に
も
あ
っ
た
と
い
う
「
人
柱
」

の
習
俗
。 

 

車ヴ
ァ
ル
ト
マ
イ
ス
タ
ー

葉
草　

W
aldm

eister.  
茜
科
の
多
年
草
。
五
月
か
ら
七
月
に
掛
け
て
芳
香
を
放
つ
白
い
漏
斗
状
の
花
を
咲
か
せ
る
。
薬
草
、香
草
と
し
て
用
い
ら
れ
、

ビ
ー
ル
の
賦
香
料
と
も
な
る
。
こ
の
植
物
の
有
名
な
含
有
要
素
は
ク
マ
リ
ン
。
な
お
「
ヴ
ァ
ル
ト
マ
イ
ス
タ
ー
」
は
「
森
番
」
の
意
。

 

こ
れ
は
も
う
二
十
代
は
出
て
い
て
六
十
代
に
入
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ　

auch schon aus den zw
anzigen und etw

a in den sechzigen.  

な
ん
と
か

訳
し
て
み
た
が
、
さ
て
一
向
ぴ
ん
と
来
ま
せ
ん
。

 

靴シ
ュ
ー尺　

Schuh.  

昔
の
長
さ
の
単
位
。
約
三
〇
セ
ン
チ
。

 

等ラ
ン
ト
シ
ュ
テ
ン
デ

族
議
会　

Landstände.  

出
席
権
利
を
有
す
る
領
邦
の
上
層
各
階
級
代
表
か
ら
成
る
領
邦
議
会
。

 

故
人
ニ
ー
ル
ス
・
ク
リ
ム　

w
eiland N

ils K
lim

m
.  

一
七
四
一
年
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
『
に
こ
ら
う
す
・
く
り
み
う
す
ノ
地
底
旅
行
』N

icolai 
K

lim
ii Iter Subterraneum

 

（『
ニ
ー
ル
ス
・
ク
リ
ムN

iels K
lim

の
地
底
旅
行
』）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
諷
刺
的
Ｓ
Ｆ
で
、
著
者
は
ノ
ル
ウ
ェ
イ
系

デ
ン
マ
ー
ク
人
（
当
時
ノ
ル
ウ
ェ
イ
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
属
す
）
の
文
人
・
歴
史
家
・
哲
学
者
・
劇
作
家
ル
ー
ト
ヴ
ィ
・
ホ
ル
ベ
アLudvig H

orberg 

（
ホ
ル
ベ
ア
男
爵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
。
一
六
八
四
─
一
七
五
四
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
故
事
や
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
を
書
き
込
む
の
は
、
も
と
よ
り
伝
説
の
忠
実

な
再
録
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
読
み
物
と
し
て
は
お
も
し
ろ
く
な
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
う
し
た
手
法
を
彼
が
尊
敬
し
て
已
ま
な
か
っ
た
郷
党
の

文
人
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
か
ら
借
り
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
伝
説
一
篇
も
同
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
三
〇
の
単
純
素
朴
な
内
容
と
は
ま
る
で
異
な
り
、

伝
説
を
素
材
と
し
た
近
代
風
短
編
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 

カ
ッ
セ
ル
の
ヴヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ヘ
ー
エ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
丘
に
あ
る
ヘ
ラ
ク
レ
ス
像　

der H
erkules auf der W

ilhelm
shöhe bei K

assel.  

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
州
都
、
か
つ
て

の
ヘ
ッ
セ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
・
選
帝
侯
国
（
後
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
国
）
の
首
都
カ
ッ
セ
ル
西
方
の
広
大
な
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ヘ
ー
エ
公
園
に
あ
る
。
八オ

ク

ト

ゴ

ン

角
形
建
物
に

そ
そ
り
立
つ
尖
塔
の
天
辺
に
立
つ
こ
の
銅
像
（
像
の
丈
だ
け
で
八
・
二
五
メ
ー
ト
ル
）
と
そ
の
下
に
延
延
と
連
な
る
人カ

タ
ラ
ク
ト

工
滝

─
市
中
心
部
か
ら
遠
望
で
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き
る

─
は
、ヘ
ッ
セ
ン
＝
カ
ッ
セ
ル
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ
伯
カ
ー
ル
（
在
位
一
六
七
〇
─
一
七
三
〇
）
が
国
費
を
傾
け
て
作
ら
せ
た
（
一
七
〇
一
─
一
七
）
も
の
。
カ
ー

ル
は
大
規
模
な
軍
隊
を
創
設
、
当
時
の
諸
侯
と
同
様
、
兵
士
を
援
助
金
と
引
き
替
え
に
外
国
に
貸
し
出
し
た
。
け
だ
し
傭
兵
賃
貸
業
で
あ
る
。

 
昔
話
の
あ
の
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ブ　

der Spiegelschw
ab im

 V
olksm

ärchen.   

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
／
鈴
木
滿
訳
・
注
・

解
題
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
集
』（
一
八
五
七
）
試
訳
（
そ
の
六
）

─
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月

─
所
収

「
二　

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
七
人
衆
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

」
に
登
場
す
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
人
の
一
人
ミ
ヒ
ェ
ル
の
綽
名
。
無
理
に
訳
せ
ば
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
男
の
鏡
ど

ん
」。
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話
中
の
解
説
に
よ
れ
ば
「
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ブ
は
、
鼻
を
自
分
の
上
着
の
前
袖
で
拭
く
習
慣
の
せ
い
で
、
そ
こ
が
〔
洟

は
な
じ
る

が
く
っ
つ
い

て
〕
な
ん
か
こ
う
鏡
み
た
い
に
ぴ
か
ぴ
か
し
と
る
の
で
、
こ
う
い
う
清
ら
か
な
名
前
を
貰
っ
た
わ
け
」。

 

お
伽
話
に
あ
る
通
り　

w
ie im

 K
inderm

ärchen.  

妖
精
な
い
し
小
人
と
い
っ
た
類
の
超
自
然
的
存
在
が
人
間
の
娘
に
あ
ら
か
じ
め
恩
を
売
っ
て
お
い

て
、
自
分
と
の
結
婚
あ
る
い
は
娘
が
初
め
て
産
む
子
の
引
き
渡
し
を
要
求
、
た
だ
し
、
自
分
の
名
を
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
履
行
し
な

い
で
よ
い
、
と
告
げ
る
昔
話
を
指
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
五
番
「
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン
」Rum

pelstilzchen 

（
金
田
鬼
一
訳
「
が
た

が
た
の
竹
馬
こ
ぞ
う
」、
英
国
で
は
、
Ｊ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
編
『
イ
ギ
リ
ス
民
話
集
』
一
番
「
ト
ム
・
テ
ィ
ッ
（
ト
）・
ト
ッ
（
ト
）」T

om
 T

it T
ot 

が
日

本
で
容
易
に
読
め
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
の
姪
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
・
レ
ル
チ
ェ
・
ド
・
ヴ
ィ
ラ
ン
ド
ン
（
＝
ヴ
ィ
ラ
ン
ド
ン
の
女
性

継
承
者
た
る
令
嬢
）
マ
リ
＝
ジ
ャ
ン
ヌ
が
民
話
を
素
材
と
し
て
書
き
上
げ
た
物
語
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
リ
ク
ダ
ン
・
リ
ク
ド
ン
」Ricdin-Ricdon 

が

お
も
し
ろ
い
。
こ
う
し
た
「
名
前
当
て
」
を
主
題
と
す
る
民
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
向
き
は
、
鈴
木
滿
著
『
昔
話
の
東
と
西　

比
較
口
承
文
芸
論
考
』（
国

書
刊
行
会
、
平
成
十
六
年
）
所
収
の
小
論
「
名
前
の
魔
力　

フ
ラ
ン
ス
お
伽
話
『
リ
ク
ダ
ン
・
リ
ク
ド
ン
』
考
」
を
お
読
み
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
。

 

雛ひ
な
ぎ
く菊
占
い　

das O
rakel der Gänseblum

e.  
「
あ
の
ひ
と
／
あ
の
こ
、
あ
た
し
／
ぼ
く
を
愛
し
て
る
」Er / Sie liebt m

ich.

「
愛
し
て
な
い
」Er / 

Sie liebt m
ich nicht.

「
愛
し
て
る
」Er / Sie liebt m

ich.

と
唱
え
な
が
ら
、
雛デ

イ
ジ
ー菊

あ
る
い
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
花
弁
を
一
枚
一
枚
毟
っ
て
行
く
恋
占
い

は
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
有
名
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
小
人
が
言
う
の
は
、
同
じ
手
法
で
少
女
が
将
来
の
配
偶
者
の
身
分
・
職
業
を
占
う
こ
と
。

 

豌
豆
を
叩
い
て
莢さ

や

を
取
っ
て
い
た　

draschen ...... Erbsenfrucht ...... aus.  

実
が
完
熟
す
る
ま
で
畑
に
置
い
て
か
ら
収
穫
、
更
に
乾
燥
さ
せ
、
乾
い
た

莢
を
殻
棹
で
打
っ
て
、
莢
と
実
を
分
け
る
仕
事
を
し
て
い
た
し
だ
い
。
実
は
乾
し
豌
豆
と
し
て
ス
ー
プ
そ
の
他
に
使
う
。
か
つ
て
は
足
ら
ず
が
ち
の
穀
類

の
補
い
と
し
て
乾
し
空
豆
な
ど
と
と
も
に
（
と
り
わ
け
貧
し
い
者
に
）
常
用
さ
れ
た
。 

 

打
穀
が
済
む
と
豌
豆
を
空
中
に
投
げ
上
げ
〔
て
莢
と
分
け
〕
た　

nach dem
 A

usdreschen w
urfelten sie die Erbsen.  

打
穀
し
た
穀
物
や
豆
か
ら

夾
雑
物
を
排
除
す
る
原
始
的
な
手
法
。
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
で
は
普
通
「
箕み

」
の
よ
う
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
状
の
選
別
用
具
に
入
れ
、
煽
る
よ
う
に
中

身
を
放
り
上
げ
、
軽
い
小
片
と
な
っ
て
い
る
殻
や
莢
な
ど
の
夾
雑
物
を
風
で
飛
ば
し
、
落
ち
て
来
た
穀
物
や
豆
を
再
び
そ
れ
で
受
け
た
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
状
選
別
用
具
で
は
な
く
、
長
い
柄
の
つ
い
た
シ
ャ
ベ
ル
状
の
器
具
を
用
い
て
し
ゃ
く
い
投
げ
た
地
域
、
時
代
も
あ
る
。「
箕
」
で
や
る
の

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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と
は
反
対
に
、
重
い
穀
物
や
豆
は
い
く
ら
か
遠
く
の
床
に
積
も
り
、
軽
い
夾
雑
物
は
手
前
に
落
ち
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
で
は
、
選
別
用
具
に
豆
が
溜

ま
る
の
で
は
な
く
、
納
屋
の
床
＝
打
穀
場
に
落
ち
る
は
ず
、
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
後
者
が
当
て
嵌
ま
る
。

 
投
げ
上
げ
円シ

ャ
ベ
ル匙　

W
urfschaufel.  

前
掲
注
参
照
。
尤
も
現
行
独
和
辞
典
で
は
「
箕
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

 

ベ
ル
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン　

Bernshausen.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
郡
の
町
ゼ
ー
ブ
ル
ク
の
一
部
。
か
つ
て
は
村
。

 

ゼ
ー
ブ
ル
ク　

Seeburg.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
さ
な
町
。
ゼゼ

ー
ブ
ル
ガ
ー
・
ゼ
ー

ー
ブ
ル
ク
湖
を
間
に
挟
ん
で
ベ
ル
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
と
向
か
い

合
っ
て
い
る
。

 

実
は
白
蛇　

es w
ar aber eine w

eiße Schlange.  

Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
七
「
白
蛇
」D

ie w
eiße Schlange

は
白
蛇
の
肉
を
食
べ
て
鳥
獣
の
言
う
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
青
年
の
話
で
あ
る
。

 

モ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
町　

Fleck M
oringen.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
郡
の
小
さ
な
都
市
。
一
三
五
二
年
に
は
既
に
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

 

神テ
ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
諸
卿　

T
em

pelherrn. 「
神テ

ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
修
道
会
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
七
注
を
参
照
。
な
お
神テ

ン
プ
ラ
ー

殿
騎
士
修
道
会
管
区
が
モ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
置

か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
由
。

 

悪
魔
の
穴　

T
eufelskutte.  

原
文
で
は
上
に
記
し
た
よ
う
に ,T

eufelskutte , 

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
悪
魔
の
衣
装
」
の
意
で
、
こ
こ
で
は

不
適
。,T

eufelskutte , 

で
は
な
く ,T
eufelskitte , 

と
解
釈
し
て
「
悪
魔
の
穴
」
と
訳
し
た
。

 

ギ
ッ
テ
ル
デ　

Gittelde.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ス
テ
ロ
ー
デ
郡
の
小
さ
な
町
バ
ー
ト
・
グ
ル
ン
ト
の
一
部
。

 

シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
城ブ

ル
ク Staufenburg.   ,Stauffenburg

, 

と
も
綴
る
。
十
一
世
紀
初
頭
に
築
か
れ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
山
城
。
ゼ
ー
ゼ
ン
南
方
約
六
キ
ロ
、

ギ
ッ
テ
ル
デ
北
方
約
二
キ
ロ
の
山
の
頂
き
に
あ
る
。
現
在
は
壁
の
み
が
残
る
廃
墟
。
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ゴ
ス
ラ
ー
ル
郡
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
外
縁
。

 

鳥デ
ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

捕
り
と
綽あ

だ
な名

さ
れ
た
ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
囮お

と
り
ば場　

des Sachsenherzogs H
einrich des Finklers V

ogelherd.  

東
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
カ

ロ
リ
ン
グ
朝
が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
夭
折
を
以
て
断
絶
す
る
と
、
王
国
の
中
核
フ
ラ
ン
ケ
ン
公
国
の
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
が
諸
公
に
選
挙
さ
れ
て
王
位
（
フ

ラ
ン
ケ
ン
朝
）
に
就
く
。
し
か
し
有
力
な
公
た
ち

─
ザ
ク
セ
ン
公
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
と
の
対
立
は
継
続
、
一
方
ス
ラ
ヴ
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
、
デ
ー
ン

な
ど
の
外
部
諸
勢
力
の
侵
入
に
も
悩
ま
さ
れ
、
実
質
的
統
一
は
成
就
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
は
臨
終
に
際
し
、
敵
対
し
て
は
い
た
も
の

の
そ
の
力
量
を
買
っ
て
い
た
ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
後
継
に
指
名
し
た
。
王
位
に
就
く
よ
う
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
許
に
派
遣
さ
れ
た
王
国
の
使
節
団
が
ハ

イ
ン
リ
ヒ
を
発
見
し
た
時
、
彼
は
囮
を
使
っ
て
鳥
を
捕
獲
す
る
の
に
余
念
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
（
そ
こ
で
「
捕デ

ア
・
フ
ィ
ン
ク
ラ
ー

鳥
王
」
と
の
添
え
名
が
あ
る
。
こ

の
名
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
〇
に
既
出
）。
か
く
し
て
東
フ
ラ
ン
ク
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
（
在
位
九
一
九
─
三
六
）
が
誕
生
。
こ
の
ザ
ク
セ
ン
朝
は
一
〇
二
四
年

ま
で
続
く
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
子
オ
ッ
ト
ー
一
世
は
ド
イ
ツ
王
（
在
位
九
三
六
─
七
三
）
と
し
て
ア
ー
ヘ
ン
で
即
位
、更
に
ロ
ー
マ
で
教
皇
に
よ
り
戴
冠
、

ロ
ー
マ
・
東
フ
ラ
ン
ク
皇
帝（
在
位
九
六
二
─
七
三
）と
な
る
。
オ
ッ
ト
ー
大

デ
ア
・
グ
ロ
ー
セ

帝
で
あ
る
。
彼
の
帝
国
は
後
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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た
。

 

帝
冠　

K
aiserkrone.  

前
掲
注
に
記
し
た
よ
う
に
、「
帝
国
」K

aiserreich 

が
成
立
す
る
の
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
一
世
の
子
オ
ッ
ト
ー
一
世
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。

 
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ　

H
erzog H

einrich von Braunschw
eig.  

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
公
小

ハ
イ
ン
リ
ヒH

einrich der Jüngere, H
erzog von Braunschw

eig- W
olfenbüttel

（
一
四
八
九
─
一
五
六
八
）。
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
ヴ
ォ

ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
公
大
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
次
子
。
愛
人
エ
ー
フ
ァ
と
の
間
に
十
人
の
庶
子
を
作
っ
た
。

 

エ
ー
フ
ァ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ト　

Eva von T
rott.  

エ
ー
フ
ァ
・
フ
ォ
ン
・
ト
ロ
ッ
ト
・
ツ
ー
・
ゾ
ル
ツEva von T

rott zu Solz 

（
一
五
〇
六
頃
─

六
七
）。
ヘ
ッ
セ
ン
の
貴
族
ト
ロ
ッ
ト
・
ツ
ー
・
ゾ
ル
ツ
家
の
令
嬢
と
し
て
生
ま
れ
、
一
五
二
二
年
十
六
歳
で
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン

ビ
ュ
ッ
テ
ル
公
の
宮
廷
に
お
い
て
女
官
と
な
る
。
公
と
の
間
に
恋
愛
関
係
が
生
じ
、一
五
二
四
年
男
児
を
出
産
し
た
の
を
皮
切
り
に
公
の
子
を
産
み
続
け
た
。

 

ゴ
ス
ラ
ー
ル　

Goslar.  
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
十
三
世
紀
中
葉
に
掛
け
て
歴
代
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
が
し
ば
し
ば
宮
廷
を
開
い
た
古
都
。
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク

セ
ン
州
ゴ
ス
ラ
ー
ル
郡
郡
庁
所
在
地
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
北
西
麓
に
位
置
す
る
。
都
市
の
外
縁
に
あ
る
か
つ
て
の
鉱
山
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
と
と
も
に
世

界
文
化
遺
産
。。

 

皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世　

K
aiser H

einrich IV
.  

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
四
注
参
照
。

 

コ
ノ
日
ヲ
栄ハ

エ
ア
ル
モ
ノ
ニ
ナ
シ
タ
マ
イ
シ
ハ
汝ナ

レ　

hunc diem
 gloriosum

 fecisti.  

ラ
テ
ン
語
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
歌
の
一
つ
「
聖
霊
ヨ
来
タ
リ

タ
マ
エ
」V

eni Sancte Spiritus 

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

 

コ
ノ
日
ヲ
血
ミ
ド
ロ
ノ
争
イ
ニ
ナ
セ
シ
ハ
我　

hunc diem
 bellicosum

 ac cruentum
 ego feci.   

ラ
テ
ン
語
。
悪
魔
は
わ
ざ
わ
ざ
主
語 ,ego , 

を
入
れ

て
「
こ
の
お
れ
様
だ
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。

 

ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル
ク
鉱
山　

Ram
m

elsberg.  

ハ
ー
ル
ツ
山ヴ

ァ
ル
ト地
の
北
西
端
に
位
置
す
る
標
高
六
三
五
メ
ー
ト
ル
の
な
だ
ら
か
な
山
で
、
既
に
三
─
四
世
紀
、

す
な
わ
ち
古
代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
採
鉱
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。
尤
も
文
書
に
こ
こ
の
銀
鉱
脈
が
記
さ
れ
た
の
は
九
六
八
年
で
、
以
来
一
九

八
八
年
鉱
脈
の
涸
渇
が
決
定
す
る
ま
で
千
年
以
上
に
亘
り
鉱
山
と
し
て
の
稼
動
が
続
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
長
期
に
経
営
さ
れ
た
鉱
山
は

世
界
に
類
が
な
い
。
生
産
さ
れ
た
の
は
銀
、
銅
、
鉛
、
錫
。

 

皇
帝
オ
ッ
ト
ー
二
世　

K
aiser O

tto II.  

ド
イ
ツ
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
九
七
三
─
八
三
）
オ
ッ
ト
ー
一
世
、
す
な
わ
ち
オ
ッ
ト
ー
大
帝
の
子
。
ザ
ク

セ
ン
朝
第
三
代
。

 

ハ
ー
ル
ツ
山ヴ

ァ
ル
ト地　

H
arzw

ald.  

「
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ビ
ル
ゲ
」H

arzgebirge 

と
も
。
ド
イ
ツ
北
部
、
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
、
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト

州
、
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
に
ま
た
が
る
二
二
二
六
平
方
キ
ロ
の
中
級
山
岳
地
帯
。
最
高
峰
は
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
（
標
高
一
一
四
一
メ
ー
ト
ル
）。
保
養
・
観
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光
に
好
適
な
小
規
模
の
町
が
数
多
く
点
在
、
山
麓
に
は
ゴ
ス
ラ
ー
ル
、
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
中
規
模
の
都
市
が
幾
つ
か
あ
る
。

 
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
と
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ　

A
ndreasberg und H

arzgerode.　

 

聖
ザ
ン
ク
ト

ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
は
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州

ゴ
ス
ラ
ー
ル
郡
の
小
都
市
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
ー
ゲ
の
一
部
と
な
っ
た
上

オ
ー
バ
ー

ハ
ー
ル
ツ
の
小
さ
な
町
。
ハ
ー
ル
ツ
ゲ
ロ
ー
デ
は
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー

ル
ツ
郡
の
小
都
市
。
東
と
西
に
か
な
り
隔
た
っ
て
い
る
こ
の
二
つ
の
地
名
を
併
記
す
る
の
は
的
外
れ
。

 

ゴ
ー
ゼ
川　

Fluß Gose.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
を
流
れ
る
オ
カ
ー
川
の
支
流
で
「
水ア

プ
ツ
フ
ト路

」
と
も
呼
ば
れ
る
。
ゴ
ス
ラ
ー
ル
市
内
を
流
れ
る
小
川
。

 

味
わ
っ
た
者
に
は
名
高
い
同
市
の
麦ビ

ー
ル酒
ゴ
ー
ゼ　

deren berühm
tes Bier, die Gose, w

em
 sie schm

eckt.  

中
世
に
は
ゴ
ー
ゼ
川
の
水
で
醸
し
て
い

た
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
炒し

ょ
う
そ
う燥

し
な
い
大
麦
、
小
麦
、
燕
麦
の
モ
ル
ト
を
原
料
と
し
て
上
面
醱
酵
さ
せ
た
白
ビ
ー
ル
。
食
塩
と
香
草
を
添
加
し
、
ホ
ッ
プ

は
少
し
し
か
用
い
な
い
。
酵
母
と
乳
酸
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
の
で
、
酸
っ
ぱ
い
風
味
を
持
つ
。
ゴ
ス
ラ
ー
ル
産
ビ
ー
ル
と
し
て
既
に
一
五
七
〇
年
に
言

及
さ
れ
て
い
る
。

 

フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
教
会
墓
地
に
あ
る　

auf dem
 Frankenbergischen K

irchhof.  

ゴ
ス
ラ
ー
ル
市
内
で
最
も
高
い
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
に
あ
る

聖
ザ
ン
ク
ト

ペ
ト
ル
ス
・
聖

ザ
ン
ク
ト

パ
ウ
ル
ス
教
会
の
墓
地
。

 

惣コ
ム
ニ
オ
ー
ン

管
理　

Com
m

union.  

ラ
テ
ン
語
「
コ
ム
ニ
オ
」com

m
unio （「

共
有
」「
共
同
関
与
」）
の
訛
で
あ
ろ
う
。

 

そ
こ
で
約
千
人
が
落
下
す
る
岩
石
の
た
め
惨
死
し
た  und w

urden bei tausend M
enschen vom

 einbrechenden Gestein erschlagen.　

少
な

く
と
も
百
人
の
坑
夫
が
巖
塊
に
埋
も
れ
て
命
を
落
と
し
た
一
三
七
六
年
の
坑
内
事
故
を
指
す
、
と
思
わ
れ
る
。

 

ま
だ
一
つ
石
の
碾ひ

き
臼う

す

が
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
指
摘
し
た　

entdeckte dieser, daß noch ein M
ühlstein fehle.　

悪
魔
と
も
あ
ろ
う
者
が
そ

ん
な
手
抜
か
り
を
す
る
わ
け
は
な
い
。
Ｄ
Ｓ
一
八
四
で
は
、
狡
い
粉
挽
き
が
隙
を
窺
っ
て
石
臼
を
一
つ
転
が
し
落
と
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。

 

グ
ル
ー
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
採
鉱
場
の  dem

 Grubenhagenschen Bergw
erk.  

「
グ
ル
ー
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
」Grubenhagen

は
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ

ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
国
の
分
か
れ
で
、
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
に
当
た
る
地
域
の
領
主
と
な
っ
た
グ
ル
ー
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
公
爵
家
な
い
し
そ
の
一

族
。
す
な
わ
ち
こ
の
坑
鉱
の
所
有
者
。

 

シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城　

Burg Scharzfels.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
オ
ス
テ
ロ
ー
デ
・
ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
さ
い
町
シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
・

ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
近
傍
に
あ
る
中
世
の
城
塞
。
突
兀
と
聳
え
る
巖
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
築
か
れ
、
し
か
る
べ
き
将
兵
と
充
分
な
食
糧
・
水
を
備
え
れ
ば
難
攻

不
落
だ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
七
六
一
年
六
千
の
フ
ラ
ン
ス
軍
に
包
囲
さ
れ
、
僅
か
の
弱
兵
し
か
守
備
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
十
日
間
で
陥
落
。
フ

ラ
ン
ス
軍
は
四
日
占
拠
し
た
だ
け
で
、
有
力
な
ド
イ
ツ
軍
の
接
近
を
知
り
、
城
を
爆
破
し
て
撤
退
。
以
来
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
。

 

汚シ
ャ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

辱
の
城　

Schandenburg.  

シ
ャ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ス
城
に
対
抗
す
る
た
め
築
か
れ
た
中
世
の
堡
塁
。
一
五
九
六
年
に
そ
の
名
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
築

造
年
月
日
、
築
造
者
、
築
造
要
因
は
不
明
。
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ス
テ
ロ
ー
デ
・
ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
都
市
バ
ー
ト
・
ラ
ウ
タ
ー
ベ
ル
ク

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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の
一
部
と
な
っ
た
か
つ
て
の
町
バ
ル
ビ
ス
近
郊
に
あ
る
。

 

オ
ス
タ
ー
ハ
ー
ゲ
ン
村　

D
orf O

sterhagen.  

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ス
テ
ロ
ー
デ
・
ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
都
市
バ
ー
ト
・
ラ
ウ
タ
ー
ベ
ル
ク

の
一
部
。

 
山
の
精
、
山
小
人
、
さ
て
は
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士　

Berggeister, Bergzw
erge und Bergm

önche.  

い
ず
れ
も
鉱
山
の
坑
道
内
に
出
没
し
て
坑
夫
た
ち
を
か

ら
か
っ
た
り
、
恩
恵
を
施
し
た
り
、
気
に
染
ま
な
い
こ
と
を
さ
れ
た
場
合
に
は
死
傷
さ
せ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
超
自
然
的
存
在
は
も
と
よ
り
自
由
に
巌
を

通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
恰
好
を
し
て
い
る
が
、
修
道
士
の
法
衣
の
よ
う
な
衣
装
を
纏
い
、
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
巨
大
な
精
も
い
て
、

こ
れ
は
ス
イ
ス
奥
地
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
・
ア
ル
プ
ス
お
よ
び
ハ
ー
ル
ツ
山
地
で
は
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士
と
呼
ば
れ
る
。
山ベ

ル

ク

メ

ン

ヒ

の
修
道
士
の
伝
説
と
し
て
は
Ｄ
Ｓ
二
、

Ｄ
Ｓ
三
を
参
照
の
こ
と
。

 

ア
イ
ン
ベ
ッ
ク　

Eim
beck.    

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、,Einbeck

, 

の
書
き
間
違
い
か
誤
植
と
思
わ
れ
る
の
で
、
片
仮
名
表

記
は
こ
れ
に
倣
っ
た
。
ア
イ
ン
ベ
ッ
ク
は
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
郡
の
中
都
市
で
、
か
つ
て
ハ
ン
ザ
同
盟
に
属
し
繁
栄
し
た
。
同
市
特

産
の
ビ
ー
ル
「
ア
イ
ン
ベ
ッ
カ
ー
」
は
一
三
七
八
年
以
来
有
名
で
、
ル
タ
ー
も
「
最
上
の
飲
み
物
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ー
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
は

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
六
を
参
照
の
こ
と
。　

 

ラ
ウ
タ
ー
ブ
ル
ク　

Lauterburg.  
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ス
テ
ロ
ー
デ
・
ア
ム
・
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
小
都
市
バ
ー
ト
・
ラ
ウ
タ
ー
ベ
ル
クBad 

Lauterberg

で
あ
ろ
う
。

 

だ
れ
が
悪
魔
の
も
の
に
な
る
か
籤く

じ

で
決
め
ね
ば
な
ら
な
い　

m
üssen ....... loosen, w

er ihm
 verfallen soll.  

「
籤
で
決
め
る
」
と
は
あ
る
が
、
挿
絵
で

は
骰
子
を
二
個
振
っ
て
い
る
。

 

一
組
の
余よ

そ
も
の

所
者　

ein Paar Frem
de.  

初
版
以
降
で
は ,ein paar , 

と
小
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
と
「
二
、
三
の
」
の
意
。
し
か
し
、「
二
人
」
で

な
け
れ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
。
従
っ
て
、
初
版
通
り
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人　

V
enezianer.  

言
わ
ず
と
知
れ
た
北
イ
タ
リ
ア
の
都
市
国
家
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
か
ら
来
た
人
間
。
中
・
近
世
の
質
朴
な
ド
イ
ツ

の
民
衆

─
そ
れ
も
山
の
民
な
ら
な
お
さ
ら

─
と
は
次
元
が
違
う
ほ
ど
し
た
た
か
な
連
中
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 

茉マ

ヨ

ナ

ラ

夭
刺
那　

D
ost.  

マ
ジ
ョ
ラ
ム
。
紫
蘇
科
の
多
年
草
。
香
草
と
し
て
肉
料
理
そ
の
他
に
多
用
さ
れ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
で
は
、
幸
福
を
呼
ぶ
、

と
し
て
結
婚
す
る
男
女
が
こ
れ
で
作
っ
た
花
冠
を
被
っ
た
。
こ
の
話
で
は
「
褐
色
の
」
と
あ
る
の
で
、
乾
燥
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
─
ド
イ
ツ
語
で
い

う
─
「
ド
ス
ト
」D

ost

あ
る
い
は
「
ド
ス
テ
ン
」D

osten 

と
「
ド
ラ
ン
ト
」D

orant （
鋸
草
）
の
二
種
は
魔
除
け
に
な
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
〇
一
参
照
）
と
見

え
、
兇
悪
な
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精
の
許
に
呼
ば
れ
た
産
婆
が
こ
れ
を
身
に
付
け
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
中
に
踏
み
込
ん
だ
た
め
に
災
い
を
蒙
ら
ず
に
済
ん
だ
、

と
の
伝
説
が
Ｄ
Ｓ
六
五
と
し
て
二
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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結
び
に
一
言
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
四
一
に
は
往
時
の
ド
イ
ツ
辺
境
方
言
で
記
さ
れ
た
韻
文
が
出
て
来
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
し
て
も
日
本
有
数
の
ド
イ

ツ
語
学
者
た
る
元
同
僚
新
田
春
夫
特
任
教
授
に
ご
高
教
を
請
う
た
。
春
休
み
、
夏
休
み
と
ベ
ル
リ
ン
で
ご
研
究
中
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
事
細
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
。
ま
こ
と
に
も
っ
て
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
〇
で
は
、
ミ
サ
の
詠
唱
に
悪
魔
が
ラ
テ
ン
語
で
怪
し
か
ら
ぬ
対
句
を
附
け
て
い
る
が
、
こ
れ
の
主
語 ego 

に
つ
い
て

青
山
学
院
大
学
文
学
部
西
村
哲
一
教
授

─
親
愛
な
る
元
同
僚
西
村
淳
子
教
授
の
ご
配
偶

─
か
ら
実
に
詳
細
な
文
法
的
説
明
を
戴
い

た
。
訳
に
う
ま
く
反
映
さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
が
、
対
句
と
い
う
制
約
が
あ
る
の
で
、
思
う
よ
う
に
行
か
な
か
っ
た
。
西
村
先
生
ご
夫
妻
、

再
再
の
ご
懇
篤
な
ご
教
示
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
四
の
後
半
は
興
味
深
い
。
中
・
近
世
の
ド
イ
ツ
人
、
と
り
わ
け
都
市
住
民
で
は
な
い
素
朴
な
農
民
や
鉱
山
労
働
者
ら
に

と
っ
て
、遙
か
南
方
、分
裂
し
て
は
い
る
が
先
進
国
イ
タ
リ
ア
北
部
に
あ
る
、そ
れ
も
大
層
有
力
な
貿
易
都
市
国
家
の
首
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
は
目
眩
く
よ
う
な
絢
爛
た
る
存
在
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
水
上
に
そ
そ
り
立
つ
都
市
貴
族
の
数
数
の
宮
殿
、
強
大
な
ガ
レ
ー
船
隊
が
齎

す
そ
の
豪
富
、
夜
更
け
て
も
煌
煌
と
華
や
い
で
い
る
大
廈
高
楼
に
は
、
高
貴
な
姫
御
寮
と
思
い
き
や
、
し
か
る
べ
き
対
価
を
払
え
ば
な

ん
と
で
も
な
る
典
雅
な
遊
び
女
の
群
れ
、
僻
遠
の
地
の
産
物
で
あ
る
香
辛
料
や
食
品
、
衣
料
、
宝
飾
品
の
溢
れ
る
市
場
。

─
聖サ

ン

マ
ル

コ
を
守
護
聖
人
と
し
て
推
戴
す
る
こ
の
異
国
の
大
都
市
か
ら
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
の
鉱
山
に
奇
妙
な
男
ど
も
が
や
っ
て
来
て
、
金
銀
財
宝

を
持
ち
去
る
。彼
ら
は
黒
魔
術
に
通
じ
て
い
る
。こ
う
し
た
主
題
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
伝
説
が
ま
だ
ま
だ
数
あ
る
こ
と
を
次
の
論
文
で
知
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
科
嶋
内
博
愛
准
教
授
「
山
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
」

─
所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第

三
・
四
号
、
平
成
二
十
六
年
三
月

─
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
学
恩
を
謝
す
し
だ
い
で
す
。
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訂
正　

い
ず
れ
も
分
載
試
訳
（
そ
の
七
）

①
一
五
三
ペ
ー
ジ
（
目
次
）　

二
九
八　

池
か
ら
出
て
来
た
馬Gaul aus dem

 Pfuhl.　

→　

二
九
八　

池
か
ら
出
て
来
た
馬　

Gaul 

aus dem
 Pfuhl.　

　
　

*D
S203 D

as T
eufelsbad zu D

assel.
②
一
八
一
ペ
ー
ジ　

後
ろ
か
ら
六
行
目　

ロ
ー
ラ
ン
ツ
柱ゾ

イ
レ　

→　

ロ
ー
ラ
ン
ト
柱ゾ

イ
レ

③
二
二
〇
ペ
ー
ジ　

後
ろ
か
ら
五
行
目　

十
本　

→　

十
対

④
二
三
二
ペ
ー
ジ　

後
ろ
か
ら
三
行
目　

ロ
ー
ラ
ン
ツ
柱ゾ

イ
レ　

Rolandssäule.　

→
ロ
ー
ラ
ン
ト
柱ゾ

イ
レ　

Rolandsäule.


